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は
じ
め
に

　

第
7
項
「
夜
分
火
を
焚
き
酒
食
を
用
い
」
は
、
慶
応
三
年

（
一
八
六
七
）
四
月
、
北
塩
屋
浦
で
起
き
た
と
い
う
、
時
節
を
わ

き
ま
え
な
い
酒
盛
り
の
「
詫
び
状
」
で
す
。
内
容
は
具
体
性
を
欠

い
て
い
て
詫
び
状
と
呼
べ
る
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大

庄
屋
も
書
き
直
し
を
求
め
て
当
然
な
の
で
す
が
、
受
け
取
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

詫
び
状
と
は
本
来
、
具
体
的
に
記
し
ま
す
。
第
2
項
「
心
底
に

相
改
め
」
は
、天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
嶋
村
佐
吉
が
「
家
業
疎
」

に
し
た
自
分
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
義
絶
状
に
沿
っ
て
述
べ
、
評
定
所

で
「
出
精
」
す
る
よ
う
「
仰
聞
」
か
さ
れ
た
内
容
を
書
き
入
れ
て

い
ま
す
。
第
9
項
「
外
方
に
て
は
、
は
ぎ
と
申
し
立
つ
可
く
候
」

で
は
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
北
塩
屋
浦
の
商
人
茂
助
が
、
医

師
の
家
の
奉
公
人
を
自
分
の
店
で
働
か
せ
た
た
め
に
、
評
定
所
か

ら
奉
公
人
を
速
や
か
に
戻
す
よ
う
「
仰
聞
」
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

後
半
、
商
人
が
長
々
述
べ
た
言
い
分
け
を
通
し
て
、
事
件
を
さ
ら

に
具
体
的
に
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

第
7
項
「
夜
分
火
を
焚
き
酒
食
を
用
い
」
は
、
こ
れ
ら
に
比
べ

る
と
酒
盛
り
の
具
体
像
が
分
か
り
ま
せ
ん
。「
此
程
より
御
時
節
を

不
弁
自
分
寄
合
等
仕
、
夜
分
火
を
焚
酒
食
を
用
ひ
候
」
と
あ
り
、

先
日
来
、「
御
時
節
」
を
わ
き
ま
え
ず
自
分
裁
量
の
寄
合
を
し
た

と
い
う
だ
け
な
の
で
す
。
こ
れ
が
な
ぜ
悪
い
の
か
、
何
日
の
い
つ

頃
か
ら
何
回
、
村
内
の
ど
こ
で
、
何
人
が
集
ま
り
、
ど
の
よ
う
に

騒
い
だ
の
か
、
そ
れ
以
外
に
何
か
起
こ
っ
た
の
か
、
こ
の
程
度
は

通
常
書
き
入
れ
ま
す
。
一
方
、「
夜
分
火
を
焚
」
き
と
い
う
細
か

い
事
実
は
記
し
て
あ
り
ま
す
。
大
庄
屋
の
「
仰
聞
」
で
な
く
「
御

調
へ
」
と
し
て
い
て
、
説
諭
の
内
容
は
皆
目
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
酒
盛
り
の
前
年
、
慶
応
二
年
九
月
に
は
、
第
二
次
長
州
征

討
が
幕
府
の
敗
北
で
終
わ
り
、
翌
三
年
十
月
に
は
大
政
奉
還
が
行

な
わ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
二
年
に
は
全
国
で
そ
れ
ま
で
に
な

い
ほ
ど
多
く
の
百
姓
一
揆
・
打
ち
こ
わ
し
が
あ
り
ま
し
た
。
紀
州
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に
は
波
及
し
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
そ
う
で
は
な
い
よ
う

で
す
（
し
五
七
〇
）。
翌
三
年
秋
の
「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
は
紀

州
各
地
で
も
起
こ
り
ま
す
。「
御
時
節
を
不
弁
」
と
は
百
姓
一
揆

が
頻
発
し
て
い
る
時
期
に
、
誤
解
さ
れ
る
よ
う
な
酒
盛
り
を
し
た

と
い
う
意
味
で
す
。
わ
ざ
わ
ざ
「
夜
分
火
を
焚
」
と
書
い
た
の
は
、

火
が
一
揆
の
松た
い
ま
つ明
に
見
え
た
と
い
い
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
百
姓
一
揆
に
見
え
る
酒
盛
り
な
ど
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
一
揆
勢
は
一
目
で
分
か
り
ま
す
。
一
揆
に
は
一
揆
の
出
で
立

ち
が
あ
っ
て
、
蓑み
の
・
笠
を
着
け
、「
得え

物も
の
」
と
い
わ
れ
る
農
具
・

棒
や
大
工
道
具
、
竹
槍
や
鳴
り
物
と
し
て
の
猟
師
鉄
砲
を
持
ち
、

幟の
ぼ
りを
立
て
法ほ

螺ら

貝が
い
を
吹
き
松
明
を
掲
げ
、
組
を
作
っ
て
規
律
あ

る
行
動
を
と
っ
た
と
い
い
ま
す
（
保
坂
智
『
百
姓
一
揆
と
そ
の
作

法
』。
安
丸
良
夫『
日
本
の
近
代
化
と
民
衆
思
想
』。
若
尾
政
希『
百

姓
一
揆
』）。「
夜
分
火
を
焚
」
こ
う
が
、「
酒
食
を
用
ひ
」
と
大
騒

ぎ
を
し
よ
う
が
、
酒
盛
り
は
酒
盛
り
に
し
か
み
え
ま
せ
ん
。
酒
盛

り
だ
っ
た
な
ら
ば
、詫
び
状
を
と
る
必
要
も
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
。

百
姓
一
揆
だ
か
ら
百
姓
一
揆
に
み
え
た
の
で
す
。
百
姓
一
揆
に
み

え
た
酒
盛
り
と
い
う
こ
の
記
述
は
、
事
実
を
隠
蔽
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
酒
盛
り
の
様
子
が
具
体
的
で
な
い
の
は
、
酒
盛
り
な
ど

な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
虚
偽
の
事
実
を
詳
し
く
書
け
ば
書
く
ほ
ど

矛
盾
が
広
が
る
か
ら
で
す
。
大
庄
屋
も
酒
盛
り
に
つ
い
て「
仰
聞
」

か
せ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
内
容
を
記
し
よ
う
が
な
い
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
差
出
人
は
、
す
べ
て
の
「
村
中
五
人
組
頭
」
三
〇
人

だ
け
で
、
彼
ら
は
事
件
の
当
事
者
と
し
て
、「
向
後
者
相
愼
右
様

之
寄
合
等
決
而
不
仕
」
と
酒
盛
り
を
詫
び
、
連
印
し
て
い
ま
す
。

五
人
組
頭
の
役
を
務
め
る
人
物
は
そ
れ
な
り
の
分
別
を
備
え
て
い

る
は
ず
で
、「
村
中
五
人
組
頭
」
三
〇
人
も
が
連
印
し
て
詫
び
て

い
る
だ
け
で
も
異
様
な
こ
と
で
す
。
ま
し
て
や
、
彼
ら
だ
け
の
酒

盛
り
な
ど
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
で
し
ょ
う
。
五
人
組
頭
全
員
三
〇

人
の
連
印
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
背
後
に

村
中
百
姓
百
数
十
人
が
い
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
、
村
中
百
姓
百

数
十
人
に
よ
る
百
姓
一
揆
に
つ
い
て
の
「
詫
び
状
」
な
の
で
す
。

　

一
揆
勢
は
結
集
し
た
だ
け
な
の
か
、
あ
る
い
は
す
で
に
打
ち
壊

し
で
も
始
ま
っ
て
い
た
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
大
き
な
動
き

に
な
る
前
に
説
得
で
も
さ
れ
た
の
か
収
束
し
た
の
か
で
し
ょ
う
。

こ
の
「
詫
び
状
」
で
は
請
人
と
し
て
庄
屋
と
肝
煎
が
署
名
し
て
い

ま
す
か
ら
、
彼
ら
を
一
揆
に
巻
き
込
む
こ
と
に
は
失
敗
し
た
と
思

え
ま
す
。
一
揆
は
収
束
し
た
と
い
っ
て
も
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
は
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隠
し
よ
う
も
な
い
事
実
で
、
代
官
辺
り
に
ま
で
聞
こ
え
て
い
た
可

能
性
も
あ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
こ
れ
を
ど
う
す
る
か
。
一
揆
だ
と

藩
に
知
ら
れ
れ
ば
処
罰
者
が
出
ま
す
か
ら
、
騒
ぎ
は
あ
っ
た
け
れ

ど
も
こ
れ
は
時
節
を
わ
き
ま
え
な
い
連
中
の
酒
盛
り
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
に
し
て
白
を
切
り
通
す
、
大
庄
屋
が
出
し
た
結
論
で
す
。

　

本
書
に
収
め
た
文
書
の
内
、
宛
先
に
「
大
庄
屋
」
と
い
う
役
義

名
を
記
し
て
い
る
も
の
は
第
4
項
、
第
6
項
、
第
10
項
の
三
点
で

す
が
、
他
六
点
も
庄
屋
・
肝
煎
等
の
村
役
人
が
瀬
戸
又
次
郎
に
宛

て
て
差
し
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
、
日
高

郡
天
田
組
大
庄
屋
瀬
戸
又
次
郎
一
代
の
関
係
文
書
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
（「
天
田
組
」
は
、
日
高
郡
の
内
、
名
屋
浦
・
北
塩

屋
浦
・
天
田
村
・
猪い

野の

の々

村
・
上
富
安
村
・
下
富
安
村
・
小
松

原
村
・
田
井
村
・
財
部
村
・
嶋
村
・
御
坊
村
・
薗
浦
・
浜は
ま
瀬の
せ
村
・

下
野
口
村
・
上
野
口
村
・
熊い

野や

村
・
岩
内
村
の
一
七
か
村
を
い
い

ま
す
）。
年
号
の
分
か
る
も
の
が
六
点
あ
っ
て
、
上
限
は
天
保
八

年
（
一
八
三
七
）、
下
限
で
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
第
10
項
だ
け
は
又
次
郎
の
先
代
大
庄
屋
で
し
ょ
う
か
、

中
村
善
次
兵
衛
宛
て
に
差
し
出
さ
れ
た
文
書
（
文
政
頃
か
）
の
写

し
で
、
そ
の
後
瀬
戸
氏
が
引
き
継
い
だ
よ
う
で
す
。

　

大
庄
屋
の
役
務
は
そ
れ
ほ
ど
分
か
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
第

1
項
「
母
子
世
話
振
り
」
に
あ
る
よ
う
な
百
姓
株
の
相
続
、
第
3

項
「
養
子
再
縁
」
な
ど
に
大
庄
屋
は
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

に
加
え
、
一
般
的
に
宗
門
送
り
や
宗
門
受
け
込
み
、
田
畑
売
買
な

ど
で
大
庄
屋
に
宛
て
て
願
い
書
き
が
差
し
出
さ
れ
て
い
き
ま
す
か

ら
、
宗
門
人
別
帳
や
検
地
帳
・
名
寄
帳
な
ど
の
変
更
を
管
理
・
承

認
す
る
こ
と
で
百
姓
の
成
り
立
ち
を
支
え
て
い
く
の
が
、
大
庄
屋

の
基
本
的
役
務
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
本
書
に
は
採
録
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
軽
業
興
行
宿
料
滞

り
問
題
（
し
四
八
四

−

一
〇
）
や
干
鰯
御
用
所
拝
借
銀
滞
り
問
題

（
し
一
二
八

−

三
）、
上
野
村
で
の
金
子
紛
失
事
件
（
し
三
〇
三

−

二
）
で
は
、
大
庄
屋
瀬
戸
氏
は
周
囲
の
大
庄
屋
や
日
高
郡
胡
乱
者

改
・
日
高
郡
代
官
と
書
状
を
交
わ
し
な
が
ら
、
問
題
解
決
に
尽
力

し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
同
じ
百
姓
株
の
問
題
に
し
て
も
、
第
２
項
「
心
底
に
相

改
め
」
で
義
絶
状
を
出
さ
れ
た
百
姓
に
対
し
て
は
評
定
所
が
対
応

し
て
い
る
よ
う
で
す
し
、
離
縁
さ
れ
た
夫
と
の
復
縁
を
願
う
第
４

項
「
送
り
遣
わ
し
度
く
」
も
、
飯
米
支
援
が
絡
ん
で
く
る
か
ら
で

し
ょ
う
か
、
出
さ
れ
た
願
い
書
き
を
大
庄
屋
は
日
高
郡
代
官
に
回
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し
て
い
ま
す
。
第
９
項
「
外
方
に
て
は
、
は
ぎ
と
申
し
立
つ
可
く

候
」
も
含
め
、
大
庄
屋
の
基
本
的
役
務
を
越
え
る
内
容
に
関
す
る

願
い
は
、
代
官
を
通
じ
勘
定
奉
行
に
回
す
仕
組
み
が
で
き
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

第
２
項
「
心
底
に
相
改
め
」
に
は
八
つ
の
「
仕
」
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
四
つ
、⑤「
心
得

之
儀
不
仕
」の「
仕
」は
、

他
動
詞
。
話
者
（
佐
吉
）
が
相
手
（
評
定
所
）
に
へ
り
く
だ
っ
た

表
現
で
す
が
、
④
「
心
得

等
之
儀
不
仕
」
の
「
仕
」
は
、
同
じ

他
動
詞
で
も
話
者
（
今
度
は
評
定
所
）
が
相
手
（
佐
吉
）
の
行
為

を
重
々
し
く
い
う
表
現
で
す
。⑤「
出
精
可
仕
」の「
仕
」は
、「
出
精
」

に
付
く
補
助
動
詞
で
話
者
（
佐
吉
）
が
相
手
（
評
定
所
）
に
対
し

へ
り
く
だ
っ
た
言
い
方
で
、④
「
出
精
仕
」
の
「
仕
」
は
、同
じ
「
出

精
」
に
付
く
補
助
動
詞
で
も
話
者
（
今
度
は
評
定
所
）
が
相
手
（
佐

吉
）
の
行
為
を
重
々
し
く
い
う
表
現
で
す
。
ま
た
、
第
3
項
「
養

子
再
縁
」
③
「
中
睦
敷
仕
」
の
「
仕
」
は
自
動
詞
で
す
。
本
書
で

は
「
仕
」
を
そ
の
よ
う
に
解
説
し
ま
し
た
。
近
世
古
文
書
で
は
こ

の
五
つ
の
使
い
方
で
、「
仕
」
は
く
り
返
し
出
て
来
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
問
題
な
の
は
、右
の
解
釈
が
、筆
者
が
愛
用
す
る
『
日

本
国
語
大
辞
典
』に
は
の
っ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。「
つ
か
ま
つ
る
」

（
つ
こ
う
ま
つ
る
）
は
、「
仕
え
る
」
と
、
そ
の
派
生
語
の
意
味
し

か
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
。
近
世
古
文
書
で
は
右
に
述
べ
た
形
で
使

う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、「
仕
え
る
」
で
出
て
く
る
こ
と
は
ほ
ぼ

あ
り
ま
せ
ん
が
。
こ
れ
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
が
古
文
書
か

ら
文
章
を
採
録
し
て
い
な
い
か
ら
起
こ
る
こ
と
な
の
で
す
。
同
じ

よ
う
に
、頻
繁
に
使
わ
れ
る「
被
成
下
」（「
被
成
被
下
」が
原
型
か
）

も
の
せ
て
い
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
、「
被
下
」
も
「
被
成
」
も
「
被

成
下
」
も
補
助
動
詞
で
す
。

　

要
は
、
た
い
へ
ん
困
難
な
作
業
な
の
で
す
が
、
近
世
古
文
書
の

言
葉
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
を
参
考
に
し
つ
つ
も
、
自
力
で
考

え
て
い
く
し
か
方
法
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
回
は
二
〇
〇
九
年
、
二
〇
一
五
年
の
古
文
書
講
座
を
も
と
に

編
集
し
ま
し
た
。
寄
託
者
御
坊
市
藤
田
町
藤
井
の
瀬
戸
家
に
は
感

謝
い
た
し
ま
す
。
今
回
も
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
を
活

用
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
山
崎
竜
洋
編
『
瀬
戸
家
文
書
目
録
』
も

ご
利
用
下
さ
い
。　
　
　
　

�

（
遊
佐
教
寛
）
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１　

母
子
世
話
振
り

〔
釈
文
〕

①　
　
　

奉
願
上
候
御
事

當
浦
孫
右
衛
門
義
先
達
而
病
死
仕
り
、
右
跡
同
人

妻
幷
世
忰
男
子
壱
人
御
坐
候
所
當
年
漸
三
才
ニ

相
成
候
ニ
付
、
②
親
類
中
より
跡
世
話
振
り
之
義
色
々

談
合
仕
候
得
共
、
一
統
斑
々
ニ
而
落
合
相
付
不
申
所

今
以
和
談
不
仕
候
由
、
③
然
ル
處
當
浦
之
義
段
々
百
性

衰
微
仕
候
ニ
付
、
一
軒
ニ
而
も
永
續
仕
候
様
仕
り
度
、
就
者

【
百
姓
永
続
願
】

　

百
姓
成
り
立
ち
の
話
で
す
。
薗
浦
の
孫
右
衛
門
が
病
死
し
、
後

に
は
妻
と
三
歳
の
息
子
が
残
さ
れ
ま
し
た
。
孫
右
衛
門
の
百
姓
株

（
百
姓
と
し
て
の
役
、あ
る
い
は
地
位
）が
空
席
に
な
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
を
ど
う
す
る
か
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）、
②
親
類
た
ち

が
相
談
し
た
も
の
の
、
考
え
が
ま
ち
ま
ち
で
ま
と
ま
ら
な
い
と
い

い
ま
す
。
③
で
「
孫
右
衛
門
方
…
何
卒
永
續
仕
候
様
」
と
村
内
百

姓
共
が
百
姓
惣
代
等
に
願
い
出
て
き
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
親
類

た
ち
は
孫
右
衛
門
株
の
解
体
、
つ
ま
り
孫
右
衛
門
田
畑
を
親
類
で

分
割
し
て
し
ま
う
計
画
す
ら
あ
っ
た
よ
う
に
み
え
ま
す
。
と
ん
で

も
な
い
「
世
話
振
り
」
で
す
。
心
配
に
な
っ
た
百
姓
惣
代
等
は
大

庄
屋
に
取
り
ま
と
め
を
求
め
ま
し
た
。
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①

②

③
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④
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孫
右
衛
門
方
者
数
代
相
續
之
百
性
ニ
而
御
坐
候
ニ
付
、
何
卒

永
續
仕
候
様
村
内
百
性
共
より
私
共
等
手
前
江
願
出

候
ニ
付
、
④
何
卒
以
御
料
簡
百
性
中
願
之
通
同
人
家
・

親
類
和
熟
之
上
品
能
永
續
仕
候
様
御
申
付

可
被
下
候
様
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薗
浦
百
性
惣
代

　
　
　

午
三
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
市
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
所
御
藏
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
所
肝
煎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甚
助
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
助
㊞

　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸
又
次
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
し
四
七
三

−

二
）
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〔
読
み
下
し
文
〕

①　
　
　

願
い
上
げ
奉
り
候
御お
ん

事こ
と

当
浦
孫
右
衛
門
義
先
達
っ
て
（
而
）
病
死
仕
り
、
右
跡
同
人

妻
幷な
ら
びに
世よ

忰せ
が
れ男
子
壱
人
御
座
候
所
当
年
漸
よ
う
よ
う三
才
に

相
成
り
候
に
付
き
、
②
親
類
中
よ
り
（
より
）
跡
世
話
振ぶ

り
之の

義
色
々

談
合
仕
り
候そ
う
らえ
（
得
）
共ど
も
、
一
統
斑は
ん
々ぱ
ん
に
て
落
ち
合
い
相
付
き
申
さ
ざ
（
不ざ

）
る
所

今
以
っ
て
和
談
仕
ら
ず
（
不ず

）
候
由よ
し
、
③
然し
か
る
処
当
浦
之
義
段
々
百
姓

衰
微
仕
り
候
に
付
き
、
一
軒
に
て
も
永
続
仕
り
候
様
仕
り
度
く
、
就つ
い

て
は
（
者
）

孫
右
衛
門
方
は
数
代
相
続
之
百
姓
に
て
御
座
候
に
付
き
、
何な
に

卒と
ぞ

永
続
仕
り
候
様
村
内
百
姓
共
よ
り
私
共
等
手
前
へ
（
え
・
江
）
願
い
出
で

候
に
付
き
、
④
何
卒
御
料
簡
を
以
っ
て
百
姓
中
願
い
之
通
り
同
人
家
・

親
類
和
熟
之
上
品し
な
能よ

く
永
続
仕
り
候
様
御
申
し
付
け

下
さ
る
可
く
（
可べ（
く
）レ
被る
レ
下
く
だ（
さ
））
候
様
願
い
上
げ
奉
り
候
、
以
上

〔
文
意
例
〕

①　
　
　

願
い
上
げ
申
し
ま
す
御
事
に
つ
い
て

当
浦
の
孫
右
衛
門
に
つ
い
て
で
す
が
、
先
達
て
病
死
致
し
ま
し
て
、
そ
の
「
跡
」（
百
姓
株
を
継
ぐ
者
）
に
は
同
人
の

妻
と
「
世
忰
」
の
男
の
子
ひ
と
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。（
そ
の
子
は
）
当
年
よ
う
や
く
三
歳
に

な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
で
、
②
親
類
達
で
「
跡
」
の
世
話
の
し
方
に
つ
い
て
色
々
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相
談
致
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
一
同
（
の
意
見
）
は
様
々
で
決
着
が
付
き
申
さ
な
い
と
こ
ろ
で
、

今
以
て
合
意
い
た
さ
な
い
と
い
う
話
で
す
。
③
し
か
し
、「
当
浦
で
は
だ
ん
だ
ん
百
姓
が

「
衰
微
」
い
た
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
軒
で
も
永
続
い
た
す
よ
う
に
い
た
し
た
い
の
で
す
（
村
内
百
姓
共
の
願
い
）。
つ
い
て
は
、

孫
右
衛
門
の
家
は
数
代
続
く
百
姓
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か

永
続
い
た
す
よ
う
に
」
と
村
内
の
百
姓
共
か
ら
私
共
等
の
も
と
へ
願
い
出
で

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
④
ど
う
か
寛
大
な
お
取
り
は
か
ら
い
で
百
姓
達
か
ら
の
願
い
通
り
同
人
の
家
と

親
類
が
「
和
熟
」
の
上
で
「
品
よ
く
」
永
続
い
た
す
よ
う
お
申
し
付
け

下
さ
い
ま
す
よ
う
願
い
上
げ
い
た
し
ま
す
。
以
上

〔
語
意
・
語
法
〕

①
奉
願
上
「
奉
」
は
補
助
動
詞
と
し
て
、相
手
（
大
庄
屋
瀬
戸
氏
）

に
対
し
下
の
動
詞（「
願
上
」）の
謙
譲
表
現
を
作
る
。「
願
上
」は
、

う
や
う
や
し
く
願
う
。
丁
寧
に
お
願
い
す
る
。
御
事
「
事
」
で
十

分
な
の
だ
が
、
て
い
ね
い
に
表
現
し
た
。「
事
」
は
、「
こ
と
」
で

文
を
中
止
す
る
よ
う
な
形
で
、文
章
の
題
目
な
ど
と
し
て
用
い
る
。

何
々
に
つ
い
て
と
い
う
意
を
表
わ
す
。
當
浦�

日
高
郡
薗
浦
（
御

坊
市
薗
）。
孫
右
衛
門
義
「
義
（
儀
）」
は
、
自
分
、
ま
た
は
自
分

の
側
を
示
す
名
詞
に
付
い
て
「
こ
と
」「
…
に
関
し
て
」
の
意
を

表
わ
す
。
謙
譲
の
意
を
添
え
る
。
病
死
仕
り
「
仕
」
は
、
補
助
動

詞
。
動
作
性
の
名
詞（「
病
死
」）に
付
き
、話
し
手（
百
姓
惣
代
等
）

が
聞
き
手
（
大
庄
屋
瀬
戸
氏
）
に
対
し
て
へ
り
く
だ
る
自
卑
・
丁

重
の
表
現
と
し
て
「（
物
事
を
）
す
る
・
な
す
」
の
意
に
用
い
る
。

右
跡
「
跡
」
は
「
後
」。
百
姓
と
し
て
の
家
。
百
姓
株
。
そ
の
家
・

株
を
相
続
す
る
こ
と
。
相
続
す
る
者
。
世
忰�

世
継
ぎ
と
す
る
忰
。

相
成
「
相
」
は
語
調
を
整
え
た
り
、
語
勢
を
添
え
た
り
す
る
。

②
親
類
中
「
中
」
は
、
そ
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の

範
囲
全
部
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
す
。
振
り
之
義
「
振ぶ

り
」
は
、
名

詞
や
動
詞
の
連
用
形
に
付
い
て
、
そ
の
物
事
の
様
子
、
状
態
の
意
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を
添
え
る
。「
義
（
儀
）」
は
、「
こ
と
」。「
…
の
こ
と
」
を
意
味

す
る
語
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
そ
の
中
で
「
義
（
儀
）」
は
、
そ

の
か
か
る
範
囲
が
最
も
狭
く
、
直
前
の
語
に
限
ら
れ
る
。
こ
こ
で

は
、「
跡
世
話
振
り
」。
談
合
仕�

補
助
動
詞
「
仕
」
は
、「
談
合
」

に
付
く
。
候
得
共
「（
候さ
ぶ
らう
）
候さ
う
らふ
」
の
已
然
形
「
候さ
う
らへ
」
の
「
へ
」

に
当
て
字「
得え

」を
使
っ
た
も
の
。「
共
」は「
ど
も
」の
当
て
字
。「
ど

も
」
は
、
接
続
助
詞
。
活
用
語
の
已
然
形
を
受
け
る
。
逆
接
の
確

定
条
件
を
表
わ
す
。
け
れ
ど
も
。
斑
々�

ま
だ
ら
な
さ
ま
。
落
合�

最
後
の
ま
と
ま
り
。
結
末
。
決
着
。
相
付
不
申
「
申
」
は
補
助
動

詞
。
動
詞
の
連
用
形
（「
付
」）
に
付
い
て
、
相
手
（
大
庄
屋
）
に

対
し
話
者（
百
姓
惣
代
等
）が
改
ま
っ
た
気
持
ち
で
丁
寧
に
、ま
た
、

堅
苦
し
く
言
う
の
に
用
い
る
。
和
談
不
仕
候
由
「
和
談
」
は
、
和

睦
の
話
し
合
い
を
す
る
こ
と
。
補
助
動
詞
「
仕
」
は
「
和
談
」
に

付
く
。「
由
」
は
、
百
姓
惣
代
等
の
、
親
類
中
か
ら
の
伝
聞
。

③
衰
微
仕�

直
後
で
「
一
軒
ニ
而
も
永
續
仕
候
様
」
と
い
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
衰
微
」
は
、
家
数
が
減
っ
て
い
る
こ
と

を
い
っ
て
い
る
の
か
。
補
助
動
詞
「
仕
」
は
「
衰
微
」
に
付
く
。

永
續
仕
候
様
仕
り
度�

一
行
後
ろ
の
「
何
卒
永
續
仕
候
様
」
と
と

も
に
③
末
「
願
出
候
」
に
か
か
る
と
も
と
れ
る
。
し
か
し
、
③
末

「
願
出
候
」
と
は
離
れ
て
い
る
の
で
、「
永
續
仕
候
様
仕
り
度
奉
存

候
」
の
「
奉
存
候
」
が
省
略
さ
れ
た
形
で
、
文
節
は
こ
こ
で
い
っ

た
ん
切
れ
る
と
考
え
る
方
が
よ
い
か
。
村
内
百
姓
共
の
願
望
。「
永

続
可
（
為
）
仕
候
」
の
こ
と
。
主
格
（
村
内
百
姓
共
）
の
意
志
「
可
」

は
強
意
と
な
る
た
め
こ
れ
を
弱
め
れ
ば
「
永
続
（
為
）
仕
候
様
奉

願
上
」
と
な
る
が
、
さ
ら
に
、
婉
曲
的
な
話
法
（
遠
回
し
な
言
い

方
）
と
し
て
、
要
求
の
体
さ
え
取
り
去
り
、
た
だ
つ
ぶ
や
い
て
み

せ
る
形
が
、「
永
続（
為
）仕
候
様
仕
り
度（
奉
存
候
）」。「
永
續
仕
」

の
「
仕
」
は
「
永
續
」
に
付
く
補
助
動
詞
。「
仕
り
度
」
の
「
仕
」

は
他
動
詞
。「
す
る
」「
行
な
う
」
を
、
相
手
（
大
庄
屋
）
に
対
し

へ
り
く
だ
る
気
持
ち
で
丁
重
に
い
う
。
孫
右
衛
門
方
「
方
」
は
、

あ
る
一
方
の
側
、
ま
た
そ
れ
に
属
す
る
人
た
ち
を
表
わ
す
。
村
内

百
性
共
「
共
」
は
自
称
の
代
名
詞
、
ま
た
は
自
分
の
身
内
の
者
を

表
わ
す
名
詞
に
付
け
て
、
単
数
・
複
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
謙
遜
し

た
表
現
と
し
て
用
い
る
。
私
共
等
「
等
」
は
、
漠
然
と
さ
す
こ
と

に
よ
っ
て
表
現
を
や
わ
ら
げ
る
。
手
前�

自
分
の
目
の
前
。
自
分

の
領
域
。
領
分
。
自
分
の
も
と
。

④
料
簡�
と
り
は
か
ら
い
、処
置
で
な
く
、怒
り
や
不
満
を
こ
ら
え
、

が
ま
ん
す
る
こ
と
。
腹
立
た
し
い
の
を
た
え
し
の
ぶ
こ
と
。
お
お
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め
に
み
る
こ
と
。
堪
忍
。
宥
恕
か
。
和
熟�

や
す
ら
ぎ
む
つ
ま
じ
く

す
る
こ
と
。
仲
良
く
す
る
こ
と
。
品
能�

品
位
よ
く
、
体
裁
よ
く
だ

か
ら
、
こ
こ
で
は
争
い
ご
と
も
な
く
の
意
。
永
續
仕
候
様
…
奉
願

上
候�

「
永
續
仕
候
様
御
申
付
可
被
下
候
」
と
「
永
續
仕
候
様
奉
願

上
候
」
と
が
混
在
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、「
永
續
仕
度
、
宜
御

申
付
被
下
候
様
奉
願
上
候
」
の
よ
う
に
す
る
か
。
御
申
付
可
被
下

候
様
奉
願
上
候
「
可
被
下
候
」
の
「
可
」
の
表
現
が
強
い
た
め
に

こ
れ
を
さ
け
る
遠
回
し
な
言
い
方
と
し
て「
被
下
候
様
奉
願
上
候
」

が
使
わ
れ
る
わ
け
で
、
こ
こ
は
誤
用
。「
御
申
付
」
は
大
庄
屋
の

行
為
。「
可
」は
話
者（
百
姓
惣
代
等
）の
意
志
を
表
わ
す
助
動
詞
。

「
被
」
は
、
大
庄
屋
へ
の
尊
敬
を
表
わ
す
助
動
詞
。
他
人
の
動
作

を
表
わ
す
語
に
付
い
て
、
敬
意
を
示
す
。
多
く
本
来
敬
意
を
含
ん

で
い
る
動
詞
に
付
く
。受
身
で
は
な
い
。「
被
下
」は
補
助
動
詞
。「
御

申
付
」に
つ
く
。「
く
だ
さ
る
」。
午
三
月�

弘
化
三
年（
一
八
四
六
）。

百
姓
惣
代�

村
役
人
の
一
。
庄
屋
の
監
視
役
と
も
い
う
。
御
藏
庄

屋�

年
貢
納
入
に
あ
た
る
。
肝
煎�

庄
屋
の
下
役
。

【
議
定
取
究
】

　
「
議
定
取
究
」
と
い
っ
て
も
大
庄
屋
に
よ
る
裁
定
な
の
で
す
が
、

こ
れ
を
み
る
と
、
忰
安
太
郎
が
成
長
す
る
ま
で
、
②
③
孫
右
衛
門

田
畑
・
借
銀
を
凍
結
す
る
、
④
孫
右
衛
門
側
の
親
類
で
は
な
く
、

後
家
の
実
父
を
引
っ
ぱ
り
出
し
、
こ
の
実
父
に
田
畑
を
預
け
る
、

⑤
孫
右
衛
門
居
家
は
保
持
し
て
お
き
、（
安
太
郎
の
成
長
を
待
つ

ま
で
も
な
く
）「
後
父
」（
後
家
の
再
婚
相
手
）
が
現
れ
た
と
き
に

は
こ
れ
に
孫
右
衛
門
株
を
相
続
さ
せ
る
、
⑥
孫
右
衛
門
の
血
筋
の

者
に
は
、
唯
一
妹
に
、
空
い
て
い
る
八
大
夫
株
を
将
来
相
続
さ
せ

る
、
と
い
う
孫
右
衛
門
株
存
続
の
た
め
の
様
々
な
手
立
て
を
と
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
孫
右
衛
門
の
親
類
は

孫
右
衛
門
が
病
死
し
た
の
を
い
い
こ
と
に
、
孫
右
衛
門
株
の
解
体

を
目
論
ん
で
「
一
統
斑
々
ニ
」
我
意
を
主
張
し
、「
和
談
不
仕
」

よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
文
中
八
つ
の
「
仕
」、
六
つ
の
「
致
」
が
あ
り
ま
す
が
、

す
べ
て
他
動
詞
で
す
。
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①
②
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③④
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⑤

⑥
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⑦
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⑧
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〔
釈
文
〕

①　
　
　

議
定
取
究
之
事

一
薗
浦
孫
右
衛
門
儀
去
巳
七
月
病
死
仕
候
處
、

　

右
跡
世
話
振
之
儀
ニ
付
入
組
候
品
有
之
、
此
節
私
共

　

一
同
御
呼
寄
夫
々
了
簡
御
聞
糺
之
上
、
左
一
ツ
書

　

之
通
御
取
究
被
下
候
事

一
②
孫
右
衛
門
忰
安
太
郎
幼
少
ニ
付
同
人
成
長
迠
之
間

　

印
形
者
薗
浦
村
役
元
へ
預
置
、
當
村
領
幷
財
部
村

　

ニ
而
所
持
之
田
畑
、
安
太
郎
江
引
渡
候
迠
賣
拂

　

之
儀
者
勿
論
質
物
差
入
等
も
急
度
不
仕
筈

一
③
親
類
内
より
孫
右
衛
門
江
取
替
銀
者
、
安
太
郎
相
續

　

仕
候
儀
見
届
候
迠
者
互
ニ
浮
置
ニ
可
仕
筈

一
④
孫
右
衛
門
後
家
幷
忰
安
太
郎
等
母
子
共
、
當
分

　

実
父
平
右
衛
門
方
へ
引
取
養
育
之
筈
、
尤
右
養
育

　

之
間
薗
浦
領
・
財
部
村
領
田
畑
作
得
米
、
平
右
衛
門

　

手
前
ニ
而
受
拂
支
配
い
た
し
、
餘
分
有
之
候
ハ
ヽ
安
太
郎
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相
續
之
節
家
修
覆
等
ニ
可
仕
筈

一
⑤
き
し
の
ニ
有
之
孫
右
衛
門
居
家
者
當
分
明
家
ニ

　

い
た
し
置
、
慥
か
成
預
人
有
之
候
ハ
ヽ
地
年
貢
丈
ケ

　

為
凌
候
而
成
共
預
ケ
候
筈
、
⑥
若
又
其
内
孫
右
衛
門
後
家
、

　

後
父
ニ
而
も
相
整
候
ハ
ヽ
、
其
儘
き
し
の
ニ
而
相
續
致

　

候
歟
、
事
ニ
寄
同
所
ニ
而
家
引
移
候
相
談
も
有
之

　

候
ハ
ヽ
、
其
節
尚
又
親
類
一
同
熟
談
之
上
為
宜
敷

　

様
ニ
可
致
事

一
⑦
孫
右
衛
門
同
家
八
大
夫
株
田
地
者
是
迠
孫
右
衛
門
家
へ

　

付
置
有
之
候
へ
共
、
是
者
孫
右
衛
門
妹
へ
宛
置
追
而

　

八
大
夫
株
相
續
為
致
候
筈
ニ
而
、
右
田
地
作
徳
者

　

孫
三
郎
支
配
可
致
事

⑧
右
ケ
條
之
通
夫
々
承
知
仕
何
等
申
分
無
御
座
候
、

然
上
者
尚
此
已
後
親
類
中
互
ニ
相
混
し
申
合
、

孫
右
衛
門
家
相
續
仕
候
筈
、
成
丈
行
届
世
話
可
仕
候
、

依
之
義
定
書
差
上
申
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薗
浦
孫
右
衛
門
親
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孫
三
郎
㊞

　
　

弘
化
三
年
午
四
月
朔
日　

同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
坊
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
右
衛
門
㊞
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同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
松
原
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薗
浦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浄
国
寺
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
石
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
吉
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
坊
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
右
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
坊
村
肝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薗
浦
肝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
助
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
所
同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甚
助
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
所
御
藏
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　

瀬
戸
又
次
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
し
四
七
三

−

三
）

〔
読
み
下
し
文
〕

①　
　
　

議ぎ

定じ
ょ
う取

り
究き

め
之の

事

一ひ
と
つ薗
浦
孫
右
衛
門
儀
去
る
巳み

七
月
病
死
仕
り
候
処
、

　

右
跡あ
と
世
話
振ぶ

り
之
儀
に
付
き
入
り
組
み
候
品し
な
之こ
れ
有
り
、
此こ
の
節
私
共ど
も
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一
同
御
呼
び
寄
せ
夫
そ
れ
ぞ
れ々

了
簡
御
聞
き
糺た
だ
し
之の

上
、
左
一
つ
書
き

　

之
通
り
御
取
り
究
め
下
さ
れ
（
被れ
レ
下
く
だ（
さ
））
候
事

一
②
孫
右
衛
門
忰
安
太
郎
幼
少
に
付
き
同
人
成
長
迄
之
間

　

印い
ん
形ぎ
ょ
うは
（
者
）
薗
浦
村
役
元
へ
預
け
置
き
、
当
村
領
幷な
ら
びに
財た
か
ら部
村

　

に
て
（
而
）
所
持
之
田
畑
、
安
太
郎
へ
（
え
・
江
）
引
き
渡
し
候
迄
売
り
払
い

　

之
儀
は
勿も
ち
論ろ
ん
質
物
差
し
入
れ
等
も
急き
っ
度と

仕
ら
ざ
（
不ざ

）
る
筈

一
③
親
類
内
よ
り
（
より
）
孫
右
衛
門
へ
取
り
替
え
銀
は
、
安
太
郎
相
続

　

仕
り
候
儀
見
届
け
候
迄
は
互
に
浮
け
置
き
に
仕
る
可
き
筈

一
④
孫
右
衛
門
後ご

家け

幷
に
忰
安
太
郎
等な
ど
母
子
共
、
当
分

　

実
父
平
右
衛
門
方
へ
引
き
取
り
養
育
之
筈
、
尤も
っ
とも
右
養
育

　

之
間
薗
浦
領
・
財
部
村
領
田
畑
作さ
く

得と
く
米ま
い
、
平
右
衛
門

　

手
前
に
て
受
け
払
い
支
配
い
た
し
、
余
分
之こ
れ
有
り
候
は
ば
（
ハ
ヽ
）
安
太
郎

　

相
続
之の

節
家
修
覆
等
に
仕
る
可
き
筈

一
⑤
き
し
の
に
之こ
れ
有
る
孫
右
衛
門
居き
ょ
家か

は
当
分
明
（
空
）
き
家
に

　

い
た
し
置
き
、
慥
（
確
）
か
成
る
預
け
人に
ん
之
有
り
候
は
ば
地じ

年ね
ん
貢ぐ

だ
け
（
丈
ケ
）

　

凌し
の
が
せ
（
為せ

）
候
て
成
る
共と
も
預
け
候
筈
、
⑥
若も
し

又ま
た
其そ
の
う
ち内
孫
右
衛
門
後
家
、

　

後こ
う
父ふ

（
後
夫
）
に
て
も
相
整
い
候
は
ば
、
其そ
の
ま
ま儘
き
し
の
に
て
相
続
致
し

　

候
歟か

、
事
に
寄
り
同
所
に
て
家
引
き
移
り
候
相
談
も
之
有
り

　

候
は
ば
、
其
節
尚な
お
又ま
た
親
類
一
同
熟
談
之の

上
宜
し
く
（
敷
）
為さ

す
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様
に
致
す
可
き
事

一
⑦
孫
右
衛
門
同
家
八
大
夫
株
田
地
は
是こ
れ
迄ま
で
孫
右
衛
門
家
へ

　

付
け
置
き
之こ
れ
有
り
候
え
（
へ
）
共ど
も
、
是
は
孫
右
衛
門
妹
へ
宛
て
置
き
追
っ
て

　

八
大
夫
株
相
続
致
さ
せ
候
筈
に
て
、
右
田
地
作
徳
は

　

孫
三
郎
支
配
致
す
可
き
事

⑧
右
か
条
之の

通
り
夫
々
承
知
仕
り
何な
ん
等ら

申
し
分
御
座
無
く
候
、

然し
か
る
上
は
尚な
お

此こ
の
已い

後ご

親
類
中
互
に
相
混
し
申
し
合
い
、

孫
右
衛
門
家
相
続
仕
り
候
筈
、
成
る
丈
け
行
き
届
け
世
話
仕
る
可
く
候
、

之こ
れ
に
依よ

り
義ぎ

定じ
ょ
う
書が

き
差
し
上
げ
申
し
候
、
以
上

〔
文
意
例
〕

①　
　
　

議
定
取
り
決
め
の
事
に
つ
い
て

一
薗
浦
孫
右
衛
門
に
つ
い
て
去
年
巳
年
七
月
病
死
い
た
し
た
と
こ
ろ
、

　

右
「
跡
」
の
後
見
方
法
に
つ
い
て
入
り
組
ん
だ
事
情
が
あ
り
、
こ
の
節
私
共

　

一
同
を
（
大
庄
屋
が
）
お
呼
び
寄
せ
に
な
り
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
考
え
を
お
聞
き
糺
し
に
な
っ
た
上
、
左
の
一
つ
書
き

　

の
通
り
お
取
り
決
め
下
さ
っ
た
事
に
つ
い
て
。

一
②
孫
右
衛
門
忰
安
太
郎
は
幼
少
な
の
で
同
人
が
成
長
す
る
ま
で
の
間
、

　

印
形
は
薗
浦
の
村
役
人
の
元
へ
預
け
置
き
、（
孫
右
衛
門
が
）
当
村
の
領
域
（
当
浦
）
と
財
部
村

　

で
所
持
し
て
い
る
田
畑
は
、（
成
長
し
た
時
に
）
安
太
郎
へ
引
き
渡
す
ま
で
、
売
り
払
う
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こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
質
物
と
し
て
差
し
入
れ
る
こ
と
な
ど
も
決
し
て
い
た
さ
な
い
こ
と
。

一
③
親
類
の
内
か
ら
孫
右
衛
門
へ
の
用
立
て
銀
（
貸
銀
）
は
、
安
太
郎
が
（
家
を
）
相
続

　

い
た
す
こ
と
を
見
届
け
る
ま
で
は
、
互
い
に
保
留
に
い
た
す
べ
き
こ
と
。

一
④
孫
右
衛
門
後
家
な
ら
び
に
忰
安
太
郎
な
ど
母
子
と
も
に
、
当
分

　
（
御
坊
村
に
住
む
、
後
家
の
）
実
父
平
右
衛
門
方
へ
引
き
取
り
養
育
す
る
こ
と
。
も
っ
と
も
、
そ
の
養
育

　

の
間
、
薗
浦
と
財
部
村
の
田
畑
か
ら
の
作
得
米
は
、
平
右
衛
門
の

　

元
で
収
支
を
取
り
扱
い
、
剰
余
が
出
れ
ば
安
太
郎
の

　

相
続
の
際
（
孫
右
衛
門
の
）
家
の
修
復
等
に
使
う
べ
き
こ
と
。

一
⑤
紀き

し

の
小
竹
に
あ
る
孫
右
衛
門
の
家
は
当
分
空
き
家
に

　

い
た
し
置
い
て
、
信
頼
の
置
け
る
預
け
先
が
あ
れ
ば
、
地
年
貢
だ
け

　

負
担
さ
せ
て
で
も
（
貸
家
料
は
取
ら
な
い
で
も
）
預
け
る
こ
と
。
⑥
も
し
ま
た
そ
の
う
ち
孫
右
衛
門
の
後
家
が

　

再
婚
相
手
（
の
話
）
で
も
整
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
ま
ま
紀
小
竹
で
（「
後
父
」
が
孫
右
衛
門
家
に
婿
入
り
し
て
）
相
続
い
た
す

　

か
、
こ
と
に
よ
っ
て
は
同
所
で
家
を
引
っ
越
す
相
談
も
あ
る

　

な
ら
ば
、
そ
の
節
は
な
お
ま
た
親
類
一
同
熟
談
の
上
よ
ろ
し
く
さ
せ
る

　

よ
う
に
い
た
す
べ
き
こ
と
。

一
⑦
孫
右
衛
門
の
同
じ
家
筋
で
あ
る
百
姓
八
大
夫
家
の
所
持
す
る
田
地
を
、
こ
れ
ま
で
孫
右
衛
門
家
へ

　

預
か
り
お
い
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
孫
右
衛
門
妹
へ
移
し
置
き
、
追
っ
て

　

八
大
夫
株
を
（
妹
に
）
相
続
致
さ
せ
る
予
定
と
し
、
右
の
田
地
の
作
得
は

　
（
当
面
親
類
の
）
孫
三
郎
が
支
配
い
た
す
べ
き
こ
と
。
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⑧
右
箇
条
書
き
の
通
り
そ
れ
ぞ
れ
が
承
知
い
た
し
、
何
ら
申
し
分
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

そ
う
で
あ
る
上
は
、
な
お
こ
れ
以
後
親
類
中
が
互
い
に
「
混
じ
」
申
し
合
わ
せ
、

孫
右
衛
門
家
を
相
続
い
た
（
さ
）
す
予
定
で
す
。
な
る
た
け
行
き
届
き
（
か
せ
）
世
話
を
い
た
し
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
で
義
定
書
き
を
差
し
上
げ
申
し
ま
す
。
以
上

〔
語
意
・
語
法
〕

①
議
定�

協
議
し
て
定
め
た
約
束
。
内
実
は
大
庄
屋
の
裁
定
。
一

「
一
」
は
、「
ひ
と
つ
書
き
」
と
い
い
、
箇
条
書
き
そ
れ
ぞ
れ
の
冒

頭
に
置
く
。「
二
」
以
下
は
な
い
。
本
文
は
そ
こ
か
ら
一
字
下
げ

て
記
し
て
い
く
。
病
死
仕
「
仕
」
は
「
病
死
」
に
付
く
補
助
動
詞
。

入
組
候
品
「
品
」
は
、
物
事
の
事
情
や
理
由
。
有
之
「
之
」
は
強

調
。
了
簡�

思
慮
。
考
え
。
分
別
。
思
案
。
ま
た
、
考
え
方
。
御

取
究
被
下
候
「
被
」
は
大
庄
屋
へ
の
敬
語
表
現
。「
被
下
」
は
補

助
動
詞
。
動
詞
の
連
用
形
に
「
御
」
を
冠
し
た
「
御
取
究
」
に
つ

く
。「
く
だ
さ
る
」。

②
印
形
者
…�

以
下
、
後
家
も
年
若
な
の
か
、
孫
右
衛
門
家
を
相

続
し
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
印
形
者
…

預
置�

印
形
を
別
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
押
印
が
必
要
に
な
る

田
畑
の
売
却
・
質
入
れ
を
で
き
な
い
形
に
す
る
。
村
役
元「
元
」は
、

居
所
。
そ
の
人
の
身
の
ま
わ
り
。
そ
の
人
の
息
の
か
か
る
範
囲
。

當
村
領
「
領
」
は
領
域
。
財
部
村�

日
高
郡
財
部
村
（
御
坊
市
湯

川
町
財
部
）。
急
度�

意
志
、
決
意
な
ど
の
決
定
的
な
さ
ま
。
是
が

非
で
も
。
不
仕
筈
「
仕
」
は
他
動
詞
、「
す
る
」「
行
な
う
」
を
、

相
手
（
大
庄
屋
）
に
対
し
へ
り
く
だ
る
気
持
ち
で
丁
重
に
い
う
。

「
筈
」
は
、
物
事
が
当
然
そ
う
な
る
こ
と
。
道
理
。
理
屈
。
筋
道
。

転
じ
て
、
予
定
・
て
は
ず
・
約
束
な
ど
の
意
に
も
い
う
。

③
取
替
銀
「
取
替
」
は
、
金
銭
を
立
て
替
え
る
こ
と
。
金
銭
を
一

時
用
立
て
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
金
銭
。
浮
置�

対
処
を
保
留
す

る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
可
仕
「
可
」
は
話
者
（
親
類
等
）
の
意

志
を
表
わ
す
助
動
詞
。「
仕
」は
他
動
詞
。「
す
る
」「
行
な
う
」を
、

親
類
等
が
相
手
（
大
庄
屋
）
に
対
し
へ
り
く
だ
る
気
持
ち
で
丁
重

に
い
う
。
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④
後
家�

夫
に
死
別
し
た
女
性
。ま
た
、夫
の
死
後
、そ
の
家
を
守
っ

て
い
る
寡
婦
。
安
太
郎
等
「
等な
ど
」
は
、
漠
然
と
さ
す
こ
と
に
よ
っ

て
表
現
を
や
わ
ら
げ
る
。
作
得
米�

年
貢
を
納
め
た
あ
と
手
元
に

残
る
米
。
平
右
衛
門
手
前
ニ
而
受
拂
支
配
い
た
し�

母
子
を
引
き

取
り
そ
の
暮
ら
し
に
経
費
が
か
か
る
の
だ
か
ら
、
所
持
権
は
孫
右

衛
門
に
お
い
た
ま
ま
、
田
畑
の
耕
作
も
含
め
て
「
作
得
米
」
は
平

右
衛
門
（
二
番
目
の
差
出
人
）
が
取
り
扱
う
。「
支
配
」
は
、
指

図
す
る
こ
と
。
指
揮
す
る
こ
と
。
指
揮
下
に
入
れ
る
こ
と
。「
い

た
し
」
は
補
助
動
詞
。
動
作
性
の
名
詞
（
こ
こ
で
は
「
支
配
」）

に
付
き
、
話
し
手
（
親
類
共
）
が
聞
き
手
（
大
庄
屋
）
に
対
し
て

へ
り
く
だ
る
自
卑
・
丁
重
の
表
現
と
し
て
、「（
物
事
を
）
す
る
・

な
す
」
の
意
に
用
い
る
。「
仕
」
に
く
ら
べ
て
敬
意
が
軽
い
。
候

ハ
ヽ
「（
候さ
ぶ
らう
）
候さ
う
らふ
」
の
未
然
形
「
候さ
う
らは
」
に
、接
続
助
詞
「
ヽ

（
ば
）」
を
加
え
た
表
現
。「
ば
」
は
、活
用
語
の
未
然
形
に
付
い
て
、

順
接
の
仮
定
条
件
を
表
わ
す
。
…
な
ら
ば
。
相
續
之
節
家
修
覆
等

ニ
可
仕�

孫
右
衛
門
の
田
畑
は
平
右
衛
門
が「
支
配
」す
る
も
の
の
、

平
右
衛
門
所
持
の
田
畑
と
は
別
会
計
に
す
る
。「
仕
」
は
他
動
詞
。

⑤
き
し
の�

薗
浦
の
小こ

字あ
ざ

紀き

し

の
小
竹
。
い
た
し�

他
動
詞
。
話
し
相

手
に
対
し
自
分
や
自
分
の
側
の
者
を
下
位
に
置
く
場
合
な
ど
で
、

「（
物
事
を
）
す
る
・
な
す
」
の
意
に
用
い
る
。「
仕
」
に
く
ら
べ

て
敬
意
が
軽
い
。
地
年
貢�

屋
敷
地
に
懸
か
る
年
貢
。
為
凌
「
為
」

は
使
役
。
親
類
共
が
預
人
に
凌
が
せ
る
。
成
共�

仮
に
あ
る
事
柄

を
示
し
、
お
お
よ
そ
の
範
囲
を
限
定
す
る
。
特
定
の
も
の
に
限
定

し
得
な
い
時
、
お
よ
び
限
定
し
た
く
な
い
時
に
用
い
る
。
で
も
。

な
り
と
。

⑥
後
父
「
後
夫
」。
再
縁
の
夫
。
後
添
い
の
夫
。
其
儘
き
し
の
ニ

而
相
續
致
候
「
後
父
」
が
き
し

0

0

の0

の
孫
右
衛
門
家
に
婿
入
り
し
て

相
続
す
る
。「
致
」
は
「
相
續
」
に
付
く
補
助
動
詞
。
事
ニ
寄
同

所
ニ
而
家
引
移
候
相
談
も
有
之
候
ハ
ヽ�

こ
の
一
文
も
「
後
父
ニ

而
も
相
整
候
ハ
ヽ
」
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
前
文
「
其
儘
き
し
の

ニ
而
相
續
致
候
」
に
、
こ
こ
で
は
「
同
所
ニ
而
家
引
移
候
」
を
対

比
さ
せ
る
。
再
婚
が
決
ま
っ
て
、「
明
家
」
に
し
て
お
い
た
き
し

0

0

の0

の
孫
右
衛
門
家
は
古
く
て
住
む
に
は
絶
え
え
な
い
た
め
に
、
き0

し0

の0

で
家
を
新
築
す
る
と
い
う
こ
と
か
。
④
に
「
相
續
之
節
家
修

覆
等
ニ
可
仕
」
と
も
あ
る
か
ら
、
よ
い
状
態
の
家
で
は
な
い
ら
し

い
。
為
宜
敷
様
ニ
可
致
事�

表
現
に
難
あ
り
。「
宜
敷
様
ニ
可
為
致

事
」
が
ふ
さ
わ
し
い
か
。「
宜
敷
為
致
様
ニ
可
申
事
」
も
可
。「
為
」

は
使
役
。
親
類
共
が
後
家
に
い
た
さ
せ
る
。「
可
」
は
親
類
共
の
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意
志
。「
致
」
は
他
動
詞
。

⑦
同
家
八
大
夫
株
「
同
家
」
は
本
家
を
同
じ
く
す
る
分
家
同
士
が
、

互
い
に
呼
ぶ
称
。
同
じ
家
筋
。
孫
右
衛
門
家
と
同
じ
家
筋
の
分
家

八
大
夫
家
と
い
う
こ
と
。「
株
」
は
百
姓
と
い
う
役
を
持
っ
た
家
。

孫
右
衛
門
家
へ
付
置
有
之
候�

八
大
夫
は
後
継
者
も
な
い
ま
ま
孫

右
衛
門
の
厄
介
と
な
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
す

で
に
没
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。「
八
大
夫
株
」
と
い
う
の
だ
か
ら

名
義
は
替
え
て
い
な
い
。
そ
う
す
る
と
、「
付
置
」
は
、「
八
大
夫

株
」
の
田
地
が
孫
右
衛
門
の
預
か
り
と
い
う
こ
と
か
。「
有
」
は

補
助
動
詞
。
動
詞
の
連
用
形
「
付
置
」
に
付
い
て
、
動
作
・
作
用
・

状
態
の
、
進
行
・
継
続
や
、
完
了
し
た
作
用
の
結
果
が
残
っ
て
い

る
こ
と
を
表
わ
す
。
孫
右
衛
門
妹
へ
宛
置
「
宛
」
は
、
あ
る
役
目

や
仕
事
な
ど
を
担
当
さ
せ
る
。
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
九
月
の

立
石
村
平
吉
「
奉
願
上
口
上
覚
」（
し
五
〇
七

−

二
）
に
よ
れ
ば
、

孫
右
衛
門
妹
お
ぬ

0

0

い0

は
平
吉
に
嫁
い
で
い
る
が
、
子
供
が
多
い
上

に
、
亭
主
が
「
遊
楽
我
儘
」
な
の
で
「
先
働
稼
商
売
可
致
」
と
庄

屋
に
も
諭
さ
れ
る
ほ
ど
の
難
渋
な
暮
ら
し
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
で

も
あ
ろ
う
か
、
お
ぬ

0

0

い0

は
離
縁
を
申
し
出
、
こ
れ
の
仲
裁
を
平
吉

が
願
い
出
て
い
る
。
そ
れ
以
前
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
四
月

の
本
史
料
に
は
立
石
村
平
吉
も
親
類
の
ひ
と
り
と
し
て
名
を
連
ね

て
い
る
。
追
而
八
大
夫
株
相
續
為
致
候
筈�

「
追
而
」
は
、
忰
安
太

郎
が
孫
右
衛
門
家
を
正
式
に
相
続
す
る
際
に
、
八
大
夫
株
に
つ
い

て
も
安
太
郎
の
了
解
を
取
っ
て
か
ら
孫
右
衛
門
妹
が
相
続
す
る
と

い
う
こ
と
か
。「
為
」は
使
役
。親
類
共
が
妹
に
い
た
さ
せ
る
。「
致
」

は
「
相
續
」
に
付
く
補
助
動
詞
。
作
徳
者
孫
三
郎
支
配
可
致
事�

作
得
は
妹
の
家
計
と
は
別
管
理
で
、
相
続
の
際
に
作
得
も
渡
す
の

か
。「
孫
三
郎
」（
一
人
目
の
差
出
人
）
は
、
孫
右
衛
門
の
弟
か
。

⑧
承
知
仕
「
仕
」
は
「
承
知
」
に
付
く
補
助
動
詞
。
相
混
し�

寄

り
合
い
を
開
く
こ
と
か
。
孫
右
衛
門
家
相
續
仕
候
筈
、
成
丈
行
届

世
話
可
仕
候
「
筈
」
は
間
違
い
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
言
い
回

し
と
し
て
は
や
や
難
が
あ
る
。「
ニ
付
」
を
入
れ
、「
相
続
仕
候
筈

ニ
付
、
…
世
話
可
仕
候
」
と
し
た
方
が
文
意
は
通
る
。「
仕
」
は

そ
れ
ぞ
れ
「
相
續
」「
世
話
」
に
付
く
補
助
動
詞
。「
可
」
は
親
類

等
の
意
志
。
差
上
申
「
申
」
は
補
助
動
詞
。「
差
上
」
に
付
い
て

（
差
上
申
）、
相
手
（
大
庄
屋
）
に
対
し
話
者
（
親
類
等
）
が
用
い

て
い
る
。
弘
化
三
年�

一
八
四
六
年
。
御
坊
村�

日
高
郡
御
坊
村（
御

坊
市
御
坊
）。
平
右
衛
門�

孫
右
衛
門
後
家
の
実
父
。
小
松
原
村�

日
高
郡
小
松
原
村
（
御
坊
市
湯
川
町
小
松
原
）。
立
石
村�

日
高
郡
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立
石
村
（
印
南
町
立
石
）。

２　

心
底
に
相
改
め

　

百
姓
成
り
立
ち
の
話
を
続
け
ま
す
。
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）

の
大
庄
屋
瀬
戸
又
次
郎
宛
て
嶋
村
佐
吉
の
「
義
定
一
札
」、
こ
こ

で
は
詫
び
状
で
す
。

　

そ
れ
よ
り
前
、
親
類
・
五
人
組
か
ら
義
絶
願
い
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
義
絶
と
は
近
世
の
制
度
で
、
素
行
の
よ
く
な
い
人
物
が
こ
の

先
悪
事
を
は
た
ら
い
た
場
合
、
監
督
責
任
を
問
わ
れ
て
親
類
等
も

罰
せ
ら
れ
か
ね
な
い
、
そ
こ
で
、
そ
の
人
物
と
は
無
関
係
で
あ
る

と
公
に
宣
言
す
る
こ
と
で
処
罰
を
避
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
し

た
。
義
絶
願
い
を
受
け
て
、「
不
埒
」な
百
姓
佐
吉
を
呼
び
出
し「
心

底
」
に
改
め
る
よ
う
説
諭
が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
と
し
て

佐
吉
が
提
出
し
た
の
が
「
義
定
一
札
」
で
す
。
も
っ
と
も
、
親
類

等
も
、
本
当
に
義
絶
を
願
っ
て
い
た
の
か
、
説
諭
を
期
待
し
て
の

こ
と
だ
っ
た
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
義
定
一
札
」
は
大
庄
屋
宛
て
で
す
か
ら
、

大
庄
屋
が
佐
吉
を
呼
び
出
し
取
り
調
べ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
た

だ
、
④
末
に
「
仰
聞
」、
⑥
に
「
仰
付
」
と
あ
り
、「
仰
聞
」
は
勘

定
奉
行
あ
る
い
は
老
中
に
、「
仰
付
」
は
藩
に
対
し
て
使
う
語
で

す
か
ら
、
こ
の
表
現
が
正
確
な
ら
ば
、
佐
吉
は
城
下
町
和
歌
山
の

評
定
所
に
呼
ば
れ
勘
定
奉
行
あ
る
い
は
評
定
所
役
人
の
調
べ
を
受

け
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
仰
聞
」
の
前
の
「
此
度
之
儀
者
御
穏

便
ニ
御
済
可
被
成
下
段
被
仰
聞
」、「
仰
付
」
の
前
の
「
御
咎
被
仰

付
」
も
評
定
所
か
ら
の
申
し
渡
し
に
ふ
さ
わ
し
い
文
言
と
い
え
ま

し
ょ
う
か
。

　
`

こ
の
一
札
で
、
肝
煎
源
兵
衛
の
添
え
書
き
⑨
と
本
文
①
～
⑧
の

文
字
は
同
一
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
書
面
を
作
っ
た
の
は
源

兵
衛
な
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
上
で
、
う
っ
か
り
と
紙
背
の
二
箇
所

に
佐
吉
の
継
ぎ
目
印
を
押
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
親
類
ら
が
作

成
し
た
一
札
を
肝
煎
に
送
っ
た
の
な
ら
ば
、
紙
幅
を
継
い
だ
奥
の

継
ぎ
目
印
（「
嶋
村
肝

」
の
右
上
に
み
え
る
）
は
源
兵
衛
の
印

と
な
り
、
佐
吉
の
印
に
は
な
ら
な
い
は
ず
な
の
で
す
が
。
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佐
吉
で
は
な
く
肝
煎
が
書
い
た
「
義
定
一
札
」
で
あ
る
こ
と
は
、

文
面
か
ら
も
読
み
と
れ
ま
す
。
①
に
「
異
見
ニ0

逢0

候
得
共
受
用
不

仕
」
と
い
う
、
当
事
者
が
自
身
の
問
題
を
詫
び
て
記
し
た
と
す
る

よ
り
は
、
外
か
ら
当
事
者
を
評
価
し
た
よ
う
な
表
現
が
あ
り
ま
す

（
さ
ら
に
〔
語
意
・
語
法
〕
で
述
べ
ま
す
）。
こ
れ
は
肝
煎
が
書
い

た
一
札
だ
か
ら
と
い
う
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
佐
吉
へ
の
親
類

等
に
よ
る
義
絶
状
（
こ
れ
も
肝
煎
が
作
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
）
の

文
面
、た
と
え
ば
「
異
見
致0

シ0

候
得
共
受
用
不
仕
」
を
下
敷
き
に
、

「
義
定
一
札
」
の
趣
旨
に
見
合
う
よ
う
に
若
干
の
修
正
を
加
え
て

作
り
上
げ
た
文
章
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
①
の「
元0

来0

家
業
疎0

」

「
剰0

所
持
之
」「
着
類
・
諸
道
具
等
迠0

賣
拂
」「
飯
料
等
も0

」「
甚
タ

0

0

不0

埒0

」
な
ど
、
佐
吉
の
行
為
に
外
か
ら
否
定
的
評
価
を
加
え
た
形

に
な
っ
て
い
る
点
、
ま
た
、「
厄
介
ニ
致
さ
せ0

」
と
使
役
に
し
て

し
ま
っ
て
い
る
点
も
同
じ
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

佐
吉
の
難
点
を
列
挙
し
た
①
は
、
文
末
を
「
甚
タ
不
埒
之
致
方

ニ
付
」
と
す
る
こ
と
で
、
②
「
此
度
親
類
・
五
人
組
中
より
義
絶
御

断
申
上
候
」
と
、
義
絶
状
提
出
の
理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。
①
②

は
、「
義
定
一
札
」
と
は
い
う
も
の
の
、
内
容
か
ら
は
ほ
と
ん
ど

義
絶
状
そ
の
ま
ま
な
の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
「
義
定
一
札
」
に
は
、
八
つ
の
「
仕
」
と
二
つ
の

①
①
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②

③④

⑤
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⑥

⑦
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⑧

⑤
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⑨
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〔
釈
文
〕

①　
　
　

奉
指
上
義
定
一
札
之
事

私
儀
元
来
家
業
疎
ニ
而
親
類
中
より
毎
々
異
見
ニ
逢

候
得
共
受
用
不
仕
、
剰
所
持
之
家
幷
着
類
・
諸
道
具
等

迠
賣
拂
、
壱
人
之
親
者
親
類
之
厄
介
ニ
致
さ
せ
、
家
内
之

者
共
へ
者
日
々
之
飯
料
等
も
當
へ
不
申
甚
タ
不
埒
之
致
方

ニ
付
、
②
此
度
親
類
・
五
人
組
中
より
義
絶
御
断
申
上
候
由
ニ
而
、

③
私
御
呼
出
之
上
、
如
何
相
心
得
右
躰
家
業
疎
ニ
致
候

儀
ニ
候
哉
、
甚
不
埒
ニ
付
急
度
咎
可
申
付
筈
ニ
候
得
共
、

④
以
来
急
度
心
底
相
改
家
業
出
精
仕
聊
も
心
得

等
之
儀
不
仕
心
底
ニ
候
へ
ハ
、
此
度
之
儀
者
御
穏
便
ニ
御
済

可
被
成
下
段
被
仰
聞
之
趣
難
有
奉
承
知
候
、
⑤
以
来

之
儀
者
急
度
心
底
相
改
聊
も
心
得

之
儀
不
仕
、
村

役
人
衆
・
親
類
・
五
人
組
中
より
申
聞
之
儀
者
相
背
申
間
敷
、

家
業
専
一
ニ
出
精
可
仕
候
間
、
此
度
之
儀
者
何
卒
御
用
捨

被
成
下
候
様
奉
願
上
候
、
⑥
若
此
上
心
得

等
之
儀
御
座
候
ハ
ヽ

「
致
」
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
補
助
動
詞
な
の
か
他
動
詞
な
の
か
、

へ
り
下
っ
て
い
る
の
か
尊
大
な
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
を
て
い
ね
い
に

読
み
分
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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如
何
躰
之
御
咎
被
仰
付
候
而
も
申
分
毛
頭
無
御
座
候
、

依
之
義
定
一
札
奉
指
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
村

　

天
保
八
年
酉
十
二
月
十
七
日　
　
　
　

佐
吉
㊞

⑦
右
之
通
義
定
一
札
為
仕
差
上
申
候
、
尚
親
類
・
五
人
組

共
より
も
得
与
申
聞
、
以
来
聊
も
心
得

之
儀
無
之
様

家
業
出
精
為
仕
、
佐
吉
身
上
之
儀
者
私
共
御
請
合

申
上
、
⑧
若
此
後
心
得

之
儀
御
座
候
ハ
ヽ
早
速
御
届

可
申
上
候
間
、
此
度
之
儀
者
御
用
捨
被
成
下
候
様
於

私
共
も
奉
願
上
候
、
依
之
加
判
印
形
仕
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
村
左
吉
伯
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
太
郎
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
人
親
類
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
浦　

為
吉
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
人
五
人
組
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
平
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伴
助
㊞

⑨
右
之
通
義
定
一
札
出
候
ニ
付
指
上
申
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
村
肝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸
又
次
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
し
一
二
三
）
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〔
読
み
下
し
文
〕

①　
　
　

指
し
上
げ
奉
る
義ぎ

定じ
ょ
う

一い
っ
さ
つ札
之の

事

私わ
た
く
し
儀ぎ

元
来
家
業
疎
か
に
て
（
而
）
親
類
中
よ
り
（
より
）
毎
々
異
見
（
意
見
）
に
合
（
逢
）
い

候そ
う
らえ
（
得
）
ど
も
（
共
）
受
用
仕
ら
ず
（
不ず

）、
剰
あ
ま
つ
さえ
所
持
之の

家
幷な
ら
びに
着
ち
ゃ
く
類る
い
・
諸
道
具
等

迄
売
り
払
い
、
壱
人
之
親
は
（
者
）
親
類
之
厄
介
に
致
さ
せ
、
家
内
之

者
共
へ
は
日
々
之
飯
料
等
も
与
え
（
当
へ
）
申
さ
ず
甚
だ
不ふ

埒ら
ち
之
致
し
方

に
付
き
、
②
此こ
の
た
び度
親
類
・
五
人
組
中
よ
り
義ぎ

絶ぜ
つ
御
断
り
申
し
上
げ
候
由よ
し
に
て
、

③
私
御
呼
び
出
し
之
上
、
如い
か
何が

相
心
得
右
体て
い
家
業
疎
か
に
致
し
候

儀
に
候
哉や

、
甚
だ
不
埒
に
付
き
急き
っ
度と

咎と
が
申
し
付
け
可
き
筈
に
候
え
ど
も
、

④
以
来
急
度
心し
ん
そ
こ底
相
改
め
家
業
出
し
ゅ
っ
精せ
い
仕
り
聊
い
さ
さ
かも
心
得
違
い

等
之
儀
仕
ら
ざ
（
不ざ

）
る
心
底
に
候そ
う
らえ
ば
（
へ
ハ
）、
此
度
之
儀
は
御ご

穏
便
に
御
済
せ

成
し
下
さ
る
可
き
（
可べ（
き
）レ
被る
二
成
な（
し
）下く
だ（
さ
）

一
）
段
仰
せ
聞
け
ら
れ
（
被ら
れ

二

仰
お
お（
せ
）聞き（
け
）一
）
之
趣
有
難
く
承
知
奉
り
候
、
⑤
以
来

之
儀
は
急
度
心
底
相
改
め
聊
も
心
得
違
い
之
儀
仕
ら
ず
、
村

役
人
衆
・
親
類
・
五
人
組
中
よ
り
申
し
聞
け
之
儀
は
相
背
き
申
す
ま
じ
く
（
間
敷
）、

家
業
専
一
に
出
精
仕
る
可
く
候
間
、
此
度
之
儀
は
何な
に
と
ぞ卒
御
用
捨

成
し
下
さ
れ
（
被れ
二
成
な（
し
）下く
だ（
さ
）

一
）
候
様
願
い
上
げ
奉
り
候
、
⑥
若も
し
こ
の
う
え

此
上
心
得
違
い
等
之
儀
御
座
候
は
ば
（
ハ
ヽ
）

如い

何か

体て
い
之
御
咎と
が
め
仰
せ
付
け
ら
れ
（
被ら
れ

二

仰
お
お（
せ
）付つ（
け
）一
）
候
て
（
而
）
も
申
し
分
毛
頭
御
座
無
く
候
、

之こ
れ
に
依よ

り
義
定
一
札
指
し
上
げ
奉
り
候
、
以
上

⑦
右
之
通
り
義
定
一
札
仕
ら
せ
（
為せ
レ
仕つ
か
ま
つ（
ら
）

）���

差
し
上
げ
申
し
候
、
尚な
お
親
類
・
五
人
組
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共
よ
り
も
篤
と
（
得
与
）
申
し
聞
け
、
以
来
聊
も
心
得
違
い
之の

儀
之こ
れ
無
き
様

家
業
出
精
仕
ら
せ
、
佐
吉
身
上
之
儀
は
私
共ど
も
御
請
け
合
い

申
し
上
げ
、
⑧
若
此
後
心
得
違
い
之
儀
御
座
候
は
ば
早
速
御
届
け

申
し
上
ぐ
可
く
候
間
、
此
度
之
儀
は
御
用
捨
成
し
下
さ
れ
（
被れ
二
成
な（
し
）下く
だ（
さ
）

一
）
候
様

私
共
に
於
い
て
も
願
い
上
げ
奉
り
候
、
之こ
れ
に
依
り
加
判
印い
ん
形ぎ
ょ
う仕
り
候
、
以
上

⑨
右
之
通
り
義
定
一
札
出い
だ
し
候
に
付
き
指
し
上
げ
申
し
候
、
以
上

〔
文
意
例
〕

①　
　
　

差
し
上
げ
申
す
詫
び
状
に
つ
い
て

私
は
（
佐
吉
は
）
以
前
か
ら
百
姓
仕
事
を
怠
け
て
い
ま
し
た
の
で
、
親
類
の
者
た
ち
か
ら
常
々
「
異
見
」
に
「
逢
い
」

ま
し
た
け
れ
ど
も
「
受
用
」
致
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
所
持
し
て
い
る
家
や
着
物
・
家
財
道
具
な
ど

ま
で
売
り
払
い
、（
残
っ
た
）
ひ
と
り
の
親
は
親
類
の
厄
介
に
致
さ
せ
（
致
し
）、
家
族
の

者
た
ち
へ
は
毎
日
の
食
事
も
与
え
申
さ
ず
、
甚
だ
不
届
き
な
致
し
方

で
し
た
。
そ
こ
で
、
②
こ
の
度
親
類
・
五
人
組
た
ち
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
庄
屋
に
）「
義
絶
」
の
お
断
り
を
申
し
上
げ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、

③
私
を
（
評
定
所
が
）
お
呼
び
出
し
に
な
り
（
お
っ
し
ゃ
る
に
は
、
お
前
は
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ど
う
思
っ
て
右
の
よ
う
に
百
姓
仕
事
を
お
ろ
そ
か
に
致
し
た

こ
と
で
あ
る
の
か
。
た
い
へ
ん
不
届
き
な
の
で
厳
し
く
処
罰
を
申
し
付
け
る
の
が
当
然
な
の
だ
け
れ
ど
も
、

④
今
後
何
と
し
て
で
も
「
心
底
」
に
改
め
百
姓
仕
事
に
精
出
し
い
た
し
、
少
し
も
心
得
違
い
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な
ど
の
こ
と
は
い
た
さ
な
い
よ
う
な
「
心
底
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
度
の
こ
と
は
（
評
定
所
は
）
御
穏
便
に
御
済
ま
せ

下
さ
る
（
な
さ
る
）
お
つ
も
り
だ
」
と
お
言
い
聞
か
せ
に
な
り
、（
私
は
）
有
難
く
お
受
け
い
た
し
ま
し
た
。
⑤
今
後

の
こ
と
は
是
非
と
も
「
心
底
」
に
改
め
少
し
で
も
心
得
違
い
の
こ
と
は
致
さ
ず
、
村

役
人
衆
・
親
類
・
五
人
組
た
ち
が
（
私
に
）
申
し
聞
か
せ
た
こ
と
は
背
き
申
さ
ず
、

百
姓
仕
事
第
一
に
精
出
し
致
し
ま
す
の
で
、
こ
の
度
の
こ
と
は
何
卒
御
用
捨

下
さ
い
ま
す
様
に
願
い
上
げ
申
し
ま
す
。
⑥
も
し
こ
の
上
心
得
違
い
等
の
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
な
ら
ば
、

ど
の
よ
う
な
お
咎
め
を
御
命
じ
な
さ
っ
て
も
申
し
分
は
毛
頭
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
よ
り
「
義
定
一
札
」
差
し
上
げ
申
し
ま
す
、
以
上
。

⑦
右
の
通
り
「
義
定
一
札
」
を
（
佐
吉
に
）
書
か
せ
（
親
類
な
ど
が
）
差
し
上
げ
申
し
ま
す
。
な
お
、
親
類
・
五
人
組

た
ち
か
ら
も
念
を
入
れ
て
申
し
聞
か
せ
、
今
後
い
さ
さ
か
も
心
得
違
い
の
こ
と
が
な
い
よ
う

百
姓
仕
事
に
精
出
し
い
た
さ
せ
、
佐
吉
の
「
身
上
」
の
こ
と
は
私
共
が
請
け
合
い

申
し
上
げ
ま
す
。
⑧
も
し
こ
の
後
心
得
違
い
の
こ
と
が
御
座
い
ま
し
た
な
ら
ば
早
速
（
大
庄
屋
・
評
定
所
に
）
お
届
け

申
し
上
げ
ま
す
の
で
、
こ
の
度
の
こ
と
は
御
用
捨
下
さ
い
ま
す
よ
う
、

私
共
か
ら
も
願
い
上
げ
申
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
、「
加
判
印
形
」
を
い
た
し
ま
す
。

⑨
右
の
通
り
「
義
定
一
札
」
を
出
し
ま
し
た
の
で
差
し
上
げ
申
し
ま
す
。

〔
語
意
・
語
法
〕

①
奉
指
上
「
奉
」
も
「
指
上
」
も
謙
譲
語
で
、
二
重
の
謙
譲
語
。

主
格
（
主
語
）
佐
吉
を
低
め
る
こ
と
で
相
手
（
評
定
所
）
を
高
め

る
。
義
定
一
札
之
事
「
義
定
」
は
、
合
議
し
て
事
を
決
定
す
る
こ

と
。
こ
こ
で
は
そ
の
決
定
し
た
内
容
。「
一
札
」
は
一
通
の
証
文
。
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「
義
定
一
札
」
で
、
こ
こ
で
は
詫
び
状
。「
事
」
は
「
こ
と
」
で
文

を
中
止
す
る
よ
う
な
形
で
、
文
章
の
題
目
な
ど
と
し
て
用
い
る
。

何
々
に
つ
い
て
と
い
う
意
を
表
わ
す
。
私
儀
「
私
儀
」
と
し
な
が

ら
、
本
人
佐
吉
で
は
な
く
、
親
類
・
五
人
組
や
肝
煎
の
視
点
か
ら

す
る
文
章
に
な
っ
て
い
る
。「
儀
」
は
、
自
分
、
ま
た
は
自
分
の

側
を
示
す
名
詞
に
付
い
て
「
こ
と
」「
…
に
関
し
て
」
の
意
を
表

わ
す
。
謙
譲
の
意
を
添
え
る
。
元
来
家
業
疎
「
元
来
」「
疎
」
は

親
類
等
か
ら
の
判
断
。「
家
業
」
は
「
家
」
と
し
て
の
生
業
。
こ

こ
で
は
百
姓
と
し
て
の
生
業
、
耕
作
。
親
類
中
より
「
中
」
は
そ
の

範
囲
内
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
範
囲
全
部
で
あ
る
こ
と
を
表

わ
す
。「
より
」
は
「
よ
」
と
「
り
」
の
合
字
。
毎
々�
そ
の
度
そ
の
度
。

い
つ
も
い
つ
も
。
常
々
。
異
見
ニ
逢
候
得
共
受
用
不
仕
「
異
見
」

は
送
り
手
側
の
語
（
異
見
を
致
す
・
申
す
・
加
え
る
、
異
見
に
及

ぶ
等
々
）
の
よ
う
で
、
受
け
手
が
使
っ
た
事
例
を
見
出
せ
な
い
。

「
受
用
」
も
同
様
。「
逢
」
も
含
め
、
こ
の
表
現
で
は
当
事
者
佐
吉

が
詫
び
て
い
る
と
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
項
冒
頭
の
解
説

で
述
べ
た
よ
う
に
、
恐
ら
く
義
絶
状
の
表
現
、
例
え
ば
「
異
見
致0

シ0

候
得
共
受
用
不
仕
」
で
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
親
類
等
は
思
っ

た
も
の
の
、「
致
シ
」
を
「
逢
」
に
代
え
る
こ
と
し
か
思
い
浮
か

ば
な
か
っ
た
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。
な
お「
異
見
」は
意
見
。「
逢
」

は
、あ
る
現
象
や
事
件
な
ど
に
出
合
う
。「
候
得
共
」
は
、「（
候さ
ぶ
らう
）

候さ
う
らふ
」
の
已
然
形
「
候さ
う
らへ
」
の
「
へ
」
に
当
て
字
「
得え

」
を
使
っ

た
も
の
。「
共
」
は
「
ど
も
」
の
当
て
字
。「
ど
も
」
は
、
接
続
助

詞
。
活
用
語
の
已
然
形
を
受
け
る
。
逆
接
の
確
定
条
件
を
表
わ
す
。

け
れ
ど
も
。「
受
用
」
は
、
受
け
入
れ
て
用
い
る
こ
と
。「
仕
」
は

補
助
動
詞
と
し
て
、
動
作
性
の
名
詞
（
こ
こ
で
は
「
受
用
」）
に

付
き
、
話
し
手
（
佐
吉
）
が
聞
き
手
（
評
定
所
）
に
対
し
て
へ
り

く
だ
る
自
卑
・
丁
重
の
表
現
と
し
て
「（
物
事
を
）
す
る
・
な
す
」

の
意
に
用
い
る
。「
致
」よ
り
敬
意
が
重
い
。
剰
所
持
之
家
幷
着
類
・

諸
道
具
等
迠
賣
拂
「
剰
」
に
は
書
き
手
の
親
類
等
か
ら
す
る
批
判

が
入
り
込
ん
で
い
る
。「
諸
道
具
等
売
払
」
と
は
異
な
り
、「
迠
」

を
入
れ
る
こ
と
で
、こ
こ
に
も
親
類
等
の
判
断
が
加
わ
っ
て
い
る
。

な
お
、
売
り
払
っ
た
も
の
は
田
畑
を
含
ん
で
い
な
い
の
だ
か
ら
、

佐
吉
は
田
畑
を
所
持
し
て
は
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
壱
人
之
親�

ふ
た
り
の
親
の
内
ひ
と
り
を
親
類
預
け
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
存
命
で
あ
っ
た
親
一
人
の
こ
と
。
厄
介�

他
家
に
寄
食
す

る
こ
と
。
致
さ
せ
「
せ
」
は
使
役
。
佐
吉
で
は
な
く
外
か
ら
の
、

親
類
等
の
視
点
で
述
べ
て
い
る
。「
私
儀
」
な
の
だ
か
ら
「
致
し
」
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と
す
べ
き
。「
致
」
は
他
動
詞
。
本
来
、
佐
吉
の
へ
り
く
だ
っ
た

表
現
。
親
類
の
視
点
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
目
下
の
者
に
重
々
し

く
言
う
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
飯
料
等
も
「
飯
料
」
は
食
費
。
あ

る
い
は
、
め
し
の
材
料
。
こ
こ
で
は
「
食
事
」。「
も
」
は
親
類
等

か
ら
の
批
判
。
當
へ
不
申
「
當
へ
」
は
「
与
え
」
の
当
て
字
。「
申
」

は
補
助
動
詞
。
動
詞
の
連
用
形
（「
當
へ
」）
に
付
い
て
（「
當
へ

不
申
」）、
相
手
（
評
定
所
）
に
対
し
話
者
（
佐
助
）
が
改
ま
っ
た

気
持
ち
で
丁
寧
に
、
ま
た
、
堅
苦
し
く
言
う
の
に
用
い
る
。
甚
タ

不
埒
之
致
方
ニ
付�

「
甚
タ
不
埒
」
は
親
類
等
か
ら
の
批
判
。
佐
吉

の
表
現
で
は
な
い
。「
ニ
付
」
と
す
る
こ
と
で
、
佐
吉
の
詫
び
言

で
あ
る
は
ず
の
①
は
②
に
結
び
つ
き
、「
義
絶
御
断
申
上
候
」
の

理
由
説
明
と
な
っ
て
し
ま
う
。せ
め
て
、「
不
埒
之
致
方
ニ
御
座
候

0

0

0

」

と
し
て
、
文
章
を
い
っ
た
ん
切
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
①
②

は
義
絶
状
の
引
用
な
の
で
あ
る
。
文
章
が
佐
吉
で
は
な
く
、
親
類

等
の
視
点
で
書
か
れ
て
い
る
の
も
当
然
と
い
え
よ
う
。「
致
方
」は
、

親
類
等
の
視
点
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

②
五
人
組�

五
戸
程
度
の
百
姓
を
一
組
と
し
、
連
帯
責
任
や
相
互

扶
助
を
目
的
と
し
た
。
義
絶�

親
族
の
関
係
を
絶
つ
こ
と
。
た
と

え
ば
、
佐
助
の
よ
う
な
「
不
埒
」
な
人
物
は
こ
の
先
悪
事
に
手
を

染
め
る
や
も
知
れ
ず
、
そ
の
時
、
親
類
・
五
人
組
等
が
処
罰
に
連

座
さ
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
前
も
っ

て
義
絶
を
願
い
出
る
。
御
断
申
上
候
由
ニ
而�

こ
こ
で
は
親
類
・

五
人
組
が
佐
吉
の
「
義
絶
御
断
」
を
庄
屋
を
通
じ
大
庄
屋
へ
届
け

出
た
。
そ
の
動
き
に
つ
い
て
は
佐
吉
の
与
り
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
行

わ
れ
た
の
だ
か
ら
、「
由
ニ
而
」
と
い
う
佐
吉
に
と
っ
て
の
伝
聞

の
形
に
し
て
い
る
。「
御
断
」は
届
け
出
て
許
可
を
得
る
。「
申
上
」

は
、目
上
の
人
（
こ
こ
で
は
大
庄
屋
瀬
戸
氏
）
に
対
し
て
（
親
類
・

五
人
組
中
が
）、
あ
る
行
為
を
す
る
。
多
く
、「
お
」
や
「
御
」
の

付
い
た
自
分
の
行
為
を
表
わ
す
体
言
（
こ
こ
で
は
「
御
断
」）
の

下
に
付
け
て
、
そ
の
行
為
の
対
象
を
敬
う
。

③
御
呼
出�

こ
の
「
義
定
一
札
」
の
形
式
か
ら
す
れ
ば
、
大
庄
屋

が
佐
吉
を
呼
び
出
し
、
取
り
調
べ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
④
末

に
「
仰
聞
」
と
あ
り
、「
仰
聞
」
は
勘
定
奉
行
あ
る
い
は
老
中
に

対
し
て
使
う
語
だ
か
ら
、
こ
の
表
現
が
正
確
な
ら
ば
、
佐
吉
は
評

定
所
に
呼
ば
れ
勘
定
奉
行
あ
る
い
は
勘
定
所
役
人
の
調
べ
を
受
け

た
こ
と
に
な
る
。「
仰
聞
」
直
前
の
「
此
度
之
儀
者
御
穏
便
ニ
御

済
可
被
成
下
段
被
仰
聞
」
も
評
定
所
か
ら
の
申
し
渡
し
に
ふ
さ
わ

し
い
文
言
か
。
如
何
相
心
得
…
④
…
仰
聞
之
趣�

評
定
所
の
取
り
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調
べ
・
説
諭
の
内
容
。
そ
の
う
ち
、「
如
何
相
心
得
…
④
…
此
度

之
儀
者
」
ま
で
が
、
評
定
所
か
ら
渡
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
書
面
の
表

現
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
と
思
わ
れ
る
直
接
話
法
。「
相
」
は
語
調

を
整
え
る
語
。
右
躰
「
躰
」
は
物
の
形
。
ま
た
、
物
事
の
有
様
。

様
子
。
致
候
儀
ニ
候
哉「
致
し
た
こ
と
で
あ
る
の
か
」。「
致
候
哉
」

（
致
し
た
の
か
）
で
よ
い
の
だ
が
、「
儀
（
ニ
候
）」（
こ
と
（
で
あ

る
））を
い
れ
る
こ
と
で
格
式
ば
っ
た
表
現
に
し
て
い
る
。「
致
」は
、

他
動
詞
。
評
定
所
が
佐
吉
に
重
々
し
く
言
う
表
現
。「
儀
」は
、「
こ

と
」。「
…
の
こ
と
」
を
意
味
す
る
語
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
そ
の

中
で
「
儀
（
義
）」
は
、
そ
の
か
か
る
範
囲
が
最
も
狭
く
、
直
前

の
語
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
「
一
札
」
で
は
「
儀
」
を
多
く
使
っ
て

い
て
、③
で
一
か
所
、④
で
一
行
に
二
か
所
、⑤
は
三
行
に
四
か
所
、

⑥
が
一
か
所
、⑦
で
は
二
か
所
、⑧
で
二
か
所
出
て
く
る
。「
哉
」は
、

こ
こ
で
は
疑
問
。
急
度�

厳
し
く
。
可
申
付
筈
「
可
」
は
話
者
の

意
志
を
表
す
助
動
詞
。
文
脈
に
よ
り
意
志
の
強
弱
の
度
合
い
が
異

な
る
。
こ
こ
で
は
評
定
所
の
や
や
強
め
の
意
志
。「
当
然
で
あ
る
」。

評
定
所
の
直
接
話
法
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
評
定
所
の
行
為
で
あ

る
も
の
の
、
敬
語
「
被
」
を
入
れ
た
「
可
被
申
付
」
と
は
し
て
い

な
い
。「
筈
」
は
道
理
、
理
屈
、
筋
道
、
予
定
、
手
筈
。

④
以
来�

現
在
を
起
点
に
し
て
い
う
。「
今
よ
り
後
ず
っ
と
」。
急

度�

是
が
非
で
も
。
心
底
「
し
ん
そ
こ
・
し
ん
て
い
」。「
心
底
ニ
」

が
よ
い
か
。「
心
底
」
は
、
心
の
お
く
そ
こ
。
偽
り
や
飾
り
の
な

い
、ま
っ
た
く
の
本
心
。
こ
こ
ろ
ね
。
ま
ご
こ
ろ
。
出
精
仕
「
仕
」

は
補
助
動
詞
と
し
て
、
動
作
性
の
名
詞
（
こ
こ
で
は
「
出
精
」）

に
付
き
、
下
位
者
に
対
す
る
重
々
し
い
、
や
や
尊
大
な
表
現
と
し

て
「（
物
事
を
）
す
る
・
な
す
」
の
意
に
用
い
る
。
こ
こ
で
は
評

定
所
の
直
接
話
法
の
中
で
、
評
定
所
が
自
分
の
行
為
で
は
な
く
、

相
手
の
佐
吉
が
す
る
「
出
精
」
に
「
仕
」
を
使
っ
て
い
る
。「
出

精
」
は
精
を
出
す
こ
と
。
励
み
つ
と
め
る
こ
と
。
心
得

等
之
儀

不
仕
「
心
得

」
は
心
得
を
誤
る
こ
と
。
道
理
に
は
ず
れ
た
行
為

や
考
え
方
を
す
る
こ
と
。「
仕
」
は
他
動
詞
。「
す
る
」「
行
な
う
」

を
、
こ
こ
で
は
評
定
所
が
目
下
の
者
（
佐
吉
）
に
重
々
し
く
言
う

表
現
。こ
こ
も
評
定
所
の
直
接
話
法
の
中
で
、佐
吉
に
対
し
て「
仕
」

を
使
っ
て
い
る
。
心
底
ニ
候
ヘ
ハ
「
候
ヘ
ハ
」
は
順
接
の
確
定
条

件
（「
…
の
で
」「
…
か
ら
」）
だ
が
、
こ
こ
で
は
順
接
の
仮
定
条

件
「
候
ハ
ヽ
」
と
同
義
に
使
わ
れ
て
い
る
。「
…
な
ら
ば
」。
此
度

之
儀�
①
の
佐
吉
の
不
始
末
。
御
穏
便
ニ
御
済
可
被
成
下
段�

評
定

所
の
判
断
。
評
定
所
か
ら
の
書
面
を
引
用
し
つ
つ
も
、
佐
吉
の
側
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か
ら
み
た
表
現
に
書
き
換
え
て
い
る
。
本
来
は
、「
穏
便
ニ
済
可

申
候
」
の
よ
う
な
表
現
だ
ろ
う
。「
御
」
は
い
ず
れ
も
評
定
所
の

行
為
に
対
す
る
敬
語
。「
可
」
は
話
者
、
こ
こ
で
は
評
定
所
の
意

志
。「
つ
も
り
で
あ
る
」。「
被
」
は
評
定
所
へ
の
敬
語
表
現
。「
被

成
下
」
は
補
助
動
詞
。
動
作
を
表
わ
す
語
句
（「
御
済
」）
に
つ
く
。

「
被
成
下
」
で
「
な
さ
っ
て
く
だ
さ
る
」。「
段
」
は
「
こ
と
」。「
…

の
こ
と
」
を
意
味
す
る
語
の
中
で
、最
も
広
範
囲
を
代
用
す
る
語
。

こ
こ
で
は
③
の
は
じ
め
、「
如
何
相
心
得
」
か
ら
④
「
御
済
可
被

成
下
」
ま
で
。
取
り
調
べ
か
ら
説
諭
ま
で
の
す
べ
て
。
被
仰
聞
之

趣
「
被
」「
仰
聞
」
と
も
に
評
定
所
へ
の
敬
語
。
二
重
敬
語
。「（
私

に
）
お
言
い
聞
か
せ
に
な
り
」。
受
身
で
は
な
い
。「
趣
」
は
、
同

じ「
こ
と
」で
も
、あ
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
く
意
味
。
奉
承
知「
承

知
」
の
語
は
へ
り
く
だ
っ
た
意
味
合
い
に
欠
け
る
の
か
、
命
令
に

対
し
て
「
奉
承
知
」
と
す
る
事
例
は
ほ
か
に
な
い
。

⑤
以
来
…
奉
願
上
候
「
以
来
…
出
精
可
仕
候
」
は
④
「
以
来
…
心

底
ニ
候
」
に
、「
此
度
之
儀
者
…
奉
願
上
候
」
は
④
「
此
度
之
儀

者
…
御
済
可
被
成
下
」
に
対
応
し
て
い
る
。
心
底�

こ
こ
も
「
心

底
ニ
」が
よ
い
か
。心
得

之
儀
不
仕「
仕
」は
他
動
詞
。「
す
る
」「
行

な
う
」
を
、
佐
吉
が
相
手
（
評
定
所
）
に
対
し
へ
り
く
だ
る
気
持

ち
で
丁
重
に
い
う
。
村
役
人
衆�

庄
屋
・
肝
煎
等
。
申
聞（
佐
吉
に
）

申
し
聞
か
せ
る
。
専
一�

第
一
で
あ
る
こ
と
。
随
一
で
あ
る
こ
と
。

出
精
可
仕
「
可
」
は
話
者
、
こ
こ
で
は
佐
吉
の
強
い
決
意
。「
仕
」

は
、
補
助
動
詞
。「
出
精
」
に
付
き
、
相
手
（
評
定
所
）
に
対
し

て
へ
り
く
だ
る
表
現
。
御
用
捨
被
成
下
候
様
奉
願
上
候
「
御
用
捨

可
被
成
下
候
」
の
こ
と
。
主
格
（
佐
吉
）
の
意
志
「
可
」
は
強
意

と
な
る
た
め
こ
れ
を
弱
め
、
ま
た
、
て
い
ね
い
な
表
現
に
し
た
も

の
。「
被
」
は
評
定
所
へ
の
敬
語
。「
被
成
下
」
は
「
御
用
捨
」
に

付
く
補
助
動
詞
。

⑥
候
ハ
「ヽ（
候さ
ぶ
らう
）候さ
う
らふ
」の
未
然
形「
候さ
う
らは
」に
、接
続
助
詞「
ヽ

（
ば
）」
を
加
え
た
表
現
。「
ば
」
は
、活
用
語
の
未
然
形
に
付
い
て
、

順
接
の
仮
定
条
件
を
表
わ
す
。…
な
ら
ば
。如
何
躰�

ど
ん
な
様
子
。

ど
ん
な
体
。
い
か
よ
う
。
ど
の
よ
う
。
御
咎
被
仰
付
候
「
被
」
は

評
定
所
へ
の
敬
語
。
天
保
八
年�

一
八
三
七
年
。
嶋
村�

日
高
郡
嶋

村
（
御
坊
市
島
）。

⑦
右
之
通
…
⑧
…
以
上�

伯
父
徳
太
郎
以
下
に
よ
る
請
け
書
き
。

⑦
右
之
通
…
御
請
合
申
上�

④
「
以
来
…
心
底
ニ
候
」
⑤
「
以
来

…
出
精
可
仕
候
」
に
対
応
し
て
い
る
。
為
仕
差
上
申
候
「
為
」
は

伯
父
等
か
ら
の
佐
吉
に
対
す
る
使
役
。「
仕
」は
他
動
詞
。「
す
る
」
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３　

養
子
再
縁

「
行
な
う
」
を
、
こ
こ
で
は
伯
父
等
が
目
下
の
者
（
佐
吉
）
に
、

他
者
（
こ
こ
で
は
評
定
所
）
に
対
し
へ
り
く
だ
っ
た
動
作
を
取
ら

せ
る
。
補
助
動
詞
「
申
」
は
、「
差
上
」
に
付
く
。
相
手
（
評
定

所
）
に
対
し
話
者
（
伯
父
等
）
が
用
い
て
い
る
。
得
与
「
篤
与
」。

念
を
入
れ
て
。
無
之
「
之
」
は
強
調
。
出
精
為
仕�

補
助
動
詞
「
仕
」

は「
出
精
」に
付
く
。
こ
こ
で
は
伯
父
等
が
目
下
の
者（
佐
吉
）に
、

他
者
（
こ
こ
で
は
評
定
所
）
に
対
し
へ
り
く
だ
っ
た
動
作
を
取
ら

せ
る
。
身
上
「
し
ん
し
ょ
う
」「
し
ん
じ
ょ
う
」。
一
身
に
か
か
わ

る
こ
と
。
み
の
う
え
。
申
上�

自
分
（
伯
父
等
）
の
行
為
を
表
わ

す
体
言
（
こ
こ
で
は
「
御
請
合
」）
の
下
に
付
け
て
、
そ
の
行
為

の
対
象
（
評
定
所
）
を
敬
う
。

⑧
若
此
後
…
御
届
可
申
上
候�

⑥
「
若
此
上
…
毛
頭
無
御
座
候
」

に
対
応
し
て
い
る
。
可
申
上
候
「
可
」
は
話
者
、
こ
こ
で
は
伯
父

た
ち
の
強
い
意
志
。
此
度
之
儀
者
…
奉
願
上
候�

④
「
此
度
之
儀

者
…
御
済
可
被
成
下
」、
⑤
「
此
度
之
儀
者
…
奉
願
上
候
」
に
対

応
し
て
い
る
。
御
用
捨
被
成
下
候
様
於
私
共
も
奉
願
上
候
「
御
用

捨
可
被
成
下
候
」
を
弱
め
た
言
い
方
。「
御
用
捨
」
は
評
定
所
の

行
動
。「
被
」
は
評
定
所
へ
の
伯
父
等
か
ら
の
敬
語
。「
被
成
下
」

は
補
助
動
詞
。「
奉
」
は
伯
父
等
の
評
定
所
へ
の
謙
譲
語
。
加
判

印
形
仕
「
加
判
」
は
、
保
証
人
と
し
て
印
を
加
え
る
。「
印
形
」

は
印
を
捺
す
こ
と
。「
仕
」
は
、
補
助
動
詞
。
伯
父
等
が
評
定
所

に
対
し
へ
り
く
だ
っ
た
表
現
。
そ
の
浦�

日
高
郡
薗
浦
（
御
坊
市

薗
）。
同
断�

同
前
。

⑨
右
之
通
…�

肝
煎
奥
書
。
指
上
申「
申
」は「
指
上
」に
付
い
て（
指

上
申
）、相
手
（
評
定
所
）
に
対
し
話
者
（
肝
煎
）
が
用
い
て
い
る
。

肝

�

庄
屋
の
下
役
。

　

縁
付
き
に
つ
い
て
で
す
。
い
っ
た
ん
離
縁
し
た
養
子
と
の
復
縁

が
叶
っ
た
た
め
差
し
上
げ
た
、
上
富
安
村
繁
右
衛
門
後
家
か
ら
の

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
の
一
札
で
す
。
つ
ま
り
大
庄
屋
に
は
、

最
初
の
養
子
取
り
、
離
縁
、
そ
し
て
復
縁
と
、
三
度
も
面
倒
を
か

け
た
の
で
す
。
離
縁
は
し
た
も
の
の
、
他
に
養
子
の
候
補
者
も
み

つ
か
ら
ず
、
家
を
つ
ぶ
す
わ
け
に
も
行
か
ず
、
自
分
も
年
を
取
っ
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①

②

③
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〔
釈
文
〕

①　
　
　

一
札
之
事

一
私
義
先
年
上
富
安
村
繁
右
衛
門
方
江
縁
付
候
処
相
續
之

　

忰
無
之
、
去
ル
戌
春
、
村
内
勘
兵
衛
忰
㐂
代
藏
と
申
者
養

　

子
ニ
貰
請
、
其
後
夫
繁
右
衛
門
死
後
彼
是
不
和
合
ニ
相
成

　

忰
㐂
代
藏
義
親
元
江
引
取
候
ニ
付
、
内
々
大
庄
屋
御
元
江

　

御
願
申
上
候
得
共
、
②
此
度
再
縁
仕
度
尚
又
御
願
申
上
候
處
、
忰

　

㐂
代
藏
へ
入
御
念
御
諭
被
成
下
、
再
縁
之
義
御
苦
労
被
成
下

　

候
段
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
③
尤
前
件
之
仕
合
ニ
付
私
身
状
ニ
付

　

色
々
之
取
沙
汰
も
御
座
候
得
共
、
以
来
右
等
之
義
無
御
座
様
急
度
相

　

慎
忰
㐂
世
藏
と
中
睦
敷
仕
、
百
姓
専
一
ニ
可
仕
候
、
依
之
一
札

　

差
上
申
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
富
安
村
繁
右
衛
門
後
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
よ
㊞

　
　

安
政
三
年
辰
四
月
十
八
日　
　

親
類
早
藤
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甚
六
㊞

て
き
た
と
い
う
よ
う
な
、
様
々
な
事
情
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
大
庄
屋
も
三
度
目
の
手
間
で
あ
る
も
の
の
、
②
「
忰
㐂
代

藏
へ
入
御
念
御
諭
被
成
下
」
と
、
復
縁
が
う
ま
く
い
く
よ
う
に
て

い
ね
い
に
対
応
し
て
い
ま
す
。そ
こ
か
ら
す
れ
ば
、離
縁
に
い
た
っ

た
原
因
は
養
子
の
側
の
問
題
が
大
き
く
、
③
「
私
身
状
ニ
付
色
々

之
取
沙
汰
も
御
座
候
」
と
、
後
家
が
自
分
に
も
過
失
が
あ
っ
た
よ

う
に
述
べ
て
い
る
の
は
、
大
庄
屋
に
対
し
て
低
姿
勢
に
出
て
い
る

だ
け
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
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右
同
断
和
佐
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
平
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断
上
富
安
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
次
郎
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断
同
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弁
藏
㊞

④
右
之
通
一
札
取
差
上
申
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
富
安
村
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彦
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
し
三
五
九
）

〔
読
み
下
し
文
〕

①　
　
　

一い
っ

札さ
つ
之の

事

一ひ
と
つ
私わ
た
く
し

　

義
先
年
上
富
安
村
繁
右
衛
門
方
へ
（
え
・
江
）
縁
付
き
候
処
相
続
之

　

忰
之こ
れ
無
く
、
去
る
戌い
ぬ
春
、
村
内
勘
兵
衛
忰
喜
代
蔵
と
申
す
者
養

　

子
に
貰も
ら
い
請
け
、
其そ
の
後ご

夫
繁
右
衛
門
死
後
彼か
れ

是こ
れ
不ふ

和わ

合ご
う
に
相あ
い
成
り

　

忰
喜
代
蔵
義
親
元
へ
引
き
取
り
候
に
付
き
、
内
々
大
庄
屋
御お
ん
元も
と
へ

　

御
願
い
申
し
上
げ
候そ
う
らえ
（
得
）
共ど
も
、
②
此こ
の
た
び度
再
縁
仕
り
度
く
尚な
お
又ま
た
御
願
い
申
し
上
げ
候
処
、
忰

　

喜
代
蔵
へ
御
念
を
入
れ
御
諭
し
成
し
下
さ
れ
（
被れ
二
成
な（
し
）下く
だ（
さ
）

一
）、
再
縁
之の

義
御
苦
労
成
し
下
さ
れ

　

候
段
有
り
難
き
仕
合
せ
に
存
じ
奉
り
候
、
③
尤も
っ
とも
前
件
之
仕
合
せ
に
付
き
私
身
状
（
身
上
）
に
付
き

　

色
々
之
取
り
沙ざ

汰た

も
御
座
候
え
共
、
以
来
右
等
之
義
御
座
無
き
様
急き
っ
と度
相

　

慎
み
忰
喜
世
（
代
）
蔵
と
中
睦む
つ
まじ
く
（
敷
）
仕
り
、
百
姓
専せ
ん
一い
つ
に
仕
る
可
く
候
、
之こ
れ
に
依よ

り
一
札
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差
し
上
げ
申
し
候
、
以
上

④
右
之の

通
り
一
札
取
り
差
し
上
げ
申
し
候
、
以
上

〔
文
意
例
〕

①　
　
「
一
札
」
に
つ
い
て

一
私
の
こ
と
で
す
が
、
先
年
上
富
安
村
繁
右
衛
門
に
縁
付
き
ま
し
た
が
（
百
姓
を
）
継
ぐ

　

忰
（
子
供
）
が
い
ま
せ
ん
。
去
る
戌
年
春
、（
上
富
安
）
村
内
勘
兵
衛
忰
喜
代
蔵
と
申
す
者
を
養

　

子
に
も
ら
い
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
夫
繁
右
衛
門
死
後
（
喜
代
蔵
と
）
あ
れ
こ
れ
「
不
和
合
」
に
な
り

　

忰
喜
代
蔵
は
親
元
へ
引
き
取
り
（
引
き
取
ら
せ
）
ま
し
た
の
で
、
内
々
に
大
庄
屋
元
へ

　

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
②
こ
の
た
び
再
縁
い
た
し
た
く
、
な
お
ま
た
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
忰

　

喜
代
蔵
に
御
念
を
入
れ
て
御
諭
し
下
さ
れ
、
再
縁
に
つ
い
て
御
苦
労
下
さ
れ

　

た
件
に
つ
い
て
有
り
難
き
仕
合
わ
せ
に
存
じ
ま
す
。
③
も
っ
と
も
前
回
の
や
り
方
に
つ
い
て
は
私
の
身
の
上
に
つ
い
て

　

い
ろ
い
ろ
の
取
り
ざ
た
も
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
後
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
の
御
座
い
ま
せ
ん
よ
う
に
き
っ
と

　

つ
つ
し
み
、
忰
喜
代
蔵
と
仲
む
つ
ま
じ
く
い
た
し
、
百
姓
仕
事
第
一
に
い
た
し
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
一
札

　

差
し
上
げ
申
し
ま
す
。
以
上

④
右
の
通
り
一
札
を
（
後
家
等
か
ら
）
取
り
、
差
し
上
げ
申
し
ま
す
。
以
上

〔
語
意
・
語
法
〕

①
一
札
之
事
「
一
札
」
は
、一
通
の
書
状
、証
文
。
一
「
一
」
は
、「
ひ

と
つ
書
き
」と
い
い
、箇
条
書
き
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
置
く
。「
二
」
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以
下
は
な
い
。
本
文
は
そ
こ
か
ら
一
字
下
げ
て
記
し
て
い
く
。
一

項
目
し
か
書
か
な
い
場
合
で
も
慣
習
と
し
て
置
く
こ
と
が
あ
る
。

上
富
安
村�
日
高
郡
上
富
安
村（
御
坊
市
湯
川
町
富
安
）。
無
之「
な

し
（
無
）」
を
強
調
し
て
い
う
語
。
去
ル
戌
「
戌
」
は
、
嘉
永
三

年（
一
八
五
〇
）。
不
和
合�

互
い
の
仲
が
よ
く
な
い
こ
と
。
ま
た
、

そ
の
さ
ま
。
引
取�

引
き
取
ら
せ
。
大
庄
屋
御
元
「
元
」
は
、居
所
。

そ
の
人
の
身
の
ま
わ
り
。
そ
の
人
の
息
の
か
か
る
範
囲
。
御
願
申

上
「
申
上
」
は
、目
上
の
人
（
大
庄
屋
）
に
対
し
て
、（
後
家
等
が
）

あ
る
行
為
を
す
る
。
多
く
、「
お
」
や
「
御
」
の
付
い
た
自
分
の

行
為
を
表
わ
す
体
言
の
下
に
付
け
て
、そ
の
行
為
の
対
象
を
敬
う
。

候
得
共
「（
候さ
ぶ
らう
）
候さ
う
らふ
」
の
已
然
形
「
候さ
う
らへ
」
の
「
へ
」
に
当

て
字
「
得え

」
を
使
っ
た
も
の
。「
共
」
は
「
ど
も
」
の
当
て
字
。「
ど

も
」
は
、
接
続
助
詞
。
活
用
語
の
已
然
形
を
受
け
る
。
逆
接
の
確

定
条
件
を
表
わ
す
。
け
れ
ど
も
。

②
再
縁
仕
度
「
再
縁
」
は
復
縁
。「
仕
」
は
、「
再
縁
」
に
付
く
補

助
動
詞
。
後
家
と
よ

0

0

ら
が
大
庄
屋
に
対
し
へ
り
下
っ
た
表
現
と
し

て
用
い
る
。
御
諭
被
成
下
「
被
」
は
大
庄
屋
に
対
す
る
敬
語
。「
被

成
下
」
は
「
御
諭
」
に
付
く
補
助
動
詞
。

③
前
件�

こ
こ
で
は
最
初
に
養
子
に
も
ら
い
受
け
て
い
た
際
。
仕

合�

物
事
の
や
り
方
、
ま
た
は
、
い
き
さ
つ
。
事
の
次
第
。
始
末
。

身
状「
身
上
」か
。
急
度�

確
固
と
し
て
い
て
ゆ
る
み
が
な
い
さ
ま
。

き
び
し
く
。
厳
重
に
。
き
っ
ぱ
り
。
き
ち
ん
と
。
中
睦
敷
仕「
仕
」

は
自
動
詞
。「
敷
」
は
「
し
く
」
の
当
て
字
。
可
仕
「
可
」
は
話

者
（
後
家
等
）
の
意
志
を
表
す
助
動
詞
。「
仕
」
は
他
動
詞
。
安

政
三
年�

一
八
五
六
年
。
早
藤
村
「
は
い
く
ず
」。
日
高
郡
早
藤
村

（
日
高
川
町
早
藤
）。
和
佐
村�

日
高
郡
和
佐
村（
日
高
川
町
和
佐
）。

４　

送
り
遣
わ
し
度
く

　

次
も
縁
付
き
で
す
。
藤
井
村
大
工
新
兵
衛
の
所
に
嫁
い
で
い
た

せ
ん

0

0

が
離
縁
さ
れ
、
母
親
で
あ
る
下
野
口
村
柳
蔵
後
家
の
元
へ
戻

さ
れ
て
き
ま
し
た
。折
り
合
い
が
悪
か
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、

貧
し
い
新
兵
衛
が
せ
ん

0

0

を
養
え
な
か
っ
た
た
め
ら
し
い
の
で
す

が
。
後
家
の
家
も
食
べ
る
に
困
る
ほ
ど
な
の
で
、
ど
う
せ
死
ぬ
な

ら
戻
り
た
い
と
せ
ん

0

0

が
い
う
の
で
か
な
え
て
ほ
し
い
と
い
う
、
後
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①②

③
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④

⑤
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⑥
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⑦
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家
か
ら
の
二
度
目
の
願
い
書
き
で
す
。
で
も
こ
れ
は
お
か
し
な
話

な
の
で
す
。
そ
れ
で
は
願
い
を
か
な
え
て
や
ろ
う
と
は
い
か
な
い

か
ら
で
す
。
復
縁
願
い
と
い
う
よ
り
は
、
形
を
変
え
た
（
百
姓
同

士
の
）
救
い
合
い
願
い
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
た
め
で
し
ょ
う
か
。「
初
發
願
書
」
の
内
容
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
、通
常
の
復
縁
で
あ
れ
ば
大
庄
屋
の
対
応
で
す
む
も
の
を
、

こ
の
「
追
願
」
は
関
係
書
面
と
ま
と
め
て
日
高
郡
代
官
に
送
っ
て

い
ま
す
。
大
庄
屋
と
し
て
の
対
応
を
越
え
る
扱
い
が
必
要
な
願
い

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
願
い
の
本
文
は
奥
書
と
字
体
が
異
な
っ
て
い
ま
す
の
で
後

家
か
親
類
が
書
い
た
も
の
の
よ
う
で
す
が
、
言
葉
の
使
い
方
に
慣

れ
て
い
な
い
箇
所
が
い
く
つ
も
み
ら
れ
ま
す
。
表
題
の
「
追
」、

①
「
新
兵
衛
所
へ
縁
付
」、
②
「
右
願
通
り
于
今
御
沙
汰
」「
御
沙



－ 55 －

〔
釈
文
〕

①　
　
　

乍
恐
追
奉
願
上
御
事

一
私
忰
せ
ん
と
申
者
、
去
ル
八
ケ
年
已
前

　

藤
井
村
大
工
新
兵
衛
所
へ
縁
付
御
座
候
処
、

　

當
四
月
不
存
寄
右
新
兵
衛
方
より
戻
シ
来
り
、

　

②
夫
ニ
付
先
達
而
委
細
書
附
ヲ
以
御
願
奉

　

申
上
候
得
共
、
右
願
通
り
于
今
御
沙
汰
も

　

無
御
座
、
③
難
渋
之
私
義
、
親
子
三
人
及
渇

　

命
ニ
候
儀
ニ
而
、
毎
々
親
類
幷
隣
家
より

　

飯
料
等
貢
キ
被
呉
候
而
是
迠
ハ
ケ
成
ニ

　

日
々
暮
方
仕
候
得
共
、
長
々
之
儀
、
是
以

　

難
行
届
㝡
早
必
至
と
指
詰
り
、
千
万

　

難
儀
・
迷
惑
仕
、
④
右
之
仕
合
ニ
付
せ
ん
儀
、

　

渇
死
仕
候
ハ
ヽ
藤
井
村
新
兵
衛
所
ニ
而
相
果

　

申
度
候
間
同
人
方
へ
連
参
り
呉
候
様
強
而

家
か
親
類
が
書
い
た
も
の
の
よ
う
で
す
が
、
言
葉
の
使
い
方
に
慣

れ
て
い
な
い
箇
所
が
い
く
つ
も
み
ら
れ
ま
す
。
表
題
の
「
追
」、

①
「
新
兵
衛
所
へ
縁
付
」、
②
「
右
願
通
り
于
今
御
沙
汰
」「
御
沙

汰
も
無
御
座
候
」
③
「
私
義
、
親
子
三
人
」「
及
渇
命
ニ
」（
方
言

か
）「
貢
キ
被
呉
候
」「
暮
方
仕
候
」「
難
行
届
」
⑤
「
送
り
遣
申
」

に
つ
い
て
、〔
語
意
・
語
法
〕
を
参
照
し
て
下
さ
い
。
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申
儀
ニ
御
座
候
、
⑤
就
而
ハ
私
共
親
子
倶
ニ
渇

　

命
仕
候
義
ニ
御
座
候
間
、
せ
ん
存
念
之
通
り

　

新
兵
衛
所
へ
送
り
遣
申
度
奉
存
候
、
何
卒

　

御
慈
悲
之
御
了
簡
ヲ
以
右
之
段
宜

　

御
取
扱
被
為
成
下
候
ハ
ヽ
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、

　

依
之
乍
恐
追
奉
願
上
候
、
已
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
野
口
村
柳
藏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
家
㊞

　
　
　

子
八
月　
　
　
　

同
村
親
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
兵
衛
㊞

⑥
右
之
通
追
願
出
候
ニ
付
指
上
申
候
、
願
之
通
相

無
御
座
候
間
早
々
御
取
扱
被
成
遣
被
下
候
様
仕
度

奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
野
口
村
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
郎
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
村
肝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忠
七
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸
又
次
郎
殿

⑦
右
之
通
追
願
書
出
候
ニ
付
、
初
發
願
書
幷

掛
り
之
者
共
糺
書
三
通
共
御
達
申
上
候
、
右
者

御
了
簡
被
仰
付
被
下
候
様
仕
度
奉
存
候
、
以
上
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天
田
組
大
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸
又
次
郎
㊞

　
　
　

平
田
甚
之
右
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
し
三
三
八
）

〔
読
み
下
し
文
〕

①　
　
　

恐
れ
乍な
が
ら
追
っ
て
願
い
上
げ
奉
る
御お
ん

事こ
と

一ひ
と
つ私
忰
せ
ん

0

0

と
申
す
者
、
去
る
八
か
年
已
前
（
以
前
）

　

藤
井
村
大
工
新
兵
衛
所
へ
縁
付
き
御
座
候
処
、

　

当
四
月
存
じ
寄
ら
ず
（
不ず

）
右
新
兵
衛
方
よ
り
（
より
）
戻
し
来
り
、

　

②
夫そ
れ
に
付
き
先
達
っ
て
（
而
）
委
細
書
附
け
を
以
っ
て
御
願
い

　

申
し
上
げ
奉
り
候そ
う
らえ
（
得
）
共ど
も
、
右
願
い
通
り
今
に
（
于に

）
御
沙
汰
も

　

御
座
無
く
、
③
難
渋
之の

私
義
、
親
子
三
人
渇

　

命
に
及
び
候
儀
に
て
、
毎
々
親
類
幷な
ら
びに
隣
家
よ
り

　

飯は
ん
料り
ょ
う等
貢み
つ
ぎ
く
れ
ら
れ
（
被れ
レ
呉く
れ（
ら
）
）
候
て
是
迄
は
か
な
り
（
ケ
成
）
に

　

日
々
暮
し
方
仕
り
候
え
共
、
長
々
之
儀
、
是こ
れ
以
っ
て

　

行
き
届
き
難
く
最
早
必
至
と
指
詰
り
、
千せ
ん

万ば
ん

　

難
儀
・
迷
惑
仕
り
、
④
右
之
仕
合
せ
に
付
き
せ
ん

0

0

儀
、

　

渇
死
仕
り
候
は
ば
（
ハ
ヽ
）
藤
井
村
新
兵
衛
所
に
て
相
果
て

　

申
し
度
く
候
間
同
人
方
へ
連
れ
参
り
く
れ
候
様
強
て
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申
す
儀
に
御
座
候
、
⑤
就
て
は
私
共
親
子
倶と
も
に
渇

　

命
仕
り
候
義
に
御
座
候
間
、
せ
ん

0

0

存
念
之
通
り

　

新
兵
衛
所
へ
送
り
遣
し
申
し
度
く
存
じ
奉
り
候
、
何
卒

　

御
慈
悲
之
御ご

了
簡
を
以
っ
て
右
之
段
宜よ
ろ
しく

　

御
取
り
扱
い
成
し
下
せ
ら
れ
（
被ら
れ

レ
為せ
二
成
な（
し
）下く
だ

一
）
候
は
ば
有
り
難
き
仕
合
せ
に
存
じ
奉
り
候
、

　

之こ
れ
に
依よ

り
恐
れ
乍
ら
追
っ
て
願
い
上
げ
奉
り
候
、
以
上

⑥
右
之の

通
り
追つ
い

願が
ん
出い
だ
し
候
に
付
き
指
し
上
げ
申
し
候
、
願
い
之
通
り
相
違

御
座
無
く
候
間
早
々
御
取
り
扱
い
成
し
遣
わ
さ
れ
下
さ
れ
（
被れ
二
成
な（
し
）遣つ
か（
わ
さ
）

一������

被れ
レ
下
く
だ（
さ
））
候
様
仕
り
度
く

存
じ
奉
り
候
、
以
上

⑦
右
之
通
り
追つ
い

願が
ん
書が

き
出い
だ
し
候
に
付
き
、
初
発
願
い
書
き
幷
に

掛
り
之
者
共
糺
し
書
き
三
通
共
御
達
し
申
し
上
げ
候
、
右
は
（
者
）

御
了
簡
仰
せ
付
け
ら
れ
下
さ
れ
（
被ら
れ

二

仰
お
お（
せ
）付つ（
け
）一
被れ
レ
下
く
だ（
さ
））
候
様
仕
り
度
く
存
じ
奉
り
候
、
以
上

〔
文
意
例
〕

①　
　
　

恐
れ
な
が
ら
追
っ
て
願
い
上
げ
申
す
御お
ん
事こ
と
に
つ
い
て

一
私
の
忰
（
娘
）
で
せ0

ん0

と
申
す
者
の
こ
と
で
す
が
、
去
る
八
年
以
前
に

　
`

藤
井
村
の
大
工
新
兵
衛
の
所
へ
縁
付
き
ま
し
た
が
、

　

今
年
四
月
に
思
い
も
よ
ら
ず
（
新
兵
衛
は
せ0

ん0

を
）
右
の
新
兵
衛
の
所
か
ら
戻
し
て
き
ま
し
た
。

　

②
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
先
達
っ
て
委
細
を
書
付
に
し
て
お
願
い
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申
し
上
げ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
い
ま
だ
に
右
の
願
い
通
り
の
御
沙
汰
も

　

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
③
貧
し
い
私
の
こ
と
で
す
が
、
親
子
三
人
飢
え

　

死
に
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
常
々
親
類
や
隣
近
所
か
ら

　

食
べ
物
を
恵
ん
で
お
く
れ
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
何
と
か

　

日
々
の
暮
ら
し
方
を
い
た
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
長
々
の
こ
と
、
こ
れ
は
も
う

　

行
き
届
き
が
た
く
、
最
早
必
ず
差
し
詰
ま
り
、
全
く

　

難
儀
・
困
窮
い
た
し
ま
す
。
④
右
の
次
第
で
し
て
、
せ0

ん0

は
、

　

渇
死
い
た
し
ま
す
な
ら
ば
藤
井
村
の
新
兵
衛
の
所
で
死
に

　

申
し
た
い
の
で
、
同
人
の
元
へ
連
れ
参
っ
て
く
れ
る
様
、
強
い
て

　

申
す
こ
と
で
御
座
い
ま
す
。
⑤
つ
い
て
は
、
私
共
親
子
と
も
に

　

飢
え
死
に
い
た
す
こ
と
で
御
座
い
ま
す
の
で
、
せ0

ん0

の
思
い
通
り
に

　

新
兵
衛
の
所
へ
送
っ
て
や
り
申
し
た
く
思
い
ま
す
。
な
に
と
ぞ

　

御
慈
悲
に
あ
ふ
れ
た
お
取
り
計
ら
い
で
右
の
段
を
よ
ろ
し
く

　

お
取
り
扱
い
下
さ
い
ま
す
な
ら
ば
有
り
難
き
仕
合
わ
せ
に
存
じ
申
し
ま
す
。

　

そ
う
い
う
こ
と
で
恐
れ
な
が
ら
追
っ
て
願
い
上
げ
申
し
ま
す
。
以
上

⑥
右
の
通
り
追
願
を
出
し
ま
し
た
の
で
差
し
上
げ
申
し
ま
す
。
願
い
の
通
り
相
違

ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
早
々
お
取
り
扱
い
を
し
て
お
や
り
に
な
っ
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
い
た
し
た
い
と

存
じ
申
し
ま
す
。
以
上

⑦
右
の
通
り
追
願
書
き
を
出
し
ま
し
た
の
で
最
初
の
願
い
書
き
な
ら
び
に
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掛
か
り
の
者
共
が
事
情
を
説
明
し
た
書
面
（
お
よ
び
、
こ
の
願
い
書
き
を
加
え
た
合
計
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
通
を
お
届
け
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て

お
取
り
計
ら
い
を
仰
せ
付
け
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
い
た
し
た
い
と
存
じ
申
し
ま
す
。
以
上

〔
語
意
・
語
法
〕

①
乍
恐�

願
い
出
の
際
の
定
型
句
。
恐
れ
多
い
こ
と
で
す
が
。
追

奉
願
上�

⑤
に
も
同
じ
表
現
が
あ
る
。「
追
」
は
「
追
っ
て
」
と
読

ま
せ
た
の
か
。
そ
れ
に
し
て
は
①
⑤
と
も
に
「
而
」
が
な
い
の
が

気
掛
か
り
で
あ
り
、
実
際
「
追
」
一
字
だ
け
で
「
追
而
」
と
読

ま
せ
た
事
例
も
こ
れ
ま
で
に
見
出
せ
な
い
。
⑥
⑦
に
な
ら
っ
て
、

「
追つ
い
」
と
し
た
と
も
思
え
な
い
の
だ
が
。「
奉
」
は
補
助
動
詞
と
し

て
用
い
る
。
動
詞
（
こ
こ
で
は
「
願
上
」）
に
付
い
て
、
そ
の
動

作
の
対
象
（
藩
）
を
敬
う
謙
譲
表
現
を
作
る
。
…
申
し
上
げ
る
。

御
事
「
こ
と
」
で
文
を
中
止
す
る
よ
う
な
形
で
、
文
章
の
題
目
な

ど
と
し
て
用
い
る
。
何
々
に
つ
い
て
と
い
う
意
を
表
わ
す
。「
御
」

は
そ
の
て
い
ね
い
形
。
一
「
一
」
は
、「
ひ
と
つ
書
き
」
と
い
い
、

箇
条
書
き
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
置
く
。「
二
」
以
下
は
な
い
。
私

忰
せ
ん
「
忰
」
は
男
女
と
も
に
使
う
。
当
主
か
ら
書
き
起
こ
す
必

要
が
あ
る
た
め
、「
下
野
口
村
せ
ん
」
と
は
書
け
ず
「
私
忰
せ
ん
」

と
な
る
。
藤
井
村�

日
高
郡
藤
井
村
（
御
坊
市
藤
田
町
藤
井
）。
新

兵
衛
所
「
新
兵
衛
方
」
と
す
べ
き
か
。
新
兵
衛
家
に
縁
付
い
た
の

だ
か
ら
、「
所
」
で
は
場
所
の
意
味
合
い
が
強
く
な
る
。
不
存
寄�

思
い
も
寄
ら
ず
。
新
兵
衛
方
より
戻
シ
来
り
「
方
」
は
、
あ
る
一
方

の
側
、
ま
た
そ
れ
に
属
す
る
人
た
ち
を
表
わ
す
。

②
御
願
奉
申
上
候
「
申
上
」
は
、
目
上
の
人
（
こ
こ
で
は
藩
）
に

対
し
て
、
あ
る
行
為
を
す
る
。
多
く
、「
お
」
や
「
御
」
の
付
い

た
自
分
の
行
為
を
表
わ
す
体
言
（
こ
こ
で
は
「
御
願
」）
の
下
に

付
け
て
、
そ
の
行
為
の
対
象
を
敬
う
。
候
得
共
「（
候さ
ぶ
らう
）
候さ
う
らふ
」

の
已
然
形
「
候さ
う
らへ
」
の
「
へ
」
に
当
て
字
「
得え

」
を
使
っ
た
も
の
。

「
共
」
は
「
ど
も
」
の
当
て
字
。「
ど
も
」
は
、
接
続
助
詞
。
活
用

語
の
已
然
形
を
受
け
る
。
逆
接
の
確
定
条
件
を
表
わ
す
。
け
れ
ど

も
。
右
願
通
り
于
今
御
沙
汰
も
無
御
座
「
于
今
右
願
通
り
之
御
沙

汰
も
無
御
座
」
の
こ
と
。
た
だ
、庶
民
が
藩
に
対
し
て
自
分
の
「
願
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通
り
」
で
あ
る
こ
と
を
求
め
た
り
、
藩
の
「
御
沙
汰
も
無
御
座
」

と
い
う
乱
暴
な
表
現
を
し
た
り
は
し
な
い
も
の
だ
ろ
う
。「
願
出

候
得
共
、于
今
御
沙
汰
被
仰
付
候
事
も
無
御
座
」
あ
た
り
か
。「
于

今
」
は
、
過
去
か
ら
続
い
て
今
に
至
る
ま
で
。
今
に
な
っ
て
も
な

お
。
い
ま
だ
に
。「
沙
汰
」
は
、
指
示
。
判
断
。

③
難
渋
之
私
義
「
私
義
、難
渋
ニ
付
」
で
あ
ろ
う
。「
義
（
儀
）」
は
、

自
分
、
ま
た
は
自
分
の
側
を
示
す
名
詞
に
付
い
て
「
こ
と
」「
…

に
関
し
て
」
の
意
を
表
わ
す
。
謙
譲
の
意
を
添
え
る
。
親
子
三
人�

せ0

ん0

以
外
に
も
う
一
人
忰
が
い
る
。
及
渇
命
ニ
候
儀
「
渇
命
」
は
、

飢
え
や
か
わ
き
の
た
め
に
命
が
あ
ぶ
な
く
な
る
こ
と
。「
渇
命
に

及
ぶ
」は
、〖
方
言
〗生
計
が
立
た
な
い
。
餓
死
す
る（
和
歌
山
市
）。

「
儀
」
は
、「
こ
と
」。「
…
の
こ
と
」
を
意
味
す
る
語
は
い
く
つ
か

あ
る
が
、
そ
の
中
で
「
儀
（
義
）」
は
、
そ
の
か
か
る
範
囲
が
最

も
狭
く
、
直
前
の
語
に
限
ら
れ
る
。
貢
キ
「
貢
」
は
、
特
に
、
生

活
の
め
ん
ど
う
を
み
る
。
財
物
を
供
給
し
て
人
を
助
け
る
。
し
お

く
る
。
被
呉
「
呉
」
は
文
章
語
に
使
う
こ
と
の
な
い
ぞ
ん
ざ
い
な

言
い
方
で
、
尊
敬
語
の
「
被
」
を
付
け
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。

「
親
類
幷
隣
家
」
の
行
為
な
の
だ
か
ら
、
敬
語
な
し
の
「
貢
キ
呉
」

で
十
分
。
暮
方
仕
候
得
共
「
方
」
は
、語
素
。
そ
れ
を
す
る
こ
と
。

「
暮
ら
し
」
で
よ
さ
そ
う
な
も
の
を
、「
暮
方
」
と
す
れ
ば
意
味
内

容
が
違
っ
て
く
る
よ
う
に
思
う
。
し
か
も
、「
暮
方
」
は
、動
詞
（
暮

ら
す
）
の
連
用
形
に
語
素
で
あ
る
「
方
」
を
加
え
た
も
の
で
、「
暮

方
」
を
名
詞
と
い
う
に
は
「
暮
」
と
「
方
」
の
結
び
つ
き
が
弱
い
。

補
助
動
詞
で
あ
る
「
仕
」
に
つ
な
げ
る
名
詞
と
す
る
に
は
違
和
感

が
あ
る
。「
渡
世
仕
」な
ら
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
が
。
こ
の
願
い
で
も
、

「
迷
惑
仕
」「
渇
死
仕
」「
渇
命
仕
」
と
、
漢
語
名
詞
と
と
も
に
使

わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
「
是
迠
ハ
ケ
成
ニ
日
々
暮
し
候
得
共
」
で

十
分
で
は
な
い
の
か
。「
仕
」
は
、補
助
動
詞
。「
暮
方
」
に
付
き
、

話
し
手
（
柳
蔵
後
家
等
）
が
聞
き
手
（
大
庄
屋
・
代
官
）
に
対
し

て
へ
り
く
だ
る
自
卑
・
丁
重
の
表
現
と
し
て
「（
物
事
を
）
す
る
・

な
す
」
の
意
に
用
い
る
。
長
々�

副
詞
。
時
間
が
長
く
た
っ
て
い

る
さ
ま
を
表
わ
す
語
。
長
い
間
。
是
以
「
以
」
は
強
意
。
こ
れ
は

も
う
。
こ
れ
は
な
か
な
か
。
ど
う
し
て
。
難
行
届「
親
類
幷
隣
家
」

か
ら
み
て
「
難
行
届
」
の
で
、後
家
等
か
ら
な
ら
ば
「
難
相
足
」「
難

相
続
き
」
か
。
千
万�

は
な
は
だ
。
き
わ
め
て
。
全
く
。
迷
惑�

ど

う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
で
途
方
に
く
れ
る
こ
と
。
困
窮
す
る

こ
と
。
と
ま
ど
う
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
。

④
仕
合�

物
事
の
や
り
方
、ま
た
は
、い
き
さ
つ
。事
の
次
第
。始
末
。
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渇
死�

水
分
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
体
内
の
水
分
が
不

足
し
て
死
ぬ
こ
と
。
こ
こ
で
は
渇
命
と
同
義
。
候
ハ
ヽ
「（
候さ
ぶ
らう
）

候さ
う
らふ
」
の
未
然
形
「
候さ
う
らは
」
に
、
接
続
助
詞
「
ヽ
（
ば
）」
を
加

え
た
表
現
。「
ば
」
は
、
活
用
語
の
未
然
形
に
付
い
て
、
順
接
の

仮
定
条
件
を
表
わ
す
。
…
な
ら
ば
。
相
果
申
「
相
」
は
、
語
調
を

整
え
た
り
、
語
勢
を
添
え
た
り
す
る
。「
申
」
は
補
助
動
詞
。
動

詞
の
連
用
形
（
こ
こ
で
は
「
果
」）
に
付
い
て
（
果
申
）、相
手
（
藩
）

に
対
し
話
者
（
柳
蔵
後
家
等
）
が
改
ま
っ
た
気
持
ち
で
丁
寧
に
、

ま
た
、
堅
苦
し
く
言
う
の
に
用
い
る
。
連
参
り
「
参
」
は
、「
行

く
先
」
を
敬
う
性
質
が
失
せ
、
丁
重
・
荘
重
に
い
う
の
に
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
。
多
く
、
対
話
敬
語
と
し
て
用
い
る
。

主
と
し
て
、
自
己
側
の
者
、
ま
た
、
敬
う
必
要
の
な
い
一
般
的
な

も
の
の
「
行
く
」「
来
る
」
を
、
聞
き
手
に
対
し
、
へ
り
く
だ
る

気
持
ち
を
こ
め
て
丁
重
に
い
う
。
言
い
方
を
改
ま
り
か
し
こ
ま
っ

た
も
の
に
す
る
。

⑤
私
共
「
共
」
は
自
称
の
代
名
詞
、
ま
た
は
自
分
の
身
内
の
者
を

表
わ
す
名
詞
に
付
け
て
、
単
数
・
複
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
謙
遜
し

た
表
現
と
し
て
用
い
る
。
送
り
遣
申
「
遣
」
は
他
動
詞
「
送
り
」

に
付
き
、
補
助
動
詞
的
に
用
い
、
尊
大
な
気
持
ち
を
こ
め
て
、「
…

し
て
や
る
」
の
意
を
表
わ
す
。「
申
」
は
補
助
動
詞
「
遣
」
に
付

い
た
補
助
動
詞
。
相
手
に
対
し
話
者
が
改
ま
っ
た
気
持
ち
で
丁
寧

に
、
ま
た
、
堅
苦
し
く
言
う
の
に
用
い
る
。
こ
う
し
た
、
相
反
す

る
意
味
の
補
助
動
詞
を
重
ね
る
言
い
方
は
通
常
し
な
い
。「
送
り

遣
」か「
送
り
申
」、他
動
詞
と
し
て
の「
遣
」を
使
う
な
ら「
遣
申
」

か
に
す
べ
き
だ
っ
た
。
例
え
ば
、
わ
ず
か
に
使
わ
れ
る
「
楠
右
衛

門
方
へ
受
取
証
文
遣
申
候
」（
岡
本
家
ア
七
八
）
の
「
遣
」
は
他

動
詞
、「
申
」
が
補
助
動
詞
。
こ
の
言
い
方
が
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

間
違
っ
て
補
助
動
詞
「
遣
」
＋
補
助
動
詞
「
申
」
の
表
現
を
使
っ

て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
無
数
に
使
わ
れ
る
「
申
遣
」
の

「
申
」
も
他
動
詞
、「
遣
」
が
補
助
動
詞
。【
訂
正
】『
古
文
書
徹

底
解
釈�

紀
州
の
歴
史�

第
五
集　

表
方
願
い
出
で
候
節
は
彼
是
面

倒
』
五
六
頁
⑤
「
以
来
右
様
之
儀
無
之
様
書
付
ニ
而
茂
申
付
、
何

重
ニ
茂
穏
に
双
方
致
納
得
候
様
取
扱
致
し
可
被
遣
申
候
」
の
〔
語

意
・
語
法
〕
六
八
頁
下
段
「
可
被
遣
申
候
」
は
「
遣
」
の
使
い
方

を
取
り
違
え
て
い
ま
す
（「
遣
」
を
補
助
動
詞
的
な
使
い
方
と
み

て
「
可べ（
く
）レ

被る
レ�

遣つ
か（
わ
さ
）

レ�

申
も
う（
し
）候
」
と
読
ん
で
い
ま
す
）。
語
順
は
こ

の
ま
ま
、
読
み
は
「
可べ（
く
）レ
被る
二
遣つ
か（
わ
し
）申も
う（
さ
）

一��

候
」。「
可
…
候
」「
被
」

「
申
」
の
説
明
は
間
違
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、「
遣
」
は
、
他
動
詞
。
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物
な
ど
を
他
へ
お
や
り
に
な
る
。
目
的
語
は
前
に
出
る
「
書
付
」。

岡
本
氏
が
伊
作
・
三
人
の
親
に
対
し
て
「
書
付
」
を
「
遣
」
わ
す
。

「
遣
」
に
て
い
ね
い
語
の
「
申
」
が
付
き
、「
遣
申
」
に
敬
語
の
「
被
」

が
つ
い
た
形
で
す
。「
…
双
方
納
得
の
い
く
よ
う
仲
裁
い
た
し（
書

付
を
伊
作
・
三
人
の
親
に
）
お
や
り
に
な
る
（
渡
し
て
や
る
）
よ

う
に
」
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
し
た
が
い
、
六
三
頁
の
〔
読
み
下

し
文
〕
と
六
五
頁
の
〔
文
意
例
〕
の
該
当
個
所
も
訂
正
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
了
簡�

と
り
は
か
ら
い
。
処
置
。
右
之
段
「
段
」

は
「
こ
と
」。「
…
の
こ
と
」
を
意
味
す
る
語
の
中
で
、
最
も
広
範

囲
を
代
用
す
る
語
。
こ
こ
で
は
、文
冒
頭
か
ら
「
右
之
段
」
ま
で
。

御
取
扱
被
為
成
下
候
「
被
」
も
「
為
」
も
尊
敬
を
表
わ
す
助
動
詞
。

二
重
の
敬
語
。「
被
（
為
）
成
下
」
は
「
御
取
扱
」
に
付
く
補
助

動
詞
。「
な
さ
っ
て
く
だ
さ
る
」。
候
ハ
ヽ
「
何
卒
」
に
し
た
の
だ

か
ら
「
被
為
成
下
候
」
で
文
章
を
お
さ
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

に
、「
何
卒
」
を
忘
れ
て
「
候
ハ
ヽ
」
と
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、

「
何
卒
」
と
の
つ
な
が
り
が
悪
い
。
下
野
口
村�

日
高
郡
下
野
口
村

（
御
坊
市
野
口
）。
後
家�

夫
に
死
別
し
た
女
性
。
ま
た
、夫
の
死
後
、

そ
の
家
を
守
っ
て
い
る
寡
婦
。
こ
こ
で
は
「
柳
藏
後
家
」
は
当
主

と
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑥
指
上
申
「
申
」
は
補
助
動
詞
。「
指
上
」
に
付
い
て
（
指
上
申
）、

相
手
（
大
庄
屋
）
に
対
し
話
者
（
庄
屋
等
）
が
用
い
て
い
る
。
御

取
扱
被
成
遣
被
下
候
様
仕
度
奉
存
候「
御
取
扱
被
成
遣
可
被
下
候
」

の
こ
と
。
主
格
（
庄
屋
等
）
の
意
志
「
可
」
は
強
意
と
な
る
た
め

こ
れ
を
弱
め
、
婉
曲
的
な
話
法
（
遠
回
し
な
言
い
方
）
と
し
て
、

要
求
の
体
さ
え
取
り
去
り
、
た
だ
つ
ぶ
や
い
て
み
せ
る
形
。「
し

て
下
さ
る
よ
う
望
ん
で
お
り
ま
す
」。「
被
」は
両
方
と
も
藩
の「
成

遣
」「
下
」に
対
す
る
庄
屋
等
か
ら
の
敬
語
表
現
。「
被
成
遣
」は
、「
御

取
扱
」に
付
く
補
助
動
詞「
被
成
」に
、補
助
動
詞
的
に
用
い
た「
遣
」

（
尊
大
な
気
持
ち
を
こ
め
て
、「
…
し
て
や
る
」
の
意
を
表
わ
す
）

を
加
え
た
語
。
後
家
等
に
対
し
し
て
や
っ
て
く
れ
と
庄
屋
等
が
大

庄
屋
・
代
官
に
願
う
。「
被
下
」
は
「
被
成
遣
」
に
付
く
補
助
動
詞
。

「
仕
」
は
他
動
詞
。「
す
る
」「
行
な
う
」
を
、庄
屋
等
が
相
手
（
大

庄
屋
・
代
官
）に
対
し
へ
り
く
だ
る
気
持
ち
で
丁
重
に
い
う
。「
奉
」

は
庄
屋
等
の
「
存
」
に
つ
い
て
の
、藩
に
対
す
る
謙
譲
表
現
。「
存
」

も
謙
譲
語
。
肝

�

庄
屋
の
下
役
。

⑦
初
發
願
書�

②
の
「
先
達
而
委
細
書
附
」。
掛
り
之
者
共
糺
書�

関

係
者
に
事
情
を
聞
い
た
書
面
か
。
御
達
申
上
「
申
上
」
は
、
目
上

の
人
（
代
官
平
田
氏
）
に
対
し
て
、（
大
庄
屋
が
）
あ
る
行
為
を
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５　

両
親
共
大
切
に
い
た
し

す
る
。
多
く
、「
お
」
や
「
御
」
の
付
い
た
自
分
の
行
為
を
表
わ

す
体
言
の
下
に
付
け
て
、
そ
の
行
為
の
対
象
を
敬
う
。
被
仰
付
被

下
候
様
仕
度
奉
存
候
「
被
仰
付
可
被
下
候
」
の
婉
曲
的
な
話
法
。

「
被
」
は
両
方
と
も
大
庄
屋
の
藩
に
対
す
る
敬
語
。「
被
下
」
は

「
被
仰
付
」
に
付
く
補
助
動
詞
。「
仕
」
は
他
動
詞
。
大
庄
屋
が
代

官
に
対
し
へ
り
く
だ
る
気
持
ち
で
丁
重
に
い
う
。
天
田
組
大
庄
屋�

日
高
郡
天
田
組
一
七
か
村
を
統
轄
す
る
。
平
田
甚
之
右
衛
門�

日

高
郡
代
官
。

　

藩
に
よ
る
孝
子
表
彰
を
求
め
て
の
願
い
書
き
で
す
。
領
主
の
仁

政
政
策
の
一
環
と
し
て
諸
国
で
も
、
紀
州
藩
で
も
、
孝
行
者
等
の

奇
特
者
表
彰
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
願
い
書
き
は
、
藩
の
要
求
に

応
じ
て
一
斉
に
提
出
す
る
の
で
は
な
く
、
適
宜
村
の
庄
屋
や
町
の

年
寄
が
差
し
出
す
も
の
で
し
た
。
御
上
は
仁
政
を
施
す
べ
き
だ
と

い
う
考
え
が
庶
民
の
間
に
も
定
着
し
て
い
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
、
こ
の
庄
屋
次
八
の
願
い
に
つ
い
て
い
え
ば
、
藩
が
こ
の

ま
ま
で
表
彰
へ
進
む
こ
と
は
な
い
は
ず
で
す
。「
差
而
何
を
角
と

可
申
上
品
者
無
御
座
候
得
共
、
見
請
候
處
、
諸
稼
出
精
、
猶
又
両

親
共
大
切
ニ
い
た
し
随
分
仕
へ
宜
敷
様
子
ニ
御
座
候
」
で
は
、
弥

三
兵
衛
が
ど
の
よ
う
に
孝
行
者
で
あ
る
の
か
具
体
的
に
は
分
か
ら

な
い
か
ら
で
す
。「
南
紀
忠
孝
略
伝
」（『
南
紀
徳
川
史
』
七
）
は

庄
屋
か
ら
の
書
き
上
げ
に
も
と
づ
い
て
藩
の
表
彰
を
受
け
た
孝
行

者
を
記
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
例
え
ば
、「
源
三
郎
自
ら
介
抱

し
衣
類
の
脱
き
着
せ
髪
結
ふ
事
を
も
自
ら
之
を
な
し
、
冬
は
裸
身

に
て
寝
所
を
あ
た
ゝ
め
て
母
を
寝
し
め
」
と
あ
り
、
孝
行
の
内
容

を
詳
し
く
記
し
た
か
ら
こ
そ
藩
の
表
彰
に
結
び
つ
い
た
の
で
す
。

こ
の
庄
屋
次
八
の
よ
う
な
願
い
で
は
、
大
庄
屋
は
代
官
に
上
げ
る

ど
こ
ろ
か
、
庄
屋
に
差
し
戻
し
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
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①

②

③
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〔
釈
文
〕

①　
　
　

奉
願
上
御
事

一
當
村
勘
助
忰
弥
三
兵
衛
と
申
も
の
、
元
来
難
渋
者
ニ
而

　

御
座
候
處
、
継
母
者
始
終
病
身
ニ
御
座
候
、
父
勘
助
儀
も

　

両
三
年
之
間
病
氣
ニ
罷
在
候
ニ
付
、
難
渋
彌
増
ニ
御
座
候
、
②
然
処

　

右
弥
三
兵
衛
儀
、
差
而
何
を
角
と
可
申
上
品
者
無
御
座
候
得
共
、
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見
請
候
處
、
諸
稼
出
情
（
精
）、
猶
又
両
親
共
大
切
ニ
い
た
し
随
分

　

仕
へ
宜
敷
様
子
ニ
御
座
候
間
、
③
御
取
扱
振
も
御
座
候
ハ
ヽ
何
卒

　

御
慈
悲
之
御
了
簡
を
以
宜
御
取
扱
為
（
被
為
）
被
成
遣
被
下

　

候
ハ
ヽ
難
有
御
儀
ニ
奉
存
候
、
依
之
私
共
より
書
付
を
以

　

奉
願
上
候
、
右
之
段
宜
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野
口
村
庄
屋

　
　
　

子
七
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
八
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
村
肝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
助
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸
又
次
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
し
四
一
四

−

一
）

〔
読
み
下
し
文
〕

①　
　
　

願
い
上
げ
奉
る
御お
ん

事こ
と

一ひ
と
つ当
村
勘
助
忰
弥や

三さ
ん
兵べ

衛え

と
申
す
も
の
、
元
来
難
渋
者
に
て
（
ニ
而
）

　

御
座
候
処
、
継け
い
母ぼ

は
（
者
）
始
終
病
身
に
御
座
候
、
父
勘
助
儀
も

　

両
、
三
年
之の

間
病
気
に
罷
り
在
り
候
に
付
き
、
難
渋
彌い
や

増
し
に
御
座
候
、
②
然
る
処

　

右
弥
三
兵
衛
儀
、
差
し
て
何
を
角か

と
申
し
上
ぐ
可
き
品
は
御
座
無
く
候そ
う
らえ
（
得
）
ど
も
、

　

見
請
け
候
処
、
諸
稼
ぎ
出
し
ゅ
っ
せ
い
精
、
猶な
お
又
両
親
共と
も
大
切
に
い
た
し
随
分

　

仕
え
宜
し
き
（
敷
）
様
子
に
御
座
候
間
、
③
御
取
扱
い
振ぶ

り
も
御
座
候
は
ば
（
ハ
ヽ
）
何な
に

卒と
ぞ

　

御
慈
悲
之の

御
了
簡
を
以
て
宜
し
く
御
取
り
扱
い
成
し
遣
わ
せ
ら
れ
（
被ら
れ

レ
為せ
二
成
な（
し
）遣つ
か（
わ
）

一
）
下
さ
れ
（
被れ
レ
下
く
だ（
さ
））
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〔
語
意
・
語
法
〕

①
奉
願
上
「
奉
」
は
補
助
動
詞
と
し
て
用
い
る
。
動
詞
（「
願
上
」）

に
付
い
て
、
そ
の
動
作
の
対
象
（
大
庄
屋
・
代
官
）
を
敬
う
謙
譲

　

候
は
ば
有
り
難
き
御
儀
に
存
じ
奉
り
候
、
之こ
れ
に
依
り
私
共
よ
り
（
より
）
書
付
け
を
以
て

　

願
い
上
げ
奉
り
候
、
右
之の

段
宜
し
く
仰
せ
上
げ
ら
れ
（
被ら
れ

二

仰
お
お（
せ
）上あ（
げ
）一
）
下
さ
る
可
く
（
可べ（
く
）レ
被る
レ
下
く
だ（
さ
））
候
、
以
上

〔
文
意
例
〕

①　
　
　

願
い
上
げ
申
す
御お
ん
事こ
と
に
つ
い
て

一
当
村
勘
助
忰
弥
三
兵
衛
と
申
す
者
（
の
こ
と
）
で
す
が
、
元
来
貧
し
い
者
で

　

ご
ざ
い
ま
す
。
継
母
は
始
終
病
身
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
父
勘
助
も

　

二
、三
年
の
間
病
気
に
か
か
っ
て
い
ま
し
て
、
貧
困
が
ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
②
と
こ
ろ
が
、

　

右
弥
三
兵
衛
で
す
が
、
さ
し
て
あ
れ
こ
れ
申
し
上
げ
る
ほ
ど
の
事
柄
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
（
特
に
素
晴
ら
し
い
点
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
）、

　

見
た
と
こ
ろ
、
仕
事
に
は
精
を
出
し
、
さ
ら
に
両
親
と
も
大
切
に
い
た
し
、
ず
い
ぶ
ん

　
（
両
親
に
）
仕
え
る
こ
と
が
よ
ろ
し
い
様
子
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
（
孝
行
人
表
彰
の
）
お
取
り
扱
い
の
慣
習
も
ご
ざ
い
ま
す
な
ら
ば
、
何
卒

　

御
慈
悲
の
（
あ
ふ
れ
る
）
お
取
り
計
ら
い
で
よ
ろ
し
く
お
取
り
扱
い
を
し
て
お
や
り
に
な
っ
て
下
さ
い

　

ま
し
た
な
ら
ば
、
有
難
い
御
事
と
存
じ
申
し
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
私
共
よ
り
書
付
を
も
っ
て

　

願
い
上
げ
申
し
ま
す
。
右
の
件
を
（
藩
に
）
よ
ろ
し
く
仰
せ
上
げ
に
な
っ
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
。
以
上
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表
現
を
作
る
。
…
申
し
上
げ
る
。
御
事
「
事
」
は
、「
こ
と
」
で

文
を
中
止
す
る
よ
う
な
形
で
、文
章
の
題
目
な
ど
と
し
て
用
い
る
。

何
々
に
つ
い
て
と
い
う
意
を
表
わ
す
。一「
ひ
と
つ
書
き
」と
い
い
、

箇
条
書
き
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
置
く
。「
二
」
以
下
は
な
い
。
當

村�

上
野
口
村
（
御
坊
市
野
口
）。
勘
助
忰�

当
主
か
ら
書
き
起
こ

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、「
当
村
弥
三
兵
衛
」
と
は
書
け
な

い
。
継
母�

父
の
後
妻
。
父
勘
助
儀
「
儀
」
は
、
自
分
、
ま
た
は

自
分
の
側
を
示
す
名
詞
に
付
い
て
「
こ
と
」「
…
に
関
し
て
」
の

意
を
表
わ
す
。
謙
譲
の
意
を
添
え
る
。
罷
在
「
罷
」
は
接
頭
語
的

に
用
い
、
そ
の
複
合
し
た
動
詞
（「
在
」）
に
、（
大
庄
屋
に
対
し

庄
屋
等
が
）
へ
り
く
だ
り
丁
重
に
い
う
気
持
を
添
え
る
も
の
。
彌

増�

い
よ
い
よ
ま
さ
る
さ
ま
。
ま
す
ま
す
多
く
な
る
さ
ま
。

②
何
を
角
と「
角
」は
代
名
詞「
彼か

」。「
何
か
と
」。
い
ろ
い
ろ
と
。

あ
れ
や
こ
れ
や
と
。
可
申
上
品
「
可
」
は
話
者
、
こ
こ
で
は
庄
屋

の
意
志
。
弱
い
意
志
。「
品
」
は
、
物
事
の
事
情
や
理
由
。
候
得

共
「（
候さ
ぶ
らう
）
候さ
う
らふ
」
の
已
然
形
「
候
へ
」
の
「
へ
」
に
当
て
字

「
得え

」を
使
っ
た
も
の
。「
共
」は
接
続
助
詞「
ど
も
」の
当
て
字
。「
ど

も
」
は
、
活
用
語
の
已
然
形
を
受
け
る
。
逆
接
の
確
定
条
件
を
表

わ
す
。
け
れ
ど
も
。
見
請�

見
て
、あ
る
何
も
の
か
を
判
断
を
す
る
。

見
て
と
る
。
み
と
め
る
。
両
親
共
「
共
」
は
自
称
の
代
名
詞
、
ま

た
は
自
分
の
身
内
の
者
を
表
わ
す
名
詞
に
付
け
て
、
単
数
・
複
数

に
か
か
わ
ら
ず
、
謙
遜
し
た
表
現
と
し
て
用
い
る
。
仕
へ�

名
詞
。

③
御
取
扱
振
「
取
扱
」
は
、世
話
を
す
る
こ
と
。
も
て
な
す
こ
と
。

接
待
。
待
遇
。「
振
」
は
、
行
な
い
な
ら
わ
し
て
い
る
さ
ま
。
し

き
た
り
。
風
俗
。
風
習
。
習
慣
。
こ
こ
で
は
、
孝
行
人
と
し
て
の

取
り
扱
い
の
「
振
」。
適
宜
藩
が
行
な
っ
た
、
主
に
孝
行
人
を
褒

め
称
え
る
孝
子
表
彰
の
こ
と
。
庄
屋
か
ら
の
推
薦
に
よ
っ
た
。
藩

の
行
為
だ
か
ら
「
御
」
が
つ
く
。
候
ハ
ヽ
「（
候さ
ぶ
らう
）
候さ
う
らふ
」
の

未
然
形「
候さ
う
らは
」に
、接
続
助
詞「
（ヽ
ば
）」を
加
え
た
表
現
。「
ヽ

（
ば
）」
は
、
活
用
語
の
未
然
形
に
付
い
て
、
順
接
の
仮
定
条
件
を

表
わ
す
。
…
な
ら
ば
。
文
意
か
ら
す
れ
ば
「
候
へ
者
」（
…
か
ら
）

が
正
し
い
が
、
へ
り
く
だ
っ
た
表
現
に
し
よ
う
と
「
候
ハ
ヽ
」
と

し
た
か
。
御
了
簡�

と
り
は
か
ら
い
。
処
置
。
御
取
扱
被
為
成
遣

被
下
候
ハ
ヽ
「
取
扱
」
は
「
取
扱
振
」
の
「
取
扱
」
と
同
義
。
ふ

た
つ
の「
被
」も「
為
」も
大
庄
屋
に
対
す
る
敬
語
。「
被（
為
）成
」は
、

補
助
動
詞
と
し
て
用
い
る
。「
ご
・
お
」を
冠
し
た
動
作
性
の
語（「
御

取
扱
」）
に
つ
く
。「
遣
」
は
補
助
動
詞
的
に
用
い
、
尊
大
な
気
持

ち
を
こ
め
て
、「
…
し
て
や
る
」
の
意
を
表
わ
す
。「
被
下
」
は
補
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助
動
詞
。「
被
為
成
遣
」
に
つ
く
。「
く
だ
さ
る
」。「
御
取
り
扱
い

を
し
て
お
や
り
に
な
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
な
ら
ば
」。
難
有
御
儀

ニ
奉
存
候
「
儀
」
は
「
こ
と
」。「
奉
」
は
「
存
」
に
付
く
補
助
動
詞
。

庄
屋
の
大
庄
屋
に
対
す
る
謙
譲
語
。私
共「
共
」は
自
称
の
代
名
詞
、

ま
た
は
自
分
の
身
内
の
者
を
表
わ
す
名
詞
に
付
け
て
、
単
数
・
複

数
に
か
か
わ
ら
ず
、謙
遜
し
た
表
現
と
し
て
用
い
る
。右
之
段「
段
」

は
「
こ
と
」。「
…
の
こ
と
」
を
意
味
す
る
語
の
中
で
、
最
も
広
範

囲
を
代
用
す
る
語
。
こ
こ
で
は
、
冒
頭
か
ら
す
べ
て
。
宜
被
仰
上

可
被
下
候
「
被
」
は
い
ず
れ
も
大
庄
屋
へ
の
敬
語
。
そ
の
文
中
に

話
者
（
庄
屋
）
の
意
志
（
望
み
）「
可
」
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。「
被

下
」
は
補
助
動
詞
。
動
詞
の
連
用
形
、
こ
こ
で
は
「
被
仰
上
」
に

つ
く
。「
く
だ
さ
る
」。「（
藩
に
対
し
て
）
お
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ
い

ま
す
よ
う
に
」。
上
野
口
村�

御
坊
市
野
口
。
肝

�

庄
屋
の
下
役
。

６　

他
国
旅
人
の
病
難
を
救
う

こ
れ
も
藩
に
よ
る
表
彰
に
つ
い
て
で
す
。弘
化
四
年（
一
八
四
七
）

二
月
に
日
高
郡
小
松
原
村
医
師
玉た
ま

置き

玄げ
ん

達た
つ
が
、
奥
州
会
津
か
ら

の
旅り
ょ

人じ
ん
三
人
を
無
報
酬
で
治
療
し
て
や
っ
た
と
い
う
話
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
藩
か
ら
の
褒
賞
を
求
め
る
、
翌
嘉
永
元

年
（
一
八
四
八
）
十
一
月
の
大
庄
屋
の
願
い
で
す
。

　

こ
れ
よ
り
前
も
う
一
つ
の
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
弘
化
元
年
七

月
、
藩
医
と
し
て
は
最
上
位
に
あ
る
御お
ん

匙さ
じ

医い

で
し
ょ
う
か
、
有あ
り

馬ま

涼り
ょ
う
及き
ゅ
うか
ら
、
勘
定
奉
行
吟
味
役
と
思
わ
れ
る
人
物
に
あ
て
て
、

こ
の
大
庄
屋
か
ら
の
願
い
書
き
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
文
面
の
願
い

（
し
二
九
〇

−

四
）
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
小

松
原
村
の
医
師
玉
置
玄
達
は
匙
医
の
門
人
で
し
た
。
門
人
が
お
褒

め
を
受
け
れ
ば
師
匠
の
誉
れ
も
高
い
と
い
う
理
由
も
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
匙
医
か
ら
の
願
い
書
き
は
、
勘
定
奉
行
吟
味
役

か
ら
日
高
郡
代
官
を
経
由
し
て
大
庄
屋
に
送
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
代
官
か
ら
は
、
匙
医
の
願
い
書
き
通
り
の
書
面
を
大
庄
屋
が

作
っ
て
代
官
に
渡
す
よ
う
に
と
申
し
聞
か
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
指
示
に
従
っ
て
申
し
立
て
た
の
が
こ
の
大
庄
屋
願
い
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①

④

②

⑥

③

⑤
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⑦

（
下
げ
紙
）



－ 73 －

書
き
な
の
で
す
。
そ
の
匙
医
願
い
書
き
写
し
（
し
二
九
〇

−

四
）

の
袖
に
そ
の
事
情
が
記
し
て
あ
り
ま
す
。「
別
紙
御
達
（
こ
の
大

庄
屋
願
い
書
き
）
之
儀
者
左
写
（
匙
医
願
い
書
き
）
之
通
書
面
御

渡
、
尚
御
申
聞
之
品
ニ
付
（
代
官
の
指
示
が
あ
っ
た
の
で
）
申
立

仕
候
儀
ニ
御
座
候
」。

　

藩
と
し
て
は
お
褒
め
を
実
行
す
る
に
し
て
も
（
あ
る
い
は
匙
医

の
申
し
出
を
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
）、
手
続
き
上
、
百
姓
で
あ
る
浦
組
医
師
の
お
褒
め
は
大
庄
屋

か
ら
願
い
出
る
必
要
が
あ
っ
て
、
師
匠
と
い
え
ど
も
匙
医
が
申
し

出
る
こ
と
は
筋
違
い
な
の
で
す
。
大
庄
屋
に
と
っ
て
は
あ
ず
か
り

知
ら
ぬ
話
な
の
で
す
が
、
瀬
戸
氏
は
忠
実
に
文
案
を
何
回
も
練
り

上
げ
て
い
ま
す
（
し
二
九
〇

−

一
・
二
）。
こ
の
面
倒
な
手
続
き
を

取
っ
た
の
は
、
そ
う
い
う
理
由
が
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
す
。

　

な
お
、
そ
の
結
果
医
師
玉
置
玄
達
は
御お

目め

見み
え

直じ
き

支し

配は
い
（
藩
主

へ
の
御
目
見
資
格
を
持
つ
、
勘
定
奉
行
支
配
下
の
在
の
医
師
）
の

格
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
が
、「
見
合
ニ
仕
度
」（
見
合
わ
せ
た
い
）

と
瀬
戸
氏
に
断
り
を
入
れ
て
い
ま
す
（
し
二
九
〇

−

三
）。

〔
釈
文
〕

①　
　
　

口
上

一
日
高
郡
小
松
原
村
医
師
玉
置
玄
達
と
申
者
、
兼
而
心
得
振

　

宜
敷
醫
業
能
被
相
行
候
儀
ニ
御
座
候
處
、
②
去
未
二
月

　

奥
州
会
津
大
沼
郡
新
屋
敷
新
田
町
㐂
助
・
勝
之
助
・
清
三
郎

　

等
右
三
人
之
旅
人
、
小
枩
原
村
ニ
而
病
氣
指
發
り
療
治
頼
出
、

　

③
尤
三
人
共
疫
邪
ニ
而
、
旅
中
之
儀
殊
ニ
難
渋
之
様
子
ニ
付
、
玄
達

　

儀
不
拘
謝
儀
施
薬
い
た
し
遣
シ
、
④
日
数
廿
日
程
療
治
仕
候
付
、

　

三
人
共
全
快
仕
同
村
出
立
仕
候
由
ニ
御
座
候
、
⑤
右
之
通
玄
達
儀
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心
得
振
宜
、
他
國
旅
人
之
病
難
を
も
相
救
遣
候
段
奇
特

　

之
儀
と
奉
存
候
間
、
⑥
乍
恐
御
賞
被
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
、
彌

　

醫
術
相
勵
御
引
立
ニ
相
成
候
御
儀
ニ
愚
意
仕
候
、
⑦
宜
御
賢
慮

　

御
取
扱
被
成
遣
被
下
候
様
仕
度
奉
存
候
、
仍
而
私
内
存
御
達

　

申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
田
組
大
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸
又
次
郎
㊞

　
　
　
　
　

申
十
一
月

　
　
　

大
藪
八
助
様

（
下
げ
紙
）

⑧
「
本
文
玉
置
玄
達
儀
、
親
同
苗
玄
達
者

　

御
目
見
醫
師
ニ
而
先
達
而
病
死
仕
、
當
時
玄
達
儀
者
浦
組
醫
師
ニ
而
御
座
候
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
し
二
九
〇

−

五
）

〔
読
み
下
し
文
〕

①　
　
　

口こ
う

上
じ
ょ
う

一ひ
と
つ日
高
郡
小
松
原
村
医
師
玉
置
玄げ
ん
達た
つ
と
申
す
者
、
か
ね
て
（
兼
而
）
心
得
振ぶ

り

　

宜
し
く
（
敷
）
医
業
能よ

く
相
行
な
わ
れ
（
被れ
二
相あ
い
お
こ（
な
わ
）

行
一
）
候
儀
に
御
座
候
処と
こ
ろ、
②
去
る
未ひ
つ
じ二
月
、

　

奥
お
う
し
ゅ
う州
会あ
い
津づ

大
沼
郡
新
屋
敷
新し
ん

田で
ん
町ま
ち
喜
助
・
勝
之
助
・
清
三
郎

　

等な
ど
右
三
人
之の

旅
人
、
小
松
原
村
に
て
病
気
指
し
発お
こ
り
療
治
頼
み
出
で
、

　

③
尤も
っ
とも
三
人
共
疫え
き
邪じ
ゃ
に
て
、
旅
中
之
儀
、
殊こ
と
に
難
渋
の
様
子
に
付
き
、
玄
達

　

儀
、
謝
儀
に
拘
わ
ら
ず
（
不ず
レ
拘か
か（
わ
ら
）

二　

��

謝
儀
一
）
（
に
）

施せ

薬や
く
い
た
し
遣つ
か
わし
、
④
日ひ

数か
ず

廿は
つ
日か

程ほ
ど
療
治
仕
り
候
に
付
き
、
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三
人
と
も
全
快
仕
り
、
同
村
出
し
ゅ
っ
立た
つ
仕
り
候
由よ
し
に
御
座
候
、
⑤
右
之
通
り
玄
達
儀
、

　

心
得
振
り
宜よ
ろ
し
く
、
他
国
旅
人
之
病
難
を
も
相
救
い
遣
し
候
段
奇き

特ど
く

　

之
儀
と
存
じ
奉
り
候
間
、
⑥
恐
れ
乍な
が
ら
御お

賞ほ
め
仰
せ
付
け
ら
れ
下
さ
れ
（
被ら
れ

二

仰
お
お（
せ
）付つ（
け
）一
被れ
レ
下
く
だ（
さ
））
候
は
ば
（
ハ
ヽ
）、
彌
い
よ
い
よ
　

　

医
術
相
励
み
御
引
き
立
て
に
相
成
り
候
御
儀
に
愚
意
仕
り
候
、
⑦
宜
し
く
御
賢
慮
の

　

御
取
り
扱
い
成
し
遣
わ
さ
れ
下
さ
れ
（
被れ
二
成
な（
し
）
遣つ
か（
わ
さ
）

一

被れ
レ
下
く
だ（
さ
））
候
様
仕
り
度
く
存
じ
奉
り
候
、
仍
っ
て
私
内
存
御
達
し

　

申
し
上
げ
候
、
以
上

（
下
げ
紙
）

⑧
「
本
文
玉
置
玄
達
儀
、
親
同ど
う
苗み
ょ
う玄
達
は
（
者
）

　

御お

目め

見み
え
医
師
に
て
先
達
っ
て
病
死
仕
り
、
当
時
玄
達
儀
は
浦
組
医
師
に
て
御
座
候
」

〔
文
意
例
〕

①　
　
　

口
上
書
き

一
日
高
郡
小
松
原
村
医
師
玉
置
玄
達
と
申
す
者
の
こ
と
で
す
が
、
か
ね
て
か
ら
「
心
得
振
り
」

　

が
よ
ろ
し
く
、
医
業
も
よ
く
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
②
去
年
未
ひ
つ
じ
年ど
し
二
月
、

　

奥
州
会
津
大
沼
郡
新
屋
敷
新
田
町
喜
助
・
勝
之
助
・
清
三
郎

　

な
ど
右
三
人
の
旅
人
が
、
小
松
原
村
で
病
気
に
か
か
り
治
療
を
頼
み
出
ま
し
た
。

　

③
た
だ
し
、
三
人
と
も
疫
病
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
旅
の
途
中
で
大
変
貧
し
い
様
子
で
し
た
の
で
、
玄
達
は

　

治
療
代
は
考
え
ず
に
投
薬
い
た
し
て
や
り
ま
し
た
。
④
日
数
二
十
日
ほ
ど
治
療
い
た
し
ま
し
て
、

　

三
人
と
も
全
快
い
た
し
同
村
を
出
立
い
た
し
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
⑤
こ
の
通
り
玄
達
は

　
「
心
得
振
り
」
よ
ろ
し
く
、
他
国
の
旅
人
の
病
難
を
も
救
っ
て
や
る
と
い
う
件
は
「
奇
特
」
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の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
⑥
恐
れ
多
い
こ
と
で
す
が
、（
藩
に
よ
る
）「
御お

賞ほ
め
」
を
仰
せ
付
け
下
さ
れ
ば
ま
す
ま
す

　

医
術
に
励
む
「
御
引
立
」
に
な
る
こ
と
と｢

愚
意｣

い
た
し
ま
す
。
⑦
よ
ろ
し
く
「
御
賢
慮
」
の

　

お
取
り
扱
い
を
し
て
や
っ
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
い
た
し
た
く
存
じ
申
し
ま
す
。
よ
っ
て
、
私
の
「
内
存
」
を
お
達
し

　

申
し
上
げ
ま
す
。
以
上

（
下
げ
紙
）

⑧
「
本
文
の
玉
置
玄
達
で
す
が
、
親
の
同
苗
（
玉
置
）
玄
達
は

　

御
目
見
医
師
で
、
先
達
て
病
死
い
た
し
ま
し
た
。
今
の
（
当
代
の
）
玄
達
は
浦
組
医
師
で
ご
ざ
い
ま
す
」。

〔
語
意
・
語
法
〕

①
口
上
「
口
上
書
き
」（
口
頭
で
述
べ
た
内
容
を
文
章
に
書
き
留

め
た
も
の
）
の
略
。
た
だ
、
近
世
に
は
口
上
で
は
な
く
文
書
が
重

要
に
な
り
、
文
書
で
の
提
出
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
く
が
、
表
題

に
は
か
つ
て
の
名
残
と
し
て
、
形
式
的
に
「
口
上
」
の
文
言
が
付

け
足
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
一
「
一
」
は
、「
ひ
と
つ
書
き
」

と
い
い
、
箇
条
書
き
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
置
く
。「
二
」
以
下
は

な
い
。
本
文
は
そ
こ
か
ら
一
字
下
げ
て
記
し
て
い
く
。
一
項
目
し

か
書
か
な
い
場
合
で
も
慣
習
と
し
て
置
く
こ
と
が
あ
る
。
日
高
郡

小
松
原
村�

御
坊
市
湯
川
町
小
松
原
。
兼
而�

か
ね
て
よ
り
。
心
得

振
「
振
」
は
、
名
詞
や
動
詞
の
連
用
形
に
付
い
て
、
そ
の
物
事
の

様
子
、
状
態
の
意
を
添
え
る
。
醫
業�

病
気
や
傷
の
治
療
に
た
ず

さ
わ
る
職
業
。
ま
た
、
医
者
の
仕
事
。
被
相
行�

こ
こ
で
の
「
被
」

は
自
発
。
自
発
の
用
法
は
大
変
ま
れ
。「
相
」は
語
調
を
整
え
た
り
、

語
勢
を
添
え
た
り
す
る
。
儀
ニ
「
儀
」
は
「
こ
と
」。「
…
の
こ
と
」

を
意
味
す
る
語
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
そ
の
中
で
「
儀
」
は
、
そ

の
か
か
る
範
囲
が
最
も
狭
く
、
直
前
の
語
に
限
ら
れ
る
。

②
去
未�

弘
化
四
年
未
（
一
八
四
七
）。
大
沼
郡
新
屋
敷
新
田
町�

大
沼
郡
会
津
美み

里さ
と

町ま
ち
新
屋
敷
新し
ん

田で
ん
（
会
津
若
松
市
の
一
〇
キ
ロ

ほ
ど
西
）。
農
閑
期
を
利
用
し
て
の
熊
野
詣
で
か
。
清
三
郎
等

「
等な
ど
」
は
、
体
言
・
形
容
詞
連
用
形
・
副
詞
な
ど
を
受
け
、
漠
然

と
さ
す
こ
と
に
よ
っ
て
表
現
を
や
わ
ら
げ
る
。
複
数
で
は
な
い
。

指
發
り�

差
し
起
こ
る
。
あ
る
状
態
が
発
生
す
る
。
頼
出�

農
民
の
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立
場
同
士
だ
か
ら
「
頼
」。
目
上
に
対
し
て
は
「
願
」。

③
三
人
共
「
共
」
は
自
称
の
代
名
詞
、
ま
た
は
自
分
の
身
内
の
者

を
表
わ
す
名
詞
に
付
け
て
、
単
数
・
複
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
謙

遜
し
た
表
現
と
し
て
用
い
る
。
疫
邪�

疫
病
、
流
行
病
の
こ
と
か
。

旅
中
之
儀
殊
ニ
難
渋
之
様
子�

沿
道
の
人
々
か
ら
の
支
援
・
施
し

を
期
待
で
き
る
参
詣
の
旅
な
ら
ば
、
さ
ほ
ど
の
金
銭
を
持
た
ず
と

も
巡
る
こ
と
が
で
き
る
。
玄
達
儀
「
儀
」
は
、
自
分
、
ま
た
は
自

分
の
側
を
示
す
名
詞
に
付
い
て
「
こ
と
」「
…
に
関
し
て
」
の
意

を
表
わ
す
。
謙
譲
の
意
を
添
え
る
。
謝
儀�
謝
礼
。
施
薬
い
た
し

遣
シ
「
い
た
し
」
は
補
助
動
詞
。「
施
薬
」
に
付
き
、話
し
手
（
大

庄
屋
）
が
聞
き
手
（
藩
）
に
対
し
て
へ
り
く
だ
る
自
卑
・
丁
重
の

表
現
と
し
て
、「（
物
事
を
）
す
る
・
な
す
」
の
意
に
用
い
る
。「
遣
」

は
「
い
た
し
」
に
付
き
補
助
動
詞
的
に
、「
三
人
之
旅
人
」
に
対

す
る
尊
大
な
気
持
ち
を
こ
め
て
、「
…
し
て
や
る
」。

④
療
治
仕
「
仕
」
は
、「
療
治
」
に
付
く
補
助
動
詞
。
話
し
手
（
大

庄
屋
）
が
聞
き
手
（
代
官
）
に
対
し
て
へ
り
く
だ
る
自
卑
・
丁
重

の
表
現
と
し
て「（
物
事
を
）す
る
・
な
す
」の
意
に
用
い
る
。
以
下
、

「
全
快
仕
」「
出
立
仕
」の「
仕
」も
補
助
動
詞
。
出
立
仕
候
由「
由
」

は
、
伝
え
聞
い
た
事
柄
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
…
と
の
こ
と
。

⑤
右
之
通
…
候
段
「
段
」
は
、「
こ
と
」
の
意
味
だ
が
、
述
べ
て

き
た
す
べ
て
の
内
容
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
玄
達
が
①
心
得
が
よ

い
こ
と
、
②
～
④
旅
人
を
救
っ
た
こ
と
を
、
⑤
「
右
之
通
」
以
下

で
く
り
か
え
し
述
べ
て
そ
れ
ら
を
「
段
」
に
つ
な
げ
て
い
る
。
奇

特�

数
少
な
い
、褒
め
る
に
値
す
る
様
子
。
奉
存
「
奉
存
」
は
「
奉
」

も
「
存
」
も
（
こ
こ
で
は
藩
に
対
す
る
）
謙
譲
語
の
た
め
、
二
重

の
謙
譲
表
現
。

⑥
御
賞�

藩
に
よ
る
庶
民
の
表
彰
。
被
仰
付
被
下
候
「
被
」
は
、

尊
敬
を
表
わ
す
。
他
人
（
こ
こ
で
は
藩
）
の
動
作
を
表
わ
す
語

（
こ
こ
で
は
「
仰
付
」「
下
」）
に
付
い
て
、敬
意
を
示
す
。「
仰
付
」

は
藩
に
対
し
て
使
う
敬
語
。「
被
仰
付
」で
二
重
の
敬
語
。「
被
下
」

は
「
被
仰
付
」
に
付
く
補
助
動
詞
。
候
ハ
ヽ
「（
候さ
ぶ
らう
）
候さ
う
らふ
」

の
未
然
形「
候さ
う
らは
」に
、接
続
助
詞「
（ヽ
ば
）」を
加
え
た
表
現
。「
ば
」

は
、
活
用
語
の
未
然
形
に
付
い
て
、
順
接
の
仮
定
条
件
を
表
わ
す
。

…
な
ら
ば
。
引
立�

気
力
を
奮
い
立
た
せ
る
こ
と
。
御
儀�

藩
に
よ

る
「
彌
醫
術
相
勵
御
引
立
ニ
相
成
候
」
の
こ
と
だ
か
ら
「
御
」
の

付
い
た
「
御
儀
」。
愚
意
仕
「
愚
意
」
は
、
自
分
の
考
え
を
へ
り

く
だ
っ
て
い
う
。「
仕
」
は
、「
愚
意
」
に
付
く
補
助
動
詞
。

⑦
賢
慮�

相
手
、
他
人
を
敬
っ
て
、
そ
の
意
見
、
思
慮
を
い
う
語
。
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お
考
え
。
お
ぼ
し
め
し
。
御
取
扱
被
成
遣
被
下
候
様
仕
度
奉
存
候

「
御
取
扱
被
成
遣
可
被
下
候
」
の
婉
曲
話
法
。「
御
」
は
藩
の
行
為

へ
の
て
い
ね
い
表
現
。「
被
成
遣
」
は
「
御
取
扱
」
に
付
く
補
助

動
詞
「
被
成
」
に
、
さ
ら
に
、
補
助
動
詞
的
な
「
遣
」（
尊
大
な

気
持
ち
を
こ
め
て
、「
…
し
て
や
る
」
の
意
を
表
わ
す
）
を
付
け

た
語
。「
な
さ
っ
て
お
や
り
に
な
る
」。「
被
下
」
は
「
被
成
遣
」

に
付
く
補
助
動
詞
。「
く
だ
さ
る
」。「
仕
」は
他
動
詞
。「
す
る
」「
行

な
う
」
を
、
相
手
（
代
官
）
に
対
し
へ
り
く
だ
る
気
持
ち
で
丁
重

に
い
う
。「
奉
」
は
「
存
」
に
付
く
補
助
動
詞
。
大
庄
屋
か
ら
代

官
へ
の
願
い
の
形
を
取
る
た
め
謙
譲
表
現
を
使
っ
て
い
る
。
内
存�

心
の
内
で
思
う
こ
と
。
内
々
で
思
う
こ
と
。
内
々
の
所
存
。
願
い

と
す
る
と
強
く
な
る
た
め
、
直
前
の
婉
曲
話
法
と
と
も
に
、
大
庄

屋
の
た
だ
の
つ
ぶ
や
き
の
形
を
と
っ
て
い
る
。
御
達
申
上
候
「
申

上
」
は
、
目
上
の
人
（
こ
こ
で
は
日
高
郡
代
官
大
藪
氏
）
に
対
し

て
、
あ
る
行
為
を
す
る
。
多
く
、「
お
」
や
「
御
」
の
付
い
た
自

分
の
行
為
を
表
わ
す
体
言（
こ
こ
で
は「
御
達
」）の
下
に
付
け
て
、

そ
の
行
為
の
対
象
を
敬
う
。
天
田
組
大
庄
屋�

天
田
組
は
日
高
郡

の
内
一
七
か
村
。
組
を
統
轄
す
る
の
が
大
庄
屋
。
百
姓
の
最
高
位
。

申
十
一
月�

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
十
一
月
。
大
藪
八
助�

日
高

郡
代
官
。

⑧
御
目
見
醫
師�

医
師
の
役
義
名
。
御
目
見
資
格
を
持
っ
た
在
の

医
師
。
病
死
仕
「
仕
」
は
「
病
死
」
に
付
く
補
助
動
詞
。
浦
組
醫

師�

医
師
の
役
義
名
。
浦
組
付
属
の
医
師
。

７　

夜
分
火
を
焚
き
酒
食
を
用
い

　

今
度
は
問
題
と
な
っ
た
出
来
事
で
す
。「
は
じ
め
に
」
で
、
こ

の
「
口
上
」
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
四
月
、
北
塩
屋
浦
で

起
き
た
百
姓
一
揆
未
遂
事
件
を
隠
蔽
し
、
責
任
を
回
避
す
る
た
め

に
、
酒
盛
り
に
仕
立
て
上
げ
た
「
詫
び
状
」
で
あ
る
と
述
べ
ま
し

た
。
一
揆
と
酒
盛
り
は
間
違
え
よ
う
が
な
い
の
だ
か
ら
、
一
揆
に

み
え
る
酒
盛
り
な
ど
あ
り
え
な
い
こ
と
、
だ
か
ら
酒
盛
り
の
記
述

は
具
体
性
を
欠
き
、
五
人
組
頭
三
〇
人
の
連
印
が
必
要
と
な
っ
た

こ
と
を
み
て
き
ま
し
た
。
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①

②
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（
一
段
の
連
署
を
三
段
に
し
た
）



－ 81 －

③
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文
面
に
は
、「
此
程
より
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
先
日
来
複
数
回
に

わ
た
っ
て
と
な
り
ま
す
。「
御
時
節
を
不
弁
」
で
、
一
揆
が
頻
発

し
て
い
る
折
に
で
す
。「
自
分
寄
合
」
で
す
が
、
自
分
裁
量
の
寄

合
と
い
う
、
肯
定
的
な
表
現
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。
庄
屋
・
肝
煎

が
奥
書
き
に
記
し
た
「
氣
随
寄
合
」、
気
ま
ま
な
寄
合
と
は
取
り

方
に
違
い
が
み
え
ま
す
。「
夜
分
火
を
焚
」と
あ
え
て
書
い
た
の
は
、

一
揆
勢
が
掲
げ
た
松た
い
ま
つ明
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。「
酒

食
を
用
ひ
」
は
、一
揆
の
騒
動
の
表
現
で
す
。
大
庄
屋
が
「
仰
聞
」

と
当
然
書
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
が
、「
仰
聞
」
の
内
容
に
納
得

し
て
い
な
い
の
か
、「
仰
聞
」
と
す
る
と
そ
の
内
容
を
記
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
る
た
め
か
、「
聞
取
」「
御
調
へ
」
と
し
て
い
ま

す
。「
此
度
之
義
者
…
御
用
捨
…
」
は
定
型
文
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
「
御
答
」
に
は
お
詫
び
の
姿
勢
が
あ
ま

り
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
表
題
も
「
誤
一
札
」
で
な
く
「
御
答
」
で
す
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〔
釈
文
〕

①　
　
　

御
調
ニ
付
御
答
申
上
候
口
上

一
私
共
儀
此
程
より
御
時
節
を
不
弁
自
分
寄
合
等
仕

　

夜
分
火
を
焚
酒
食
を
用
ひ
候
段
粗
御
聞
取

　

被
成
候
ニ
付
、
御
調
へ
ニ
付
而
者
一
言
之
申
開
も
無
御
座

　

奉
恐
入
候
、
②
向
後
者
相
愼
右
様
之
寄
合
等
決

　
而
不
仕
候
間
、
此
度
之
義
者
幾
重
ニ
も
御
用
捨
可
被

　

成
下
候
、
仍
之
村
中
五
人
組
頭
印
形
取
、
書
付
指
上

　

申
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
塩
屋
浦
五
人
組
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甚
兵
衛
㊞

し
、
①
「
一
言
之
申
開
も
無
御
座
奉
恐
入
候
」
②
「
幾
重
ニ
も
御

用
捨
可
被
成
下
候
」
と
、謝
り
の
言
葉
も
簡
単
で
す
。
第
二
項
「
心

底
に
相
改
め
」
⑤
⑥
の
詫
び
方
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　

も
っ
と
も
、
問
題
は
印
形
に
も
あ
り
ま
す
。
村
中
五
人
組
頭

三
〇
人
の
連
署
な
の
で
す
が
、
本
文
を
書
い
た
同
じ
人
物
が
五
人

組
頭
全
員
の
名
前
も
書
い
て
い
ま
す
。
印
形
を
よ
く
み
て
く
だ
さ

い
。
同
じ
印
形
が
一
〇
個
あ
る
の
で
す
。
一
番
目
の
甚
兵
衛
と

一
七
番
目
の
藤
七
、
こ
れ
は
上
下
逆
で
す
。
五
番
目
の
羽
右
衛
門

と
二
七
番
目
の
善
五
兵
衛
、
一
〇
番
目
の
権
七
と
二
二
番
目
の
徳

三
郎
、
一
一
番
目
の
定
次
郎
と
三
〇
番
目
の
権
四
郎
、
一
二
番
目

の
九
兵
衛
と
実
に
左
隣
の
次
三
郎
で
す
。印
が
な
け
れ
ば
通
常
は
、

指
先
に
墨
を
塗
っ
て
押
す
爪
印
で
代
替
す
る
も
の
な
の
で
す
が
。

手
近
に
あ
っ
た
印
形
で
作
り
上
げ
、
三
〇
人
の
所
に
持
ち
回
っ
て

い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
い
わ
れ
た
か
ら
提
出
は
す
る
も

の
の
、
納
得
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
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同
浦
同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幸
三
郎
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
次
郎
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
次
郎
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
右
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
六
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
右
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
助
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
七
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
次
郎
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
三
郎
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

才
市
郎
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㐂
八
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
七
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
左
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㐂
三
郎
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
太
夫
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
四
郎
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
三
郎
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

傳
六
㊞
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儀
助
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
次
郎
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
右
衛
門
㊞

　

慶
應
三
卯
四
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
五
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
太
夫
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
七
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
四
郎
㊞

③
右
之
通
五
人
組
印
形
取
揃
指
上
申
候
、
向
後
村
中
氣

随
寄
合
等
決
而
致
さ
せ
間
敷
候
間
、
此
度
之
儀
ハ
幾
重
ニ
も

御
用
捨
被
成
遣
候
様
於
私
共
ニ
も
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
塩
屋
浦
肝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

才
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
浦
同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
助
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
所
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

傳
右
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸
又
次
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
し
五
八
五
）

〔
読
み
下
し
文
〕

①　

御
調
べ
に
付
き
御
答
え
申
し
上
げ
候
口
上

一ひ
と
つ私

共ど
も

儀
此こ
の

程ほ
ど

よ
り
（
より
）
御
時
節
を
弁わ
き
まえ

ず
（
不ず

）
自
分
寄
り
合
い
等
仕
り
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夜
分
火
を
焚た

き
酒
食
を
用
い
候
段
粗あ
ら
ま
し
御
聞
き
取
り

　

成
さ
れ
（
被れ
レ
成な（
さ
））
候
に
付
き
、
御
調
べ
に
付
い
て
は
（
而
者
）
一い
ち

言ご
ん
之の

申
し
開
き
も
御
座
無
く

　

恐
れ
入
り
奉
り
候
、
②
向
き
ょ
う
後ご

は
相あ
い
慎
み
右
様よ
う
之
寄
り
合
い
等
決
し

　

て
仕
ら
ず
候
間あ
い
だ、
此こ
の
度た
び
之
義
は
幾い
く
重え

に
も
御ご

用よ
う

捨し
ゃ

　

成
し
下
さ
る
可
く
（
可べ（
く
）レ
被る
二
成
な（
し
）下く
だ（
さ
）

一
）
候
、
之こ
れ
に
仍よ

り
村
中
五
人
組
頭
が
し
ら

印い
ん
形ぎ
ょ
う取
り
、
書
き
付
け
指
し
上
げ

　

申
し
候
、
以
上

③
右
之
通
り
五
人
組
印
形
取
り
揃
え
指
し
上
げ
申
し
候
、
向
後
村
中
気き

随ず
い
寄
り
合
い
等
決
し
て
致
さ
せ
間ま

じ
（
敷し

）
く
候
間
、
此
度
之
儀
は
幾
重
に
も

御
用
捨
成
し
遣
わ
さ
れ
（
被れ
二
成
な（
し
）遣つ
か（
わ
さ
）

一
）
候
様
私
共
に
於
い
て
も
願
い
上
げ
奉
り
候
、
以
上

〔
文
意
例
〕

①　
　
　

お
調
べ
に
付
い
て
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
口
上
書
き

一
私
共
で
す
が
、
先
日
来
御
時
節
を
わ
き
ま
え
ず
に
自
分
（
裁
量
の
）
寄
合
等
を
い
た
し
、

　

夜
分
に
火
を
焚
き
酒
食
を
し
た
件
に
つ
い
て
、（
大
庄
屋
が
）
あ
ら
ま
し
お
聞
き
取
り

　

な
さ
い
ま
し
た
が
、
お
調
べ
（
な
さ
っ
た
「
自
分
寄
合
等
」
の
件
）
に
関
し
て
は
一
言
の
申
し
開
き
も
ご
ざ
い
ま
せ
ず

　

恐
れ
入
り
ま
す
。
②
今
後
は
（
身
を
）
慎
み
右
の
よ
う
な
寄
合
等
は
決
し

　

て
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
度
の
こ
と
は
か
さ
ね
が
さ
ね
御
用
捨

　

な
さ
っ
て
下
さ
い
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
村
中
の
五
人
組
頭
の
印
形
を
取
り
、
書
き
付
け
を
差
し
上
げ

　

申
し
ま
す
。
以
上
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〔
語
意
・
語
法
〕

①
御
調�

本
文
の
表
現
か
ら
し
て
、
大
庄
屋
に
よ
る
「
御
調
」
だ

ろ
う
。
御
答
申
上
「
申
上
」
は
、他
動
詞
。
目
上
の
人
（
大
庄
屋
）

に
対
し
て
、
あ
る
行
為
を
す
る
。
多
く
、「
お
」
や
「
御
」
の
付

い
た
自
分
の
行
為
を
表
わ
す
体
言
（「
御
答
」）
の
下
に
付
け
て
、

そ
の
行
為
の
対
象
を
敬
う
。
口
上「
口
上
書
き
」の
こ
と
。
一「
ひ

と
つ
書
き
」
と
い
い
、
箇
条
書
き
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
置
く
。
私

共
儀
「
共
」
は
自
称
の
代
名
詞
に
付
け
て
、
謙
遜
し
た
表
現
と
し

て
用
い
る
。「
儀
」
は
、自
分
を
示
す
名
詞
に
付
い
て
「
こ
と
」「
…

に
関
し
て
」の
意
を
表
わ
す
。
謙
譲
の
意
を
添
え
る
。
此
程
より「
より
」

が
誤
記
で
な
い
と
す
れ
ば
、「
先
日
来
」
と
な
り
、「
自
分
寄
合
」

は
複
数
回
行
な
っ
た
こ
と
に
な
る
の
だ
が
。
御
時
節
を
不
弁�

慶

応
三
年（
一
八
六
七
）で
百
姓
一
揆
の
頻
発
し
て
い
る
時
期
を
い
っ

た
の
か
。
自
分
寄
合
等
仕
「
仕
」
は
他
動
詞
。「
す
る
」「
行
な
う
」

を
、相
手（
大
庄
屋
）に
対
し
へ
り
く
だ
る
気
持
ち
で
丁
重
に
い
う
。

火
を
焚�

篝か
が
り
火び

や
調
理
の
た
め
の
焚
火
に
す
り
替
え
た
、そ
の
実
、

松
明
か
。
用
ひ
候
段
「
段
」
は
文
頭
か
ら
「
用
ひ
候
」
ま
で
の
こ

と
で
、
文
章
と
し
て
は
短
い
が
、
そ
の
内
容
は
、「
御
聞
取
」
で

出
た
で
あ
ろ
う
、「
自
分
寄
合
」
の
す
べ
て
の
流
れ
を
示
し
て
い

る
。
御
聞
取
被
成
「
被
」
は
他
人
の
動
作
を
表
わ
す
語
「
成
」
に

付
く
尊
敬
を
表
わ
す
助
動
詞
。「
被
成
」
は
「
御
」
を
冠
し
た
動

作
性
の
語
「
御
聞
取
」
に
付
く
補
助
動
詞
。
御
調
へ�

大
庄
屋
の

御
調
べ
と
い
う
行
為
自
体
で
な
く
、御
調
べ
の
対
象
と
な
っ
た「
此

程
より
御
時
節
を
不
弁
自
分
寄
合
等
仕
夜
分
火
を
焚
酒
食
を
用
ひ
候

段
」
の
こ
と
。
奉
恐
入
「
奉
」
は
補
助
動
詞
と
し
て
用
い
る
。
動

詞
（「
恐
入
」）
に
付
い
て
、
そ
の
動
作
の
対
象
（
大
庄
屋
）
を
敬

う
謙
譲
表
現
を
作
る
。

②
相
愼
「
相
」
は
、
語
調
を
整
え
た
り
、
語
勢
を
添
え
た
り
す
る
。

此
度
之
義
「
義
（
儀
）」
は
、「
こ
と
」。「
…
の
こ
と
」
を
意
味
す

③
右
の
通
り
五
人
組
（
頭
の
）
印
形
を
取
り
そ
ろ
え
差
し
上
げ
申
し
ま
す
。
今
後
村
中
で
気

ま
ま
な
寄
合
等
は
決
し
て
い
た
さ
せ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
度
の
こ
と
は
か
さ
ね
が
さ
ね

用
捨
を
し
て
お
や
り
に
な
り
ま
す
よ
う
、
私
共
か
ら
も
願
い
上
げ
申
し
ま
す
。
以
上
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る
語
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
そ
の
中
で
「
義
（
儀
）」
は
、
そ
の

か
か
る
範
囲
が
最
も
狭
く
、
直
前
の
語
に
限
ら
れ
る
。
幾
重
ニ
も�

何
度
も
か
さ
ね
て
。
特
に
、
下
に
、
わ
び
る
、
願
う
の
類
の
語
が

き
て
、
そ
の
気
持
を
強
め
て
い
う
。
か
さ
ね
が
さ
ね
。
御
用
捨
可

被
成
下
候
「
可
」
は
話
者
（
五
人
組
頭
等
）
の
意
志
を
表
す
助
動

詞
。
こ
こ
で
は
弱
い
意
志
。
大
庄
屋
へ
の
望
み
。「
被
」
は
大
庄

屋
へ
の
敬
意
を
示
す
。「
被
成
下
」
は
「
御
用
捨
」
に
付
く
補
助

動
詞
。
印
形
取�

③
同
様
、「
印
形
取
揃
」
か
。
指
上
申
「
申
」
は

補
助
動
詞
。
動
詞
の
連
用
形
（「
指
上
」）
に
付
い
て
（
指
上
申
）、

相
手
（
大
庄
屋
）
に
対
し
話
者
（
五
人
組
頭
等
）
が
改
ま
っ
た
気

持
ち
で
丁
寧
に
、
ま
た
、
堅
苦
し
く
言
う
の
に
用
い
る
。
慶
應
三

卯�

一
八
六
七
年
。

③
指
上
申
「
申
」
は
肝
煎
等
か
ら
の
用
法
。
氣
随�

自
分
の
気
持
、

気
分
の
ま
ま
に
ふ
る
ま
う
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
。
気
ま
ま
。

致
さ
せ
「
致
」
は
他
動
詞
。「
さ
せ
」
は
肝
煎
等
か
ら
す
る
五
人

組
頭
等
へ
の
使
役
。
御
用
捨
被
成
遣
候
様
…
奉
願
上
候
「
御
用
捨

可
被
成
遣
候
」
の
「
可
」
を
弱
め
る
言
い
方
。「
被
」
は
「
成
遣
」

に
つ
い
て
、
肝
煎
等
か
ら
の
大
庄
屋
へ
の
敬
意
を
表
わ
す
。「
遣
」

は
補
助
動
詞
的
に
用
い
、「
成
」
に
つ
い
て
（
大
庄
屋
が
）
尊
大

な
気
持
ち
を
こ
め
て
、（
五
人
組
頭
等
に
）「
…
し
て
や
る
」
の
意

を
表
わ
す
。「
被
成
遣
」
は
「
御
用
捨
」
に
付
く
補
助
動
詞
。「
奉
」

は
、「
願
上
」
に
付
く
補
助
動
詞
。

　

こ
れ
は
う
っ
か
り
と
し
た
出
来
事
で
す
。
天
田
組
の
南
に
隣
接

す
る
南
谷
組
で
、
使
い
の
者
が
御
用
物
で
あ
る
絵
図
を
落
と
し
て

し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
す
。
落
と
し
た
と
思
わ
れ
る
道
筋
で
、
こ

れ
を
拾
っ
た
者
が
い
な
い
か
ど
う
か
天
田
組
で
も
村
々
に
問
い
合

わ
せ
、
そ
の
回
答
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
落
と
し
物
の
探
索
の

手
順
が
分
か
り
ま
す
。

　

で
、落
と
し
た
御
用
物
の
絵
図
は
見
つ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

見
付
か
ら
な
か
っ
た
場
合
、
使
い
の
者
は
ど
う
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

８ 

御
用
物
、
使
い
の
者
取
り
落
と
し
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（
端
裏
書
）

①
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〔
釈
文
〕

（
端
裏
書
）

「　
　
　
　
　

尤
絵
圖
之
義
也

當
辰
四
月

南
谷
組
ニ
而
御
用
物
、
使
之
者
取
落

②
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候
ニ
付
、
拾
候
者
有
之
候
ハ
ヽ
申
出
候
様

村
々
へ
相
通
候
處
、
拾
候
者
無
之
段　
　

當
組
村
々
断
書
」

①　
　
　

口
上
覚

一
南
谷
組
風
呂
敷
包
、
南
塩
屋
より
上
野
迠
ニ

　

拾
ひ
候
者
有
之
候
哉
、
村
中
相
調
べ
有
無
共

　

書
付
差
出
候
様
、
御
返
㕝
之
趣
奉
承
知
候
、

　

②
當
村
之
内
相
調
べ
申
候
處
、
拾
ひ
候
者
無

　

御
座
候
、
仍
之
書
附
差
上
申
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ま
の
瀬
庄
屋

　
　
　
　
　

辰
四
月　
　
　
　
　

理
左
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸
又
次
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
し
五
一
九
）

〔
読
み
下
し
文
〕

（
端
裏
書
）

「　
　
　
　
　

尤も
っ
とも
絵
図
之の

義
也

当
辰
四
月

南
谷
組
に
て
（
而
）
御
用
物
、
使
い
之
者
取
り
落
し

候
に
付
き
、
拾
い
候
者
之こ
れ
有
り
候そ
う
らは
ば
（
ハ
ヽ
）
申
し
出
で
候
様

村
々
へ
相
通
し
候
処
、
拾
い
候
者
之
無
き
段　
　

当
組
村
々
断
り
書
き
」

①　
　
　

口
上
覚
え
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一ひ
と
つ南
谷
組
風
呂
敷
包
み
、
南
塩
屋
よ
り
（
より
）
上
野
迄
に

　

拾
い
候
者
之こ
れ
有
り
候
哉や

、
村
中
相
調
べ
有
無
共

　

書
き
付
け
差
し
出
し
候
様
、
御
返
事
之の

趣
承
知
奉
り
候
、

　

②
当
村
之
内
相
調
べ
申
し
候
処
、
拾
い
候
者

　

御
座
無
く
候
、
之こ
れ
に
仍よ

り
書
き
附
け
差
し
上
げ
申
し
候
、
以
上

〔
文
意
例
〕

（
端
裏
書
）

「　
　
　
　
　

も
っ
と
も
絵
図
の
こ
と
で
あ
る
。

当
辰
年
四
月

南
谷
組
で
（
藩
）
御
用
の
品
物
を
使
い
の
者
が
（
道
中
に
）
取
り
落
と
し

た
の
で
、（
そ
れ
を
）
拾
っ
た
者
が
い
た
な
ら
ば
申
し
出
る
よ
う
に

村
々
へ
通
達
し
た
と
こ
ろ
、
拾
っ
た
者
は
い
な
い
と
い
う
一
件
（
に
つ
い
て
）　

当
組
村
々
（
か
ら
届
い
た
）
断
り
書
き
（
在
中
）」

①　
　
　

口
上
覚
え
書
き

一
南
谷
組
の
（
者
が
落
と
し
た
）
風
呂
敷
包
み
に
つ
い
て
、
南
塩
屋
か
ら
上
野
ま
で
の
間
で

　

拾
っ
た
者
が
あ
る
か
ど
う
か
、
村
中
（
の
者
）
を
調
べ
有
無
と
も

　

書
き
付
け
（
を
）
差
し
出
す
よ
う
（
と
の
大
庄
屋
か
ら
の
ご
通
知
に
つ
い
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
返
事
の
（
を
い
た
す
）
こ
と
に
つ
い
て
は
承
知
い
た
し
ま
し
た
。

　

②
当
村
の
内
を
調
べ
申
し
ま
し
た
と
こ
ろ
拾
っ
た
者
は

　

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
こ
と
で
書
き
附
け
を
差
し
上
げ
申
し
ま
す
。
以
上
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〔
語
意
・
語
法
〕

（
端
裏
書
）
尤
絵
図�

「
尤
」
と
し
た
の
は
、
当
初
大
庄
屋
自
身
も

落
と
し
た
物
が
何
か
を
知
ら
ず
、
後
日
分
か
っ
た
時
点
で
書
き
加

え
た
た
め
か
。
義
也
「
義
（
儀
）」
は
、「
こ
と
」。
南
谷
組�

天
田

組
の
南
か
ら
東
方
の
切
目
川
上
流
に
か
け
て
（
御
坊
市
・
印い

南な
み

町ち
ょ
う）。
有
之
「
之
」
は
強
調
。
候
ハ
ヽ
「（
候さ
ぶ
らう
）
候さ
う
らふ
」
の
未
然

形
「
候さ
う
らは
」
に
、接
続
助
詞
「
ヽ
（
ば
）」
を
加
え
た
表
現
。「
ば
」

は
、
活
用
語
の
未
然
形
に
付
い
て
、
順
接
の
仮
定
条
件
を
表
わ
す
。

…
な
ら
ば
。
相
通
「
相
」
は
、
語
調
を
整
え
た
り
、
語
勢
を
添
え

た
り
す
る
。
無
之
段
「
之
」
は
強
調
。「
段
」
は
「
こ
と
」。「
…

の
こ
と
」
を
意
味
す
る
語
の
中
で
、最
も
広
範
囲
を
代
用
す
る
語
。

こ
こ
で
は
、
村
々
か
ら
の
す
べ
て
の
回
答
か
。
當
組�
大
庄
屋
瀬

戸
氏
が
統
轄
す
る
天
田
組
。

①
口
上
覚
「
口
上
」
は
、「
口
上
書
き
」（
口
頭
で
述
べ
る
こ
と
を

文
章
に
記
し
た
も
の
）
の
略
。
た
だ
、
近
世
に
は
口
上
で
は
な
く

文
書
が
重
要
に
な
り
、
表
題
に
は
か
つ
て
の
名
残
と
し
て
、
形
式

的
に「
口
上
」の
文
言
が
付
け
足
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。「
覚
」

は
、
覚
え
書
き
。
一
「
一
」
は
、「
ひ
と
つ
書
き
」
と
い
い
、
箇

条
書
き
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
置
く
。
南
塩
屋
より
上
野�

風
呂
敷
包

み
を
落
と
し
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
南
谷
組
の
区
間
。
南
塩
屋

（
御
坊
市
塩
屋
町ち
ょ
う南
塩
屋
）
か
ら
熊
野
街
道
を
南
へ
野の

島し
ま
村
（
御

坊
市
名な

田だ

町ち
ょ
う野
島
）
を
は
さ
ん
で
上
野
（
御
坊
市
名
田
町
上
野
）。

候
哉
「
哉
」
は
、
疑
問
の
意
を
表
わ
す
。
書
付
差
出
候
様
、
御
返

㕝
之
趣
奉
承
知
候�

こ
こ
は
、
文
章
表
現
に
問
題
が
あ
る
。「
書
付

差
出
候
様
」
と
「
御
返
㕝
」
が
つ
な
が
ら
ず
、
さ
ら
に
、「
書
付

差
出
」
は
「
御
返
㕝
」
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、「
返
事
」
は
そ

れ
ほ
ど
使
わ
れ
る
語
で
は
な
く
、
平
百
姓
同
士
、
あ
る
い
は
大
庄

屋
同
士
で
淡
々
と
用
い
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。こ
こ
も
た
と
え
ば
、

「
書
付
差
出
候
と
の
趣
奉
承
知
候
」
か
、「
書
付
差
出
候
様
被
申
聞

候
ニ
付
奉
承
知
候
」
と
す
る
な
ら
ば
意
味
は
と
り
や
す
い
。
御
返

㕝
之
趣
「
趣
」
は
、
同
じ
「
こ
と
」
で
も
、
あ
る
方
向
に
向
か
っ

て
い
く
意
味
。
奉
承
知
「
奉
」
は
補
助
動
詞
と
し
て
用
い
る
。
動

詞
（「
承
知
」）
に
付
い
て
、
そ
の
動
作
の
対
象
（
大
庄
屋
）
を
敬

う
謙
譲
表
現
を
作
る
。
…
申
し
上
げ
る
。

②
調
べ
申
「
申
」
は
補
助
動
詞
。
動
詞
の
連
用
形
（「
調
べ
」）
に

付
い
て
、相
手
（
大
庄
屋
）
に
対
し
話
者
（
浜
瀬
庄
屋
）
が
改
ま
っ

た
気
持
ち
で
丁
寧
に
、
ま
た
、
堅
苦
し
く
言
う
の
に
用
い
る
。
差
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９　

外
方
に
て
は
、
は
ぎ
と
申
し
立
つ
可
く
候

　

奉
公
人
の
話
で
す
。
北
塩
屋
浦
の
医
師
羽は

山や
ま
大
学
が
、
け
い

0

0

と

い
う
女
性
に
年
季
奉
公
を
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ま
だ

年
季
が
明
け
な
い
う
ち
に
、け
い

0

0

の
請
け
人（
し
三
六
一

−
三

−
二
）

で
同
浦
の
煮
売
船
商
人
茂
助
が
自
分
の
所
で
働
か
せ
た
の
で
す
。

　

大
学
の
訴
え
に
よ
り
、
け
い

0

0

を
戻
す
よ
う
商
人
茂
助
に
達
し
が

あ
り
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
と
し
て
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）

商
人
茂
助
が
提
出
し
た
の
が
こ
の
「
御
答
」
で
す
。
宛
先
は
大
庄

屋
瀬
戸
又
次
郎
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、③
⑧
に
「
仰
聞
」
と
あ
り
、

「
仰
聞
」
は
勘
定
奉
行
あ
る
い
は
老
中
に
対
し
て
使
う
語
で
す
か

ら
、
商
人
茂
助
は
評
定
所
で
「
不
埒
」
で
あ
る
と
「
仰
聞
」
か
さ

れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
続
く
「
奉
畏
」
と
い
う
表
現
も
、

評
定
所
か
ら
の
「
仰
聞
」
に
対
応
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

の
「
御
答
」
も
大
庄
屋
を
通
じ
評
定
所
に
宛
て
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

た
だ
こ
の
茂
助
、
商
人
と
い
っ
て
も
ま
と
も
な
人
物
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。評
定
所
か
ら
の
達
し
で
も
ふ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
が
、

「
は
ぎ
」（
追
い
剝
ぎ
）
と
い
う
世
評
を
否
定
し
て
い
な
い
の
で
す

か
ら
。
大
学
の
願
い
書
き
（
し
三
六
一

−

一
）
で
も
、
商
人
茂
助

を
か
な
り
の
「
不
行
状
之
者
」
と
し
て
描
い
て
い
ま
す
。

　
「
御
答
」
で
も
、
商
人
茂
助
が
認
め
て
い
る
の
は
け
い

0

0

を
働
か

せ
て
い
た
と
い
う
事
実
だ
け
で
、
自
分
に
非
が
あ
っ
た
と
は
書
い

て
い
ま
せ
ん
。「
奉
恐
入
」「
不
調
法
」「
御
用
捨
被
下
」
な
ど
の

謝
罪
の
言
葉
も
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
表
題
は「
御
詫
び
」

で
な
く
「
御
答
」
で
す
し
、
③
「
仰
聞
」
に
対
し
て
も
「
承
智
」

で
す
。
問
題
は
け
い

0

0

に
あ
り
、
④
「
私
共
より
誘
出
し
候
儀
ニ
而
も

無
御
坐
」
⑤
「
如
何
存
候
哉
只
今
之
仕
義
ニ
相
成
」
⑥
「
右
女
之

義
ニ
付
色
々
入
組
御
座
候
」
と
い
う
の
で
す
。
そ
の
上
で
、⑦
「
い

ケ
躰
之
儀
申
掛
ケ
候
共
尚
又
病
・
煩
等
出
来
候
共
、
私
共
者
不
存

申
候
間
」
⑧
「
此
段
大
学
方
ニ
承
智
致
候
ハ
ヽ
右
女
何
時
ニ
而
も

呼
寄
一
旦
手
渡
し
可
仕
候
」
と
、
け
い

0

0

に
ま
と
も
な
仕
事
を
さ
せ

上
申
「
申
」
は
「
差
上
」
に
付
く
補
助
動
詞
。
は
ま
の
瀬�

日
高

郡
天
田
組
濱
ノ
瀬
村
（
美
浜
町
濱
ノ
瀬
）。



－ 95 －

①

③

②
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④
⑥

⑤
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⑦

⑧
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⑨
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〔
釈
文
〕

①　
　
　

乍
恐
奉
御
答
申
上
候
口
上

一
當
浦
ニ
出
療
治
仕
御
坐
候
羽
山
大
学
方
ニ

　

年
切
奉
公
仕
居
候
、
豊
後
ノ
国
府
内
産
伴

（
三
省
）

　

之
者
と
申
醫
師
ノ
忰
け
い
と
申
も
の
、

　

②
大
学
方
江
奉
公
年
限
中
私
方
へ
抱
込
候
と
の

　

申
立
ニ
而
、
③
私
共
を
相
手
取
願
出
候
品
ニ
付
出

　

願
書
御
讀
聞
被
下
、
右
ハ
他
人
之
召
抱
候
も
の

て
い
た
は
ず
も
な
く
、た
だ
責
任
逃
れ
で
通
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
評
定
所
に
対
す
る
「
御
答
」
の
姿
勢
な
の
で
す
か
ら
、
場

慣
れ
し
て
い
る
と
い
う
の
か
、
こ
の
よ
う
な
経
験
が
何
度
も
あ
っ

て
、
ど
の
辺
り
ま
で
な
ら
強
気
で
済
ま
せ
ら
れ
る
と
い
う
判
断
が

出
来
る
の
で
し
ょ
う
。

　

商
人
茂
助
の
傲
慢
な
姿
勢
は
文
中
の
言
葉
遣
い
に
も
あ
ら
わ
れ

て
い
ま
す
。
自
分
の
行
為
に
、へ
り
下
っ
た
意
味
の
「
仕
」
を
使
っ

て
い
る
の
は
わ
ず
か
二
か
所
、⑥
「
商
内
仕
」
⑧
「
手
渡
し
可
仕
」

だ
け
な
の
で
す
。
同
じ
く
へ
り
下
っ
た
「
致
」
は
大
学
に
対
し
て
、

「
大
学
方
ニ
承
智
致
」
と
あ
る
だ
け
で
す
。
た
だ
、「
御
答
」
は
商

人
茂
助
が
書
い
た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
が
、
言
葉
の
間
違
い
は
み

ら
れ
ま
せ
ん
。悪
賢
い
人
物
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
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年
季
明
キ
不
申
内
容
易
ニ
呼
寄
氣
随
ニ

　

召
遣
候
段
不
埒
ニ
付
、
早
々
大
学
方
へ
相
返
し

　

候
様
被
仰
聞
之
趣
承
智
奉
畏
候
、
④
右
者

　

㝡
初
私
共
より
誘
出
し
候
儀
ニ
而
も
無
御
坐
、

　

前
段
け
い
義
私
方
へ
罷
越
奉
公
辛
棒
仕

　

兼
候
旨
申
ニ
付
、
⑤
右
ハ
先
方
手
支
候
事
ニ
候
得
者
、

　

先
ツ
立
帰
り
年
季
相
勤
可
然
段
再
三
申

　

聞
候
得
共
、
如
何
存
候
哉
只
今
之
仕
義
ニ
相
成
、
當
時

　

ニ
而
ハ
海
士
郡
日
方
浦
ニ
奉
公
仕
罷
居
申
候
、
猶
又

　

右
女
之
義
ニ
付
色
々
入
組
御
座
候
得
共
、
⑥
私
共
義

　

當
浦
湊
内
ニ
而
他
所
舟
等
へ

賣
躰
之
商
内

　

仕
義
ニ
付
、
定
而
外
方
ニ
而
ハ
は
ぎ
と
可
申
立
候

　

儀
ニ
付
、
此
上
之
申
分
ハ
無
御
坐
候
得
共
、
⑦
此
後

　

万
一
右
女
之
親
元
ハ
勿
論
外
々
より
い
ケ
躰
之
儀

　

申
掛
ケ
候
共
尚
又
病
・
煩
等
出
来
候
共
、
私
共
者

　

不
存
申
候
間
、
⑧
此
段
大
学
方
ニ
承
智
致
候
ハ
ヽ

　

右
女
何
時
ニ
而
も
呼
寄
一
旦
手
渡
し
可
仕
候
間
、
此
段

　

乍
恐
同
人
江
宜
敷
被
仰
聞
被
下
候
様
奉

　

願
上
候
、
依
之
御
答
申
上
候
、
以
上



－ 101 －

　
　
　
　

文
久
三
年
亥
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
塩
屋
浦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
助
㊞

⑨
右
之
通
書
附
出
候
ニ
付
差
上
申
候
、
宜

御
取
扱
被
成
下
候
様
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
浦
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
助
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
浦
肝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
助
㊞

　
　
　
　
　
　

瀬
戸
又
次
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
し
三
六
一

−
二
）

〔
読
み
下
し
文
〕

①　
　
　

恐
れ
乍な
が
ら
御
答
え
申
し
上
げ
奉
り
候
口
上

一ひ
と
つ当
浦
に
出で

療り
ょ
う
治じ

仕
り
御
座
候
羽は

山や
ま
大
学
方
に

　

年ね
ん
き
り
ぼ
う
こ
う

切
奉
公
仕
り
居
り
候
、
豊ぶ
ん
後ご

の
国く
に
、
府ふ

内な
い
産さ
ん
、
伴

　

三
省
と
申
す
医
師
の
忰
け
い

0

0

と
申
す
も
の
、

　

②
大
学
方
へ
（
え
・
江
）
奉
公
年
限
中
私
方
へ
抱
え
込
み
候
と
の

　

申
し
立
て
に
て
（
而
）、
③
私
共
を
相
手
取
り
願
い
出
で
候
品
に
付
き
出

　

願
書
き
御
読
み
聞
け
下
さ
れ
（
被れ
レ
下
く
だ（
さ
））、
右
は
他
人
之の

召
し
抱
え
候
も
の

　

年
季
明
き
申
さ
ざ
（
不ざ

）
る
内
容
易
に
呼
び
寄
せ
気き

随ず
い

に

　

召
し
遣
い
候
段
不ふ

埒ら
ち
に
付
き
、
早
々
大
学
方
へ
相
返
し
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候
様
仰
せ
聞
け
ら
れ
（
被ら
れ

二

仰
お
お（
せ
）聞き（
け
）一
））
之
趣
承
智
（
承
知
）
畏か
し
こみ
奉
り
候
、
④
右
は
（
者
）

　

最
初
私
共
よ
り
（
より
）
誘
い
出
し
候
儀
に
て
も
御
座
無
く
、

　

前
段
け
い

0

0

義
私
方
へ
罷ま
か
り
越
し
奉
公
辛
棒
（
辛
抱
）
し

　

か
ね
（
仕
兼
）
候
旨
申
す
に
付
き
、
⑤
右
は
先
方
手て

支づ
か
え
候
事
に
候
ら
え
ば
（
得
者
）、

　

先
ず
（
づ
・
ツ
）
立
ち
帰
り
年
季
相
勤
め
然
る
可
き
段
再
三
申
し

　

聞
け
候
ら
え
共ど
も
、
如
何
存
じ
候
哉や

只
今
之
仕し

儀ぎ

に
相
成
り
、
当
時

　
`

に
て
は
海あ

士ま

郡ぐ
ん
日ひ

方か
た
浦
に
奉
公
仕
り
罷
り
居
り
申
し
候
、
猶な
お

又ま
た

　

右
女
之
義
に
付
き
色
々
入
り
組
み
御
座
候
ら
え
共
、
⑥
私
共
義

　

当
浦
湊
内
に
て
他よ

所そ

舟ぶ
ね
等
へ
煎に

（
煮
）
売
り
体て
い
之
商あ
き

内な
い

　

仕
る
義
に
付
き
、
定
め
て
外そ
と
方か
た
に
て
は
は0

ぎ0

（
剥
ぎ
）
と
申
し
立
つ
可
く
候

　

儀
に
付
き
、
此
上
之
申
し
分
は
御
座
無
く
候
え
共
、
⑦
此
後

　

万
一
右
女
之
親
元
は
勿も
ち

論ろ
ん

外ほ
か
々ほ
か
よ
り
如い

何か

（
い
ケ
）
体
之
儀

　

申
し
掛
け
候
共と
も

尚な
お
又ま
た
病
・
煩
い
等
出
し
ゅ
っ
来た
い
候
共
、
私
共
は

　

存
じ
申
さ
ず
（
不ず

）
候
間
、
⑧
此
段
大
学
方
に
承
智
致
し
候
は
ば
（
ハ
ヽ
）

　

右
女
何な
ん
時と
き
に
て
も
呼
び
寄
せ
一
旦
手
渡
し
仕
る
可
く
候
間
、
此
段

　

恐
れ
乍
ら
同
人
へ
宜よ
ろ
し
（
敷
）
く
仰
せ
聞
け
ら
れ
下
さ
れ
候
様

　

願
い
上
げ
奉
り
候
、
之こ
れ
に
依よ

り
御
答
え
申
し
上
げ
候
、
以
上

⑨
右
之の

通
り
書
き
附
け
出い
だ
し
候
に
付
き
差
し
上
げ
申
し
候
、
宜よ
ろ
し
く

御
取
り
扱
い
成
し
下
さ
れ
（
被れ
二
成
な（
し
）下く
だ（
さ
）

一
）
候
様
願
い
上
げ
奉
り
候
、
以
上
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〔
文
意
例
〕

①　
　
　

恐
れ
な
が
ら
御
答
え
申
し
上
げ
ま
す
口
上
書
き

一
当
浦
で
「
出
療
治
」
を
い
た
し
て
い
ま
す
羽
山
大
学
方
で

　
「
年
切
奉
公
」
い
た
し
て
お
り
ま
す
（
け
い

0

0

と
申
す
者
）、
豊
後
の
国
、
府
内
生
ま
れ
の
伴

　

三
省
と
申
す
医
師
の
娘
で
け
い

0

0

と
申
す
者
（
が
お
り
ま
す
。
こ
の
者
）
を
、

　

②
大
学
方
へ
の
奉
公
年
限
中
に
私
方
へ
「
抱
込
」
ん
だ
と
の

　
（
大
学
方
か
ら
の
）
申
し
立
て
で
す
。
③
私
共
を
相
手
取
り
願
い
出
で
た
理
由
に
つ
い
て
（
大
学
方
か
ら
の
）
出

　

願
書
き
を
（
評
定
所
が
）
お
読
み
聞
か
せ
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
こ
れ
は
他
人
（
大
学
方
）
が
召
し
抱
え
た
者
（
け
い

0

0

）
を

　

年
季
が
明
け
な
い
う
ち
に
安
易
に
呼
び
寄
せ
気
ま
ま
に

　

召
し
使
っ
た
件
は
不
埒
な
の
で
、
早
々
大
学
方
へ
（
け
い

0

0

を
）
戻
す

　

よ
う
」
仰
せ
聞
か
さ
れ
た
事
柄
に
つ
い
て
、「
承
智
（
知
）」、
つ
つ
し
ん
で
お
受
け
し
ま
す
。
④
右
の
件
は

　

最
初
私
共
よ
り
誘
い
出
し
た
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

前
述
の
け
い

0

0

の
こ
と
で
す
が
、
私
方
へ
や
っ
て
来
て
（
大
学
方
で
の
）
奉
公
が
辛
抱
し

　

か
ね
る
と
い
う
こ
と
を
申
し
ま
し
た
。
⑤
そ
う
は
い
っ
て
も
（
奉
公
を
や
め
た
り
し
た
な
ら
ば
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

先
方
（
大
学
方
）
に
と
っ
て
差
し
支
え
る
こ
と
な
の
だ
か
ら
、

　

先
ず
（
大
学
方
へ
）
立
ち
戻
り
年
季
を
勤
め
る
の
が
当
然
で
あ
る
と
再
三
申
し

　

聞
か
せ
た
の
で
す
が
、
ど
う
思
っ
た
の
か
今
の
結
果
に
な
り
、
現
在

　

で
は
海
士
郡
日
方
浦
（
の
茂
助
の
店
）
に
奉
公
い
た
し
居
り
申
し
ま
す
。
な
お
ま
た
、

　

こ
の
女
の
こ
と
に
つ
い
て
は
色
々
入
り
組
ん
だ
こ
と
が
御
座
い
ま
す
。
⑥
私
共
は
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当
浦
の
湊
内
で
他
所
舟
等
に
（
向
け
た
）
煮
売
り
船
の
よ
う
な
商
い
を

　

い
た
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
お
そ
ら
く
回
り
で
は
「
は
ぎ
」
と
言
い
立
て
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
以
上
の
申
し
分
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
⑦
今
後

　

も
し
右
女
の
親
元
は
も
ち
ろ
ん
、（
大
学
方
等
）
別
の
所
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

　
`

申
し
か
け
て
来
よ
う
と
も
、
さ
ら
に
ま
た
病
・
煩
い
が
発
症
し
よ
う
と
も
、
私
共
は

　

存
じ
申
し
ま
せ
ん
（
責
任
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
⑧
こ
の
こ
と
（
茂
助
の
言
い
分
）
を
大
学
方
が
承
知
い
た
す
の
な
ら
ば

　

右
女
は
何
時
に
て
も
呼
び
寄
せ
い
っ
た
ん
手
渡
し
い
た
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

　

恐
れ
な
が
ら
同
人
（
大
学
）
へ
よ
ろ
し
く
仰
せ
聞
か
せ
下
さ
い
ま
す
よ
う

　

願
い
上
げ
申
し
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。
以
上

⑨
右
の
通
り
書
付
を
出
し
ま
し
た
の
で
差
し
上
げ
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
取
り
扱
い
下
さ
い
ま
す
よ
う
願
い
上
げ
申
し
ま
す
。
以
上

〔
語
意
・
語
法
〕

①
乍
恐�

願
い
出
の
際
の
定
型
句
。
恐
れ
多
い
こ
と
で
す
が
。
奉

御
答
申
上
「
奉
畏
」
や
「
奉
誤
申
」
と
し
て
詫
び
て
い
る
の
で
な

く
、「
御
答
申
上
」
で
自
分
の
主
張
を
述
べ
て
い
る
だ
け
。「
奉
」

は
補
助
動
詞
と
し
て
用
い
る
。
動
詞
（「
申
上
」）
に
付
い
て
、
そ

の
動
作
の
対
象
（
評
定
所
）
を
敬
う
謙
譲
表
現
を
作
る
。
…
申
し

上
げ
る
。「
申
上
」は
他
動
詞
。
目
上
の
人（
評
定
所
）に
対
し
て
、

（
茂
助
が
）
あ
る
行
為
を
す
る
。
多
く
、「
お
」
や
「
御
」
の
付
い

た
自
分
の
行
為
を
表
わ
す
体
言
（「
御
答
」）
の
下
に
付
け
て
、
そ

の
行
為
の
対
象
を
敬
う
。
口
上
「
口
上
書
き
」
の
略
。
近
世
に
は

口
上
で
は
な
く
文
書
が
重
要
に
な
り
、
形
式
的
に
「
口
上
」
の
文

言
が
付
け
足
さ
れ
て
い
る
。
一
「
ひ
と
つ
書
き
」
と
い
い
、
箇
条

書
き
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
置
く
。
當
浦
ニ
出
療
治
仕
御
坐
候
羽
山
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大
学
方
ニ
年
切
奉
公
仕
居
候
「
忰
け
い
」
に
か
か
る
。
だ
が
、
た

だ
の
修
飾
で
は
な
い
。
恐
ら
く
は
合
法
的
出
稼
ぎ
の
た
め
に
け
い

0

0

の
宗
門
改
を
大
学
方
に
も
置
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、

文
頭
を
大
学
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
。
出
療
治
仕
御
坐
候

「
出
療
治
」
は
、
患
者
の
所
へ
出
向
い
て
治
療
す
る
こ
と
。
往
診
。

「
仕
」
は
、
補
助
動
詞
。
動
作
性
の
名
詞
（「
出
療
治
」）
に
付
き
、

話
し
手
（
茂
助
）
が
聞
き
手
（
評
定
所
）
に
対
し
て
へ
り
く
だ
る

自
卑
・
丁
重
の
表
現
と
し
て
「（
物
事
を
）
す
る
・
な
す
」
の
意

に
用
い
る
。「
御
坐
（
座
）」
の
付
い
た
「
出
療
治
仕
御
坐
候
」
の

方
が
、「
御
坐
」
の
な
い
「
出
療
治
仕
候
」
よ
り
て
い
ね
い
。
羽

山
大
学
方
「
方
」
は
語
素
。
あ
る
一
方
の
側
、
ま
た
そ
れ
に
属
す

る
人
た
ち
を
表
わ
す
。
年
切
奉
公
仕
居
「
年
切
奉
公
」
は
「
年
季

奉
公
」
の
こ
と
。
年
季
を
定
め
て
す
る
奉
公
。
年
季
勤
め
。「
仕
」

は
「
年
切
奉
公
」
に
付
く
補
助
動
詞
。「
居
」
は
、
補
助
動
詞
と

し
て
用
い
ら
れ
る
。
動
作
、作
用
、状
態
の
継
続
、進
行
を
表
わ
す
。

動
詞
の
連
用
形
（「
仕
」）
に
付
く
。
多
く
、
自
分
の
言
動
を
卑
下

し
た
り
、
他
人
の
言
動
を
さ
げ
す
ん
だ
り
、
ま
た
は
、
軽
視
で
き

る
も
の
の
作
用
、
状
態
に
つ
い
て
表
現
し
た
り
す
る
と
き
に
用
い

ら
れ
る
。
豊
後
ノ
国
府
内
産
「
伴
三
省
」（
大
学
の
願
い
書
き
に

あ
る
「
三
省
」
を
ど
の
時
点
で
か
「
之
者
」
と
読
み
違
え
た
ら
し

い
）
に
か
か
る
。「
豊
後
ノ
国
」
は
、
大
分
県
に
含
ま
れ
る
。「
府

内
」
は
、
大
分
市
の
旧
称
。
奈
良
時
代
、
豊
後
国
の
国
府
の
所
在

地
。
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
改
称
。
忰
け
い
「
忰
」
は
、
子

ど
も
や
年
齢
の
若
い
者
を
さ
し
て
卑
し
め
て
い
う
語
。
男
女
と
も

に
「
忰
」
を
使
う
。
け
い

0

0

は
こ
の
時
十
五
歳
（
し
三
六
一

−

一
）。

②
抱
込�

お
も
に
自
分
が
使
用
す
る
も
の
と
し
て
、
自
分
の
領
域

内
に
持
ち
こ
む
。
申
立�

こ
こ
ま
で
の
全
文
「
當
浦
ニ
…
抱
込
候

と
の
」
が
「
申
立
」
に
か
か
る
。「
申
立
」
は
、
取
り
立
て
て
言

う
こ
と
。
強
調
し
て
言
う
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
言
い
分
。
官
府
や

上
長
に
対
し
て
、
ま
た
、
会
議
な
ど
で
願
い
や
意
見
を
上
申
す
る

こ
と
。
主
張
。

③
私
共
「
共
」
は
自
称
の
代
名
詞
、
ま
た
は
自
分
の
身
内
の
者
を

表
わ
す
名
詞
に
付
け
て
、
単
数
・
複
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
謙
遜
し

た
表
現
と
し
て
用
い
る
。
願
出
候
品「
願
出
」は
前
年
十
二
月（
し

三
六
一

−

一
）。「
品
」は
、理
由
。
わ
け
。
御
讀
聞
被
下�「
御
讀
聞
」

は
評
定
所
が
。「
被
」は
、茂
助
の
藩
へ
の
敬
意
を
表
わ
す
助
動
詞
。

「
被
下
」
は
「
御
讀
聞
」
に
つ
く
補
助
動
詞
。
右
ハ
…
相
返
し
候

様�

評
定
所
が
「
仰
聞
」
か
せ
た
内
容
。
右
ハ
「
右
」
は
「
出
願
書
」。
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他
人�

大
学
。
不
申
「
申
」
は
補
助
動
詞
。
動
詞
の
連
用
形
（「
明

キ
」）
に
付
い
て
（
明
キ
申
）、
相
手
（
茂
助
）
に
対
し
話
者
（
評

定
所
）
が
改
ま
っ
た
気
持
ち
で
丁
寧
に
、
ま
た
、
堅
苦
し
く
言
う

の
に
用
い
る
。
氣
随�

自
分
の
気
持
、
気
分
の
ま
ま
に
ふ
る
ま
う

こ
と
。ま
た
、そ
の
さ
ま
。気
ま
ま
。召
遣
候
段「
段
」は「
こ
と
」。「
…

の
こ
と
」
を
意
味
す
る
語
の
中
で
、
最
も
広
範
囲
を
代
用
す
る
語
。

こ
こ
で
は
、
茂
助
に
よ
る
け
い

0

0

を
召
し
使
っ
た
件
す
べ
て
。
表
現

と
し
て
は
、「
右
ハ
他
人
之
」
以
下
、「
段
」
ま
で
。
相
返
し
「
相
」
は
、

語
調
を
整
え
た
り
、
語
勢
を
添
え
た
り
す
る
接
頭
語
。
被
仰
聞
之

趣
「
仰
聞
」
は
勘
定
奉
行
あ
る
い
は
老
中
に
対
し
て
使
う
語
だ
か

ら
、
こ
こ
で
の
使
い
方
が
正
し
い
の
だ
と
す
れ
ば
、
茂
助
は
評
定

所
で
「
仰
聞
」
か
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。「
被
」
は
、
茂
助
の
、
評

定
所
に
対
す
る
敬
語
。「
仰
聞
」も
敬
語
で
、二
重
の
敬
語
。「
趣
」は
、

同
じ
「
こ
と
」
で
も
、
あ
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
く
意
味
。
承
智

奉
畏
「
承
智
（
知
）」
と
い
う
表
現
は
、書
状
の
返
書
に
「
承
知
仕
」

等
と
使
わ
れ
て
い
る
も
の
は
数
多
く
あ
る
。
へ
り
く
だ
る
意
味
合

い
が
弱
い
の
か
、
藩
か
ら
の
命
令
に
対
し
て
「
奉
承
知
」
と
し
た

事
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
わ
ず
か
一
例
が
本
書
第
二
項
。
ま
し
て

や
、「
承
智
（
知
）
奉
畏
」
は
、「
承
知
仕
奉
畏
」
で
も
な
く
「
承

知
」
が
単
独
で
使
わ
れ
て
い
て
、
謙
虚
さ
に
欠
け
る
表
現
に
思
え
、

藩
か
ら
の
命
令
に
対
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
は
他
に
事
例
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
な
い
。「
奉
」
は
補
助
動
詞
と
し
て
用
い
る
。
動
詞

（「
畏
」）
に
付
い
て
、
そ
の
動
作
の
対
象
（
評
定
所
）
を
敬
う
謙
譲

表
現
を
作
る
。
…
申
し
上
げ
る
。「
畏
」
は
、
つ
つ
し
ん
で
命
令

を
受
け
る
。
つ
つ
し
ん
で
承
諾
す
る
の
気
持
ち
を
表
わ
す
。

④
右
者�

右
の
件
。
誘
出
し
候
儀
「
儀
」
は
「
こ
と
」。
け
い
義
「
義

（
儀
）」
は
、
自
分
、
ま
た
は
自
分
の
側
を
示
す
名
詞
に
付
い
て

「
こ
と
」「
…
に
関
し
て
」
の
意
を
表
わ
す
。
謙
譲
の
意
を
添
え
る
。

罷
越
「
罷
」
は
そ
の
複
合
し
た
動
詞
（「
越
」）
に
、（
評
定
所
に

対
し
）へ
り
く
だ
り
丁
重
に
い
う
気
持
を
添
え
る
も
の
。「
越
」は
、

向
こ
う
へ
行
く
。
ま
た
、
こ
ち
ら
に
来
る
。
仕
兼
候
旨
「
兼
」
は

補
助
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
動
詞
の
連
用
形
（「
仕し

」）
に
付

い
て
、
…
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
…
し
よ
う
と
し
て
も
で

き
な
い
。「
旨
」
は
も
の
ご
と
の
意
味
・
内
容
。
趣
意
。
趣
旨
。

⑤
右
ハ�

全
体
に
「
右
」
が
多
い
「
口
上
」
な
の
だ
が
、
特
に
こ

の
「
右
ハ
」
は
そ
の
指
示
内
容
が
具
体
的
で
な
い
た
め
、「
奉
公

辛
棒
仕
兼
」
と
「
先
方
手
支
」
と
が
つ
な
が
ら
ず
、
か
え
っ
て
分

か
り
に
く
い
文
章
に
な
っ
て
い
る
。「
右
」
を
あ
え
て
考
え
る
な
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ら
ば
、「
奉
公
辛
棒
仕
兼
候
旨
申
」「
候
得
共
、
親
元
へ
戻
り
候
而

ハ
」
の
よ
う
な
こ
と
な
の
だ
ろ
う
が
。
手
支�

て
づ
か
え
る
こ
と
。

手
も
と
が
さ
し
つ
か
え
る
こ
と
。
順
序
や
手
順
が
狂
っ
て
支
障
が

起
こ
る
こ
と
。
候
得
者
「（
候さ
ぶ
らう
）
候さ
う
らふ
」
の
已
然
形
「
候さ
う
らへ
」
に
、

接
続
助
詞
「
ヽ
（
ば
）」
を
加
え
た
表
現
。「
ば
」
は
、
活
用
語
の

已
然
形
に
つ
い
て
、
順
接
の
確
定
条
件
を
表
わ
す
。
…
の
で
。
…

か
ら
。
先
ツ
立
帰
り
年
季
相
勤
可
然
段
「
段
」
は
「
先
ツ
立
帰
り

年
季
相
勤
可
然
」
な
の
だ
が
、
そ
れ
だ
け
な
ら
ば
「
段
」
と
す
る

ほ
ど
の
内
容
で
は
な
い
。そ
れ
を
あ
え
て「
段
」と
し
て
い
る
の
は
、

「
先
ツ
立
帰
り
年
季
相
勤
可
然
」
を
い
や
が
る
け
い

0

0

に
長
々
と
説

得
し
た
と
言
い
た
い
が
た
め
だ
ろ
う
。
候
得
共
「（
候さ
ぶ
らう
）
候さ
う
らふ
」

の
已
然
形
「
候さ
う
らへ
」
の
「
へ
」
に
当
て
字
「
得え

」
を
使
っ
た
も
の
。

「
共
」
は
接
続
助
詞
「
ど
も
」
の
当
て
字
。「
ど
も
」
は
、
活
用
語

の
已
然
形
を
受
け
る
。�

逆
接
の
確
定
条
件
を
表
わ
す
。
け
れ
ど

も
。
如
何
存
候
哉�

0け
い

0

0

に
責
任
を
転
嫁
し
て
い
る
。「
哉
」
は
、

疑
問
ま
た
は
反
語
の
意
を
表
わ
す
。仕
義�

事
の
な
り
ゆ
き
。有
様
。

経
過
。
実
情
。
ま
た
、
特
に
思
わ
し
く
な
い
結
果
。
始
末
。
日
方

浦�

名
草
郡
日
方
浦
（
海
南
市
日
方
）。
奉
公
仕
罷
居
申
候
「
仕
」

は
「
奉
公
」
に
付
く
補
助
動
詞
。「
居
」
は
「
仕
」
に
付
く
補
助

動
詞
。「
申
」
は
「
居
」
に
付
く
補
助
動
詞
。
入
組�

け
い

0

0

に
か
ん

し
て
入
り
組
ん
だ
事
情
が
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
茂
助
の
側
に
問

題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

⑥
他
所
舟�

他
所
の
湊
か
ら
や
っ
て
来
た
舟
。

賣
躰
「

賣
」

は
「
煎に

（
煮
）
売
船
」
の
こ
と
。
廻
船
の
出
入
の
多
い
港
湾
や
乗

合
船
な
ど
の
通
行
の
頻
繁
な
河
川
で
、
船
中
の
乗
客
・
船
員
を
相

手
に
飲
食
物
を
売
り
回
る
船
。
通
常
小
伝
馬
船
に
二
人
乗
り
、
船

内
に
か
ま
ど
を
設
け
、
餅
、
芋
、
で
ん
が
く
、
く
だ
も
の
な
ど
の

食
物
や
酒
を
売
る
。
売う
ろ

売う
ろ
船
。
く
ら
わ
ん
か
船
。「
躰
」
は
、
そ

の
よ
う
な
も
の
。
そ
の
よ
う
な
様
子
。
風
。
風
体
。
ふ
ぜ
い
。
商

内
仕
「
仕
」
は
「
商
内
」
に
付
く
補
助
動
詞
。
定
而�

推
量
文
に

用
い
る
。下
に
推
量
の
表
現
を
伴
う
。確
信
性
が
薄
い
。お
そ
ら
く
。

た
ぶ
ん
。は
ぎ�

追
い
剝
ぎ
の
略
。だ
と
す
れ
ば
、ま
と
も
に「

賣
」

を
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
可
申
立
「
可
」
は
話

者
（
茂
助
）
の
意
志
を
表
す
助
動
詞
。
こ
こ
で
は
弱
い
意
志
。
推

測
。
文
脈
に
よ
り
意
志
の
強
弱
の
度
合
い
が
異
な
る
。「
申
立
」は
、

取
り
立
て
て
申
し
あ
げ
る
。
強
調
し
て
申
す
。

⑦
外
々�
そ
の
場
所
以
外
の
別
々
の
所
。
い
ケ
躰
之
儀
申
掛
ケ
候

共
尚
又
病
・
煩
等
出
来
候
共�

そ
う
い
う
可
能
性
に
自
ら
言
及
し
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て
い
る
の
だ
か
ら
、
か
な
り
問
題
の
あ
る
商
売
に
従
事
さ
せ
て
い

た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。「
い
ケ
躰
」
は
、
ど
ん
な
様
子
。
ど
ん

な
体
。
い
か
よ
う
。
ど
の
よ
う
。
不
存
申
「
申
」
は
「
存
」
に
付

く
補
助
動
詞
。

⑧
此
段�

④
～
⑦
の
茂
助
の
言
い
分
。
大
学
方
ニ
承
智
致
候
ハ
ヽ

…
一
旦
手
渡
し
可
仕�
茂
助
の
主
張
を
認
め
る
、
つ
ま
り
、
茂
助

を
罪
に
問
わ
な
い
な
ら
ば
「
一
旦
」
返
す
（
こ
の
先
連
れ
戻
す
こ

と
も
あ
り
う
る
）
け
れ
ど
も
、
主
張
を
認
め
な
い
（
罪
に
問
う
）

な
ら
ば
返
さ
な
い
。「
致
」
は
補
助
動
詞
。
動
作
性
の
名
詞
、
主

と
し
て
漢
語
名
詞
（「
承
智
」）
に
付
き
（「
承
智
致
」）、話
し
手
（
茂

助
）
が
聞
き
手
に
対
し
て
へ
り
く
だ
る
自
卑
・
丁
重
の
表
現
と
し

て
、「（
物
事
を
）
す
る
・
な
す
」
の
意
に
用
い
る
。「
可
」
は
茂

助
の
意
志
。「
仕
」
は
「
手
渡
し
」
に
付
く
補
助
動
詞
。
候
ハ
ヽ

「（
候さ
ぶ
らう
）
候さ
う
らふ
」
の
未
然
形
「
候さ
う
らは
」
に
、接
続
助
詞
「
ヽ
（
ば
）」

を
加
え
た
表
現
。「
ば
」
は
、
活
用
語
の
未
然
形
に
付
い
て
、
順

接
の
仮
定
条
件
を
表
わ
す
。
…
な
ら
ば
。
被
仰
聞
被
下
候
様
奉
願

上
候
「
被
仰
聞
可
被
下
候
」
の
「
可
」
を
弱
め
る
た
め
の
言
い
方
。

「
被
」
は
い
ず
れ
も
藩
に
対
す
る
茂
助
の
敬
語
。「
被
下
」
は
「
被

仰
聞
」に
付
く
補
助
動
詞
。「
奉
」は
、「
願
上
」に
付
く
補
助
動
詞
。

文
久
三
年�

一
八
六
三
年
。
北
塩
屋
浦�

御
坊
市
塩
屋
町
北
塩
屋
。

⑨
差
上
申
「
申
」
は
「
差
上
」
に
付
く
補
助
動
詞
。
御
取
扱
被
成

下
候
様
奉
願
上
候
「
御
取
扱
可
被
成
下
候
」
の
「
可
」
を
弱
め
る

言
い
方
。「
被
」は
庄
屋
の
大
庄
屋
へ
の
敬
語
。「
被
成
下
」は「
御

取
扱
」
に
付
く
補
助
動
詞
。
肝

�

庄
屋
の
下
役
。

10　

隣
町
へ
使
い
に
出
で
帰
り
申
さ
ず

　

奉
公
人
の
二
つ
目
の
話
で
す
。
嶋
村
の
医
師
龍
神
李
軒
が
、
妹

を
大
坂
商
人
の
下
で
奉
公
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
母
親
の
看
病
の
た

め
に
呼
び
戻
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
返
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。
李
軒
の

隣
家
の
者
に
調
べ
に
行
か
せ
る
と
、
す
で
に
前
の
月
か
ら
行
方
不

明
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
願
い
書
き
に
は
、
李
軒
も
含
め
て
九
人
の
人
物
が
出
て
き

ま
す
。
そ
も
そ
も
近
世
の
文
章
は
、
主
格
（
主
語
）
が
は
っ
き
り

と
区
別
で
き
る
よ
う
な
書
き
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
特
に
こ
の
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②

①
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④

③

⑤
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⑥
⑧
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⑨
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⑩
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願
い
書
き
は
、
ひ
と
り
の
人
物
の
言
葉
の
中
に
別
の
人
物
の
言
葉

も
紛
れ
込
ま
せ
て
い
る
と
い
う
複
雑
な
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

②
母
の
「
忰
き
り
ニ
看
病
致
さ
せ
度
」、
⑥
余
人
の
「
未
タ
行

衛
相
知
不
申
」
は
文
章
が
短
い
た
め
容
易
に
理
解
で
き
ま
す
が
、

②
李
軒
の
い
う
、「
妹
き
り
…
連
帰
呉
候
様
」、
③
廻
船
乗
り
甚
吉

の
「
右
き
り
儀
者
…
行
衛
相
知
不
申
」
は
、
始
ま
り
が
ど
こ
な
の

か
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

⑤
⑥
の
親
類
野
田
秀
治
の
報
告
は
、
中
に
請
人
源
助
の
言
が

入
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
報
告
に
つ
い
て
の
李
軒
の
思
い
も
記

し
て
い
る
よ
う
で
、
分
か
り
に
く
い
作
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

ず
、
⑤
「
き
り
所
持
之
…
⑥
…
受
人
源
助
申
」
が
野
田
秀
治
の
報

告
全
体
で
す
。
⑤
「
き
り
所
持
之
…
参
候
様
子
共
相
聞
不
申
」
が
、

報
告
前
半
で
、
そ
こ
で
「
由
」
を
入
れ
て
い
っ
た
ん
区
切
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
次
で
す
が
、「
猶
心
當
り
之
所
々
…
手
掛
り
之
品
も

無
之
」
は
野
田
秀
治
の
報
告
が
続
く
と
も
と
れ
ま
す
し
、「
由
」

で
区
切
り
ま
し
た
の
で
、
報
告
を
引
用
し
な
が
ら
の
李
軒
の
文
と

も
い
え
ま
す
。
そ
れ
に
続
く
、「
當
惑
仕
候
義
ニ
御
座
候
」
は
李

軒
の
思
い
で
し
ょ
う
。
報
告
者
が
「
當
惑
仕
」
必
要
は
な
い
で
す

し
、
も
し
報
告
者
の
当
惑
を
記
し
た
の
な
ら
ば
、「
當
惑
仕
候
由

ニ
御
座
候
」と
す
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
後
ろ
に
は
請
人
源
助
の
言
、

⑥
「
右
者
猶
得
と
相
調
へ
…
先
引
取
候
様
」
が
入
れ
ら
れ
、
次
い

で
「
受
人
源
助
申
」
と
野
田
秀
治
が
報
告
し
た
わ
け
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
願
い
書
き
は
、
瀬
戸
又
次
郎
の
前
の
代
の
大
庄
屋

中
村
善
次
兵
衛
宛
て
で
す
の
で
、
文
政
の
頃
の
も
の
か
と
思
わ
れ

ま
す
。

〔
釈
文
〕

①　
　
　

乍
恐
奉
願
上
御
事

一
私
妹
、
當
年
弐
拾
弐
才
ニ
罷
成
候
き
り
と
申
者
、
去
ル
午

　

三
月
大
坂
表
へ
遣
シ
北
久
太
郎
町
皿
屋
源
助
と
申
仁
方
へ

　

奉
公
ニ
有
付
、
去
申
九
月
迄
相
勤
罷
居
、
同
人
請
人
ニ
而
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去
九
月
より
上
町
・
北
新
町
壱
丁
目
美
濃
屋
新
助
与
申
仁
方
ニ
而

　

相
勤
罷
居
候
處
、
②
當
夏
母
病
氣
ニ
罷
有
候
ニ
付
忰
き
り
ニ

　
`

看
病
致
さ
せ
度
段
申
ニ
付
、
書
状
を
以
呼
ニ
遣
候
得
共
何
等
之

　

返
書
も
差
越
不
申
、
不
安
心
ニ
御
座
候
ニ
付
、
私
隣
家
ニ
甚
吉
と

　

申
者
大
坂
通
ひ
廻
船
ニ
乗
候
ニ
付
、
妹
き
り
、
主
人
へ
暇
を

　

貰
ひ
親
看
病
致
さ
せ
度
間
、
連
帰
呉
候
様
相
頼
ニ
遣
し

　

候
処
、
③
右
き
り
儀
者
六
月
廿
六
日
夜
主
人
之
用
事
ニ
而
隣
町
へ

　

使
ニ
出
帰
り
不
申
、
何
方
へ
参
候
哉
行
衛
相
知
不
申
由
、
右
甚
吉

　

七
月
廿
九
日
帰
船
仕
右
之
様
子
物
語
仕
候
ニ
付
、
大
ニ
驚
兎
哉

　
　
　

（
内
カ
）

　

角
仕
候
同
、
④
右
き
り
世
話
人
道
頓
堀
炭
屋
町
河
内
屋

　

彦
兵
衛
と
申
者
よ
り
七
月
十
二
日
出
之
書
状
ニ
八
月
十
一
日
相
届
キ
、

　

右
之
様
子
相
認
有
之
ニ
彌
打
驚
、
早
速
親
類
野
田
秀
治
と

　

申
者
大
坂
表
へ
指
遣
聞
合
申
候
処
、
⑤
き
り
所
持
之
手
道
具
・

　

着
類
等
者
主
家
又
者
請
人
方
ニ
指
置
御
座
候
様
子
ニ
而
、
自
身
之

　

了
簡
ニ
而
遠
方
へ
参
候
様
子
共
相
聞
不
申
由
、
猶
心
當
り
之

　

所
々
相
尋
候
得
共
一
圓
行
先
キ
ハ
勿
論
何
等
手
掛
り
之
品
も

　

無
之
當
惑
仕
候
義
ニ
御
座
候
、
⑥
右
者
猶
得
と
相
調
へ
有
無
と
も
九
月

　

差
入
頃
迠
ニ
者
可
申
遣
間
先
引
取
候
様
受
人
源
助
申
由
ニ
而

　

秀
治
罷
帰
、
否
之
儀
相
待
居
、
九
月
ニ
至
候
得
共
何
等
之
義
も
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不
申
参
、
又
々
余
人
を
指
遣
シ
相
尋
さ
せ
候
処
未
タ
行
衛

　

相
知
不
申
段
右
之
者
罷
帰
申
ニ
付
、
老
母
初
親
類
共
一
同

　

相
歎
申
儀
ニ
御
座
候
、
⑦
右
者
女
を
夜
中
ニ
使
ニ
遣
其
儘
行
衛

　
　
　
　
　
　
　

（
儘
）

　

相
知
不
申
義
を
其
扁
ニ
差
置
、
私
より
呼
ニ
遣
候
付
無
據
七
月

　

十
二
日
付
之
書
状
を
出
シ
延
着
致
候
儀
、
猶
又
源
助
等
之
申
分

　

甚
不
審
ニ
も
御
座
候
ニ
付
、
⑧
此
度
私
共
大
坂
表
へ
罷
越
得
与
相
糺

　

彌
行
衛
相
知
レ
不
申
、
右
源
助
等
若
如
何
之
品
申
募
候
儀
も

　

御
座
候
得
者
、
彼
地
ニ
而
乍
恐

　

御
国
之
御
屋
敷
様
へ
右
段
々
之
様
子
御
願
奉
申
上
度
奉
存
候
間
、

　

何
卒
哀
御
慈
悲
之
御
憐
愍
を
以
右
御
屋
敷
様
江
之

　

御
添
簡
被
為
成
下
候
様
乍
恐
幾
重
ニ
も
奉
願
上
候
、
右
之
段

　

早
々
宜
敷
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
村
医
師

　
　
　
　
　

酉
十
一
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
神
李
軒

⑨
右
之
通
願
書
差
上
申
候
、
右
願
之
趣
相

も
無
御
座
候
間

何
卒
願
之
通
大
坂
表
へ
之
御
添
簡
被
為
成
下
候
様
於
私
共
も

奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
村
肝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丈
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
村
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彦
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
善
次
兵
衛
殿
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⑩
右
之
通
願
書
出
候
付
差
上
申
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
田
組
大
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
善
次
兵
衛

　
　
　
　

寺
田
八
郎
右
衛
門
様

⑪
右
願
書
李
軒
持
登
申
度
由
ニ
付
、
添
状
し
て
十
一
月
廿
日
嶋
庄
屋
元
へ
遣
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
し
二
三
一
−

四
）

〔
読
み
下
し
文
〕

①　
　
　

恐
れ
乍な
が

ら
願
い
上
げ
奉
る
御お
ん

事こ
と

一ひ
と
つ私
妹
、
当
年
弐
拾
弐
才
に
罷
り
成
り
候
き
り

0

0

と
申
す
者
、
去
る
午

　

三
月
大
坂
表
へ
遣
し
北き
た

久き
ゅ
う
太た

郎ろ
う
ま
ち町
皿
屋
源
助
と
申
す
仁
方
へ

　

奉
公
に
有
り
付
き
、
去
る
申
九
月
迄
相
勤
め
罷
り
居
り
、
同
人
請
人
に
て
（
而
）

　

去
る
九
月
よ
り
（
より
）
上う
え
町ま
ち
・
北き
た

新し
ん
町ま
ち
壱
丁
目
美
濃
屋
新
助
と
（
与
）
申
す
仁
方
に
て

　

相
勤
め
罷
り
居
り
候
処
、
②
当
夏
母
病
気
に
罷
り
有
り
候
に
付
き
忰
き
り
に

　

看
病
致
さ
せ
度
き
段
申
す
に
付
き
、
書
状
を
以
っ
て
呼
び
に
遣
し
候そ
う
らえ
ど
も
（
得
共
）
何
等
之の

　

返
書
も
差
し
越
し
申
さ
ず
（
不ず

）、
不
安
心
に
御
座
候
に
付
き
、
私
隣
家
に
甚
吉
と

　

申
す
者
大
坂
通
い
廻
船
に
乗
り
候
に
付
き
、
妹
き
り
、
主
人
へ
暇ひ
ま
を

　

貰
い
親
看
病
致
さ
せ
度
き
間
、
連
れ
帰
り
く
れ
（
呉
）
候
様
相
頼
み
に
遣
し

　

候
処
、
③
右
き
り
儀
は
（
者
）
六
月
廿
六
日
夜
主
人
之
用
事
に
て
隣
町
へ

　

使
い
に
出
で
帰
り
申
さ
ず
、
何い
ず
方か
た
へ
参
り
候
哉や

行
衛
（
行
方
）
相
知
れ
申
さ
ざ
（
不ざ

）
る
由
、
右
甚
吉

　

七
月
廿
九
日
帰
船
仕
り
右
之
様
子
物
語
り
仕
り
候
に
付
き
、
大
い
に
驚
き
と
や
か
く
（
兎
哉
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角
）
仕
り
候
内
、
④
右
き
り
世
話
人
道
頓
堀
炭
屋
町
河
内
屋

　

彦
兵
衛
と
申
す
者
よ
り
七
月
十
二
日
出
之
書
状
に
八
月
十
一
日
相
届
き
、

　

右
之
様
子
相
認
め
之こ
れ
有
る
に
彌
い
よ
い
よ打
ち
驚
き
、
早
速
親
類
野
田
秀
治
と

　

申
す
者
大
坂
表
へ
指
し
遣
し
聞
き
合
せ
申
し
候
処
、
⑤
き
り
所
持
之の

手
道
具
・

　

着
類
等
は
主
家
又
は
請
人
方
に
指
し
置
き
御
座
候
様
子
に
て
、
自
身
之

　

了
簡
に
て
遠
方
へ
参
り
候
様
子
と
も
（
共
）
相
聞
え
申
さ
ざ
る
由
、
猶な
お
心
当
り
之

　

所
々
相
尋
ね
候
え
ど
も
一
円
行
先
は
勿も
ち
論ろ
ん
何
等
手
掛
り
之
品
も

　

之こ
れ
無
く
当
惑
仕
り
候
義
に
御
座
候
、
⑥
右
は
猶
得
と
（
篤
と
）
相
調
べ
有
無
と
も
九
月

　

差
し
入
り
頃
迄
に
は
申
し
遣
す
可
き
間
先
ず
引
き
取
り
候
様
受
人
源
助
申
す
由
に
て

　

秀
治
罷
り
帰
り
、
否
之の

儀
相
待
ち
居
り
、
九
月
に
至
り
候
え
ど
も
何
等
之
義
も

　

申
し
参
ら
ず
、
又
々
余よ

人じ
ん
を
指
し
遣
し
相
尋
ね
さ
せ
候
処
未
だ
行
衛

　

相
知
れ
申
さ
ざ
る
段
右
之
者
罷
り
帰
り
申
す
に
付
き
、
老
母
初
め
親
類
共
一
同

　

相
歎
じ
申
す
儀
に
御
座
候
、
⑦
右
は
女
を
夜
中
に
使
い
に
遣
し
其そ
の
儘ま
ま
行
衛

　

相
知
れ
申
さ
ざ
る
義
を
其
儘
に
差
し
置
き
、
私
よ
り
呼
び
に
遣
し
候
に
付
き
拠
よ
ん
ど
こ
ろ無
く
七
月

　

十
二
日
付
け
之
書
状
を
出
し
延
着
致
し
候
儀
、
猶
又
源
助
等
之
申
し
分

　

甚
だ
不
審
に
も
御
座
候
に
付
き
、
⑧
此こ
の
度た
び
私
共ど
も
大
坂
表
へ
罷
り
越
し
篤
と
（
得
与
）
相
糺
し

　

彌
行
衛
相
知
れ
申
さ
ず
、
右
源
助
等
若も
し

如い
か
何が

之
品
申
し
募
り
候
儀
も

　

御
座
候そ
う
らえ
ば
（
得
者
）、
彼か
の
地ち

に
て
恐
れ
乍
ら

　

御
国
之
御
屋
敷
様
へ
右
段
々
之
様
子
御
願
い
申
し
上
げ
奉
り
度
く
存
じ
奉
り
候
間
、
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何
卒
哀
れ
御
慈
悲
之
御
憐
愍
を
以
っ
て
右
御
屋
敷
様
へ
之

　

御
添
簡
成
し
下
せ
ら
れ
（
被ら
れ

レ
為せ
二
成
な（
し
）下く
だ

一
）
候
様
恐
れ
乍
ら
幾
重
に
も
願
い
上
げ
奉
り
候
、
右
之
段

　

早
々
宜
し
く
（
敷
）
仰
せ
上
げ
ら
れ
下
さ
る
可
く
（
被ら
れ

二

仰
お
お（
せ
）上あ（
げ
）一
可べ（
く
）レ
被る
レ
下
く
だ（
さ
））
候
、
以
上

⑨
右
之
通
り
願
い
書
き
差
し
上
げ
申
し
候
、
右
願
い
之
趣
相
違
も
御
座
無
く
候
間

何な
に
卒と
ぞ
願
い
之
通
り
大
坂
表
へ
之
御
添
簡
成
し
下
せ
ら
れ
（
被ら
れ

レ
為せ
二
成
な（
し
）下く
だ

一
）
候
様
私
共
に
於
て
も

願
い
上
げ
奉
り
候
、
以
上

⑩
右
之
通
り
願
い
書
き
出い
だ
し
候
に
付
き
差
し
上
げ
申
し
候
、
以
上

⑪
右
願
い
書
き
李
軒
持
ち
登
り
申
し
度
き
由
に
付
き
、
添
え
状
し
て
十
一
月
廿
日
嶋
庄
屋
元
へ
遣
す

〔
文
意
例
〕

①　
　
　

恐
れ
な
が
ら
願
い
上
げ
申
す
御お
ん
事こ
と
に
つ
い
て

一
私
の
妹
で
、
当
年
二
十
二
歳
に
な
り
ま
す
き
り

0

0

と
申
す
者
に
つ
い
て
で
す
が
、
去
る
午
年

　

三
月
に
大
坂
表
へ
や
り
北
久
太
郎
町
皿
屋
源
助
と
申
す
人
の
所
へ
（
で
）

　

奉
公
人
に
な
り
、
去
年
申
年
九
月
ま
で
勤
め
て
お
り
ま
し
た
。
同
人
（
源
助
）
が
請
け
人
で

　

去
年
九
月
か
ら
上
町
と
北
新
町
一
丁
目
の
美
濃
屋
新
助
と
い
う
人
の
所
で

　

勤
め
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
②
今
年
の
夏
、
母
が
病
気
に
な
り
ま
し
て
忰
「
き
り

0

0

に

　

看
病
い
た
さ
せ
た
い
」
と
（
母
が
）
申
し
ま
す
の
で
、（
私
が
）
書
状
で
呼
び
に
や
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
（
き
り

0

0

は
）
何
ら
の

　

返
書
も
寄
越
し
申
さ
ず
不
安
で
御
座
い
ま
し
た
。
私
の
隣
家
に
（
住
む
）
甚
吉
と

　

い
う
者
が
大
坂
通
い
の
廻
船
に
乗
っ
て
い
ま
す
の
で
、「
妹
き
り

0

0

に
、
主
人
か
ら
暇
を
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も
ら
っ
て
（
も
ら
わ
せ
て
）
親
を
看
病
い
た
さ
せ
た
い
の
で
連
れ
帰
っ
て
く
れ
る
よ
う
」（
甚
吉
に
）
頼
ん
で
や
り

　

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
③
（
戻
っ
た
甚
吉
が
い
う
に
は
）
右
「
き
り

0

0

は
六
月
二
十
六
日
の
夜
、
主
人
の
用
事
で
隣
町
に

　

使
い
に
出
て
帰
っ
て
お
ら
ず
ど
こ
に
行
っ
た
の
か
行
方
が
分
か
り
申
さ
な
い
」
と
、
右
甚
吉
が
、

　

七
月
二
十
九
日
帰
船
い
た
し
、
右
の
様
子
を
物
語
り
い
た
し
ま
し
た
。
大
い
に
驚
き
、
あ
わ
て

　

ふ
た
め
く
内
、
④
右
き
り

0

0

の
仲
介
人
で
道
頓
堀
炭
屋
町
河
内
屋

　

彦
兵
衛
と
い
う
者
か
ら
七
月
十
二
日
付
け
の
書
状
な
の
に
（
お
か
し
な
こ
と
に
）
八
月
十
一
日
に
届
き
、

　

右
の
（
廻
船
乗
り
甚
吉
が
語
っ
た
）
様
子
が
し
た
た
め
て
あ
っ
た
の
で
ま
す
ま
す
驚
き
ま
し
た
。
早
速
親
類
の
野
田
秀
治
と

　

い
う
者
を
大
坂
表
へ
や
っ
て
聞
き
合
わ
せ
（
さ
せ
）
申
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
⑤
「
き
り

0

0

の
所
持
の
手
道
具
や

　

着
物
等
は
主
人
の
家
か
請
け
人
の
所
に
置
い
て
ご
ざ
い
ま
す
様
子
で
、
自
分
の

　

考
え
で
遠
方
へ
参
っ
た
様
子
と
も
思
え
申
さ
な
い
」
と
（
野
田
秀
治
は
い
い
ま
す
）、「
さ
ら
に
心
当
た
り
を

　

あ
ち
こ
ち
尋
ね
た
け
れ
ど
も
、
い
っ
こ
う
に
行
く
先
は
も
ち
ろ
ん
何
ら
の
手
が
か
り
の
品
も

　

な
く
」（
と
い
う
の
で
、
私
、
李
軒
と
し
て
は
）
当
惑
い
た
す
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
⑥
「（
請
人
源
助
が
い
う
に
は
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
右
（
き
り

0

0

の
行
方
不
明
）
に
つ
い
て
な
お
十
分
に
調
べ
て
（
問
題
が
）
あ
る
に
し
ろ
無
い
に
し
ろ
九
月
の

　

初
め
ご
ろ
ま
で
に
は
連
絡
し
て
や
る
か
ら
先
ず
引
き
取
る
よ
う
に
」
と
受
人
源
助
が
申
し
た
」
と
い
う
こ
と
で

　
（
野
田
）
秀
治
は
戻
っ
て
き
ま
し
た
。（
問
題
は
）
な
か
っ
た
（
き
り

0

0

を
み
つ
け
た
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
い
う
知
ら
せ
を
待
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
九
月
に
な
っ
て
も
何
ら
の
知
ら
せ
も

　

言
っ
て
来
ず
、
ま
た
ま
た
他
の
人
物
を
遣
わ
し
尋
ね
さ
せ
ま
し
た
が
、「
未
だ
に
行
方
が

　

知
れ
申
さ
な
い
」
と
、
そ
の
者
が
帰
っ
て
か
ら
申
し
ま
す
。
老
母
は
じ
め
親
類
共
一
同

　

歎
き
申
し
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
⑦
こ
の
件
は
女
を
夜
中
に
使
い
に
や
り
そ
の
ま
ま
行
方
が
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知
れ
申
さ
な
い
の
を
そ
の
ま
ま
に
放
置
し
、
私
か
ら
（
き
り

0

0

を
）
呼
び
に
や
っ
た
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
か
た
な
く
（
責
任
逃
れ
の
た
め
に
日
付
を
偽
っ
た
）
七
月

　

十
二
日
付
け
の
書
状
を
（
作
っ
て
）
差
し
出
し
（
当
然
な
が
ら
）「
延
着
」
し
た
こ
と
で
す
し
、
さ
ら
に
、（
請
人
）
源
助
等
の
言
い
分
は

　

甚
だ
信
用
で
き
な
い
こ
と
で
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
⑧
こ
の
た
び
私
共
は
大
坂
表
へ
行
き
じ
っ
く
り
と
糺
し

　

本
当
に
行
方
が
分
か
り
申
さ
ず
、
右
（
請
人
）
源
助
等
が
も
し
と
ん
で
も
な
い
事
情
を
言
い
つ
の
る
よ
う
な
こ
と
も

　

ご
ざ
い
ま
す
な
ら
ば
、
彼
の
地
（
大
坂
）
で
恐
れ
な
が
ら

　

お
国
の
お
屋
敷
様
（
紀
州
藩
大
坂
屋
敷
）
へ
右
の
次
か
ら
次
へ
と
起
こ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
態
（
に
つ
い
て
力
添
え
）
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
申
し
ま
す
。

　

ど
う
か
哀
れ
み
の
お
心
を
持
っ
て
右
お
屋
敷
様
へ
の

　

御
添
簡
を
な
さ
っ
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
、
恐
れ
な
が
ら
重
ね
重
ね
願
い
上
げ
申
し
ま
す
。
右
の
件
に
つ
い
て

　

早
々
よ
ろ
し
く
仰
せ
上
げ
下
さ
い
ま
せ
。
以
上

⑨
右
の
通
り
願
い
書
き
を
差
し
上
げ
申
し
ま
す
。
右
の
願
い
書
き
の
内
容
は
間
違
い
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、

何
卒
願
い
通
り
大
坂
表
へ
の
御
添
簡
な
さ
っ
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
私
共
に
お
い
て
も

願
い
上
げ
申
し
ま
す
。
以
上

⑩
右
の
通
り
願
い
書
き
を
出
し
ま
し
た
の
で
差
し
上
げ
申
し
ま
す
。
以
上

⑪
右
の
願
い
書
き
は
李
軒
が
持
参
し
て
（
大
坂
に
）
上
り
申
し
た
い
と
い
う
の
で
、

　
　
　
　
　
（
私
、
大
庄
屋
中
村
善
次
兵
衛
が
書
い
た
）
添
え
状
を
付
け
て
十
一
月
二
十
日
嶋
庄
屋
元
へ
や
っ
た
（
戻
し
た
）。
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〔
語
意
・
語
法
〕

①
乍
恐�
願
い
出
の
際
の
定
型
句
。
恐
れ
多
い
こ
と
で
す
が
。
奉

願
上
「
奉
」
は
補
助
動
詞
と
し
て
用
い
る
。
動
詞
（「
願
上
」）
に

付
い
て
、
そ
の
動
作
の
対
象
（
大
庄
屋
・
代
官
）
を
敬
う
謙
譲
表

現
を
作
る
。
…
申
し
上
げ
る
。
御
事
「
事
」
は
、「
こ
と
」
で
文

を
中
止
す
る
よ
う
な
形
で
、
文
章
の
題
目
な
ど
と
し
て
用
い
る
。

何
々
に
つ
い
て
と
い
う
意
を
表
わ
す
。
一
「
ひ
と
つ
書
き
」
と
い

い
、
箇
条
書
き
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
置
く
。
一
項
目
し
か
書
か
な

い
場
合
で
も
慣
習
と
し
て
置
く
こ
と
が
あ
る
。
私
妹�

当
主
で
あ

る
「
私
」
か
ら
書
き
起
こ
す
。「
き
り
」
を
冒
頭
に
も
っ
て
く
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
罷
成
「
罷
」
は
接
頭
語
的
に
用
い
、
そ
の
複

合
し
た
動
詞
に
、（
大
庄
屋
・
代
官
に
）
へ
り
く
だ
り
丁
重
に
い

う
気
持
や
、
時
に
、
許
し
を
得
て
そ
の
行
動
を
す
る
の
意
を
添
え

る
も
の
。
大
坂
表
「
表
」
は
語
素
。
名
詞
に
付
い
て
複
合
語
を
作

る
。
あ
る
方
向
の
土
地
。
地
方
。
遣
シ
「
遣
」
は
、（
動
作
者
へ

の
敬
意
が
失
せ
て
）
人
を
派
遣
す
る
。
物
を
他
へ
や
る
。
北
久
太

郎
町�

大
阪
市
中
央
区
。
仁
方
「
仁
」
は
ひ
と
。
に
ん
。「
方
」
は
、

あ
る
一
方
の
側
、
ま
た
そ
れ
に
属
す
る
人
た
ち
を
表
わ
す
。
有
付�

仕
官
や
奉
公
す
る
所
を
得
て
、
生
活
が
安
定
す
る
。「
奉
公
ニ
有

付
」は
ほ
ぼ
同
義
反
復
。相
勤
罷
居�

き
り

0

0

に
つ
い
て
使
っ
て
い
る
。

「
相
」
は
、
語
調
を
整
え
た
り
、
語
勢
を
添
え
た
り
す
る
。「
居
」

は
補
助
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
動
作
、
作
用
、
状
態
の
継
続
、

進
行
を
表
わ
す
。
動
詞
の
連
用
形
（「
勤
」）
に
付
い
て
、
他
人
の

言
動
を
さ
げ
す
ん
だ
り
、
ま
た
は
、
軽
視
で
き
る
も
の
の
作
用
、

状
態
に
つ
い
て
表
現
し
た
り
す
る
と
き
に
用
い
ら
れ
る
。
他
人
を

さ
げ
す
ん
だ
り
す
る
気
持
の
含
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
請
人�

保

証
人
。
上
町
・
北
新
町�

い
ず
れ
も
大
阪
市
中
央
区
。
二
か
所
に

店
を
置
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
。

②
忰
き
り�

男
女
と
も
に
「
忰
」
を
使
う
。
母
の
言
っ
た
言
葉
に

李
軒
が
「
忰
」
を
つ
け
た
し
て
い
る
。
看
病
致
さ
せ
度
段
「
致
」

は
補
助
動
詞
。「
看
病
」
に
付
き
、
話
し
手
（
こ
こ
は
母
あ
る
い

は
李
軒
）
が
聞
き
手
（
大
庄
屋
・
代
官
）
に
対
し
て
へ
り
く
だ
る

自
卑
・
丁
重
の
表
現
と
し
て
、「（
物
事
を
）
す
る
・
な
す
」
の
意

に
用
い
る
。「
さ
せ
」は
、き
り

0

0

に
対
す
る
使
役
。「
度
」は
願
望
。「
段
」

は
「
こ
と
」。「
…
の
こ
と
」
を
意
味
す
る
語
の
中
で
、
最
も
広
範

囲
を
代
用
す
る
語
。
こ
こ
で
は
、
②
「
當
夏
母
」
以
降
「
段
」
ま

で
が
そ
の
範
囲
だ
が
、
五
月
前
後
に
母
が
病
気
に
な
り
、
七
月
頃
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に
き
り

0

0

を
迎
え
に
行
く
こ
と
に
な
る
ま
で
の
間
の
事
情
。
書
状
を

以
呼
ニ
遣
「
遣
」
は
、（
動
作
者
へ
の
敬
意
が
失
せ
て
）
人
を
派

遣
す
る
。
こ
こ
で
は
「
人
」
の
代
わ
り
に
「
書
状
を
以
」
が
入
る
。

候
得
共
「（
候さ
ぶ
らう
）
候さ
う
らふ
」
の
已
然
形
「
候さ
う
らへ
」
の
「
へ
」
に
当

て
字
「
得え

」
を
使
っ
た
も
の
。「
共
」
は
接
続
助
詞
「
ど
も
」
の

当
て
字
。「
ど
も
」
は
、
活
用
語
の
已
然
形
を
受
け
る
。
逆
接
の

確
定
条
件
を
表
わ
す
。
け
れ
ど
も
。
差
越
不
申
「
差
」
は
、
動
詞

の
上
に
つ
い
て
、
そ
の
意
味
を
強
め
、
あ
る
い
は
語
調
を
整
え
る
。

「
越
」
は
、
向
こ
う
へ
行
く
。
ま
た
、
こ
ち
ら
に
来
る
。「
申
」
は

補
助
動
詞
。「
越
」
に
付
い
て
、
相
手
に
対
し
話
者
が
改
ま
っ
た

気
持
ち
で
丁
寧
に
、
ま
た
、
堅
苦
し
く
言
う
の
に
用
い
る
。
不
安

心�

不
安
に
同
じ
。
暇
を
貰
ひ�

厳
密
に
い
え
ば
、
こ
の
文
節
は
主

格
（
主
語
）
が
龍
神
李
軒
で
、「
看
病
致
さ
せ
」
と
い
う
使
役
に

し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
こ
も
「
貰
ひ
」
で
な
く
使
役
の
「
せ
」

を
付
け
た
「
貰
は
せ
」
が
正
し
い
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
文

節
中
で
主
格
が
転
換
し
て
し
ま
う
言
い
方
も
常
に
あ
る
が
。「
暇
」

は
休
暇
。
看
病
致
さ
せ
度
「
致
」
は
龍
神
李
軒
が
へ
り
く
だ
る
補

助
動
詞
。「
さ
せ
」
は
、
龍
神
李
軒
に
よ
る
き
り

0

0

に
対
す
る
使
役
。

「
度
」
は
龍
神
李
軒
の
願
望
。
相
頼
ニ
遣
し
「
相
頼
」
は
動
詞
に

付
く
接
頭
語
の
「
相
」
が
あ
る
か
ら
「
頼
」
は
動
詞
と
考
え
る
と

「
ニ
」
は
不
要
。
そ
の
場
合
、「
頼
遣
」
の
「
遣
」
は
「
頼
」
に
付

い
て
補
助
動
詞
的
に
用
い
、
尊
大
な
気
持
ち
を
こ
め
て
、「
…
し

て
や
る
」
の
意
を
表
わ
す
。
一
方
、「
頼
ニ
」
は
名
詞
に
付
く
助

詞
の
「
ニ
」
が
あ
る
か
ら
「
頼
」
は
名
詞
と
考
え
る
と
「
相
」
は

不
要
。
そ
の
場
合
、「
遣
」
は
他
動
詞
で
人
を
派
遣
す
る
。「
相
頼

遣
」
か
「
頼
ニ
遣
」
か
に
す
べ
き
。

③
右
き
り
儀
者
…
行
衛
相
知
不
申
由�

廻
船
乗
り
甚
吉
の
報
告
。

き
り
儀
者
「
儀
」
は
、
自
分
、
ま
た
は
自
分
の
側
を
示
す
名
詞
に

付
い
て
「
こ
と
」「
…
に
関
し
て
」
の
意
を
表
わ
す
。
謙
譲
の
意

を
添
え
る
。「
者
」
は
不
要
。
帰
り
不
申
「
申
」
は
「
帰
り
」
に

付
く
補
助
動
詞
。
参
候
哉
「
哉
」
は
、
疑
問
の
意
を
表
わ
す
。
相

知
不
申
由
「
申
」
は
「
知
」
に
付
く
補
助
動
詞
。「
由
」
は
、
伝

え
聞
い
た
事
柄
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
ば
。
…
と
の
こ
と
。
帰

船
仕
「
仕
」
は
、
補
助
動
詞
。
動
作
性
の
名
詞
、
主
と
し
て
漢
語

名
詞
（
こ
こ
で
は
「
帰
船
」）
に
付
き
、
話
し
手
（
龍
神
李
軒
）

が
聞
き
手
（
大
庄
屋
・
代
官
）
に
対
し
て
へ
り
く
だ
る
自
卑
・
丁

重
の
表
現
と
し
て
「（
物
事
を
）
す
る
・
な
す
」
の
意
に
用
い
る
。

物
語
仕
「
仕
」
は
「
物
語
」
に
付
く
補
助
動
詞
。
兎
哉
角
仕
「
兎
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哉
角
」
は
「
と
や
か
く
」
の
当
て
字
。
何
の
か
の
と
。
あ
あ
だ
こ

う
だ
と
。
あ
れ
や
こ
れ
や
と
。「
仕
」
は
、自
動
詞
。「
す
る
」「
行

な
う
」
を
、
相
手
に
対
し
へ
り
く
だ
る
気
持
ち
で
丁
重
に
い
う
。

④
世
話
人�
商
取
引
、
縁
談
な
ど
の
仲
介
を
す
る
人
。
き
り

0

0

が
奉

公
を
す
る
に
あ
た
っ
て
の
仲
介
人
か
。
道
頓
堀
炭
屋
町�

大
阪
市

中
央
区
西
心
斎
橋
。
七
月
十
二
日
出
之
書
状
ニ
八
月
十
一
日
相
届

キ
「
ニ
」
は
「
な
の
に
」
の
意
か
。
な
お
⑦
で
述
べ
る
。
相
認
有

之
「
有
」
は
補
助
動
詞
。
動
詞
の
連
用
形
に
付
い
て
、
動
作
・
作

用
・
状
態
の
、
進
行
・
継
続
や
、
完
了
し
た
作
用
の
結
果
が
残
っ

て
い
る
こ
と
を
表
わ
す
。「
之
」
は
強
調
。
打
驚
「
打
」
は
下
の

動
詞
の
意
味
を
強
め
た
り
、
単
に
語
調
を
と
と
の
え
た
り
す
る
。

指
遣
「
指
」
は
、
接
頭
語
の
「
差
」。
聞
合
申�

厳
密
に
は
、
親
類

の
者
に
さ
せ
た
の
だ
か
ら
「
聞
合
致
さ
せ
申
」。「
申
」
は
「
聞
合
」

に
付
く
補
助
動
詞
。

⑤
き
り
所
持
之
…�

⑥
「
秀
治
罷
帰
」
の
前
の
「
源
助
申
由
ニ
而
」

ま
で
が
親
類
野
田
秀
治
の
話
し
た
内
容
。
手
道
具�

身
の
回
り
の

小
道
具
や
調
度
。
様
子
共
「
共
」
は
「
と
も
」（
格
助
詞
「
と
」

に
係
助
詞
「
も
」
の
付
い
た
も
の
）
の
当
て
字
。
引
用
を
表
わ
す
。

相
聞
不
申
由
「
由
」
だ
か
ら
、
こ
こ
は
野
田
秀
治
の
考
え
。「
聞
」

は
、
意
味
が
わ
か
る
。
理
解
で
き
る
。
納
得
で
き
る
。「
申
」
は

「
聞
」
に
付
く
補
助
動
詞
。
一
圓�

い
っ
こ
う
に
。
少
し
も
。
手
掛

り
之
品
「
品
」
は
、
理
由
。
わ
け
。
無
之
「
な
し
（
無
）」
を
強

調
し
て
い
う
語
。
當
惑
仕
候
義
ニ
御
座
候
「
義
ニ
御
座
候
」
で
、

文
章
と
し
て
は
こ
こ
で
い
っ
た
ん
切
れ
る
か
ら
、
野
田
秀
治
で
は

な
く
、
李
軒
が
当
惑
し
た
と
い
う
一
文
を
、
野
田
秀
治
の
話
の
中

に
入
れ
て
い
る
ら
し
い
。
野
田
秀
治
が
当
惑
し
た
の
な
ら
、「
當

惑
仕
候
由
ニ
御
座
候
」
と
な
る
だ
ろ
う
。「
仕
」
は
「
當
惑
」
に

付
く
補
助
動
詞
。「
義
」
は
「
こ
と
」。

⑥
右
者
…
先
引
取
候
様�

請
人
源
助
の
話
。
親
類
野
田
秀
治
の
話

の
中
に
挿
入
し
て
あ
る
。
右
者
…
相
調
へ
有
無
と
も「
有
無
と
も
」

は
、す
ぐ
後
ろ
に
「
否
之
儀
相
待
居
」
と
も
あ
り
、そ
こ
で
は
「
否
」

を
期
待
し
て
待
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、「
有
無
」
は
こ
の
件
に
関

す
る
、問
題
の
あ
る
、な
し
だ
ろ
う
。そ
う
す
る
と「
右
」は
、「
有
無
」

を
判
断
す
る
た
め
の
「
行
衛
相
知
不
申
」。
得
と
「
篤
と
」。
差
入�

「
さ
し
い
り
」。
は
い
っ
て
す
ぐ
の
時
。
そ
の
季
節
や
そ
の
月
に
は

い
っ
て
す
ぐ
の
頃
。
可
申
遣
「
可
」
は
話
者
（
受
人
源
助
）
の
意

志
を
表
す
助
動
詞
。
文
脈
に
よ
り
意
志
の
強
弱
の
度
合
い
が
異
な

る
。「
遣
」
は
、
補
助
動
詞
的
に
用
い
、「
申
」
に
つ
い
て
受
人
源
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助
の
尊
大
な
気
持
ち
を
こ
め
て
、「
…
し
て
や
る
」
の
意
を
表
わ

す
。
引
取
候
様�

詮
索
さ
れ
な
い
よ
う
に
大
坂
か
ら
追
い
払
っ
た
。

否
之
儀�
き
り

0

0

の
「
行
衛
相
知
不
申
」
が
間
違
い
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
の
通
知
。
前
述
の
「
有
無
」
の
「
無
」
の
方
。
相
待
居
「
居
」

は
、
補
助
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
動
作
、
作
用
、
状
態
の
継

続
、
進
行
を
表
わ
す
。
多
く
、
自
分
の
言
動
を
卑
下
す
る
と
き
に

用
い
ら
れ
る
。
相
尋
さ
せ
「
さ
せ
」
は
使
役
。
相
知
不
申
段
「
段
」

は
、
き
り

0

0

の
行
方
に
関
す
る
事
情
す
べ
て
。
親
類
共
「
共
」
は
自

称
の
代
名
詞
、
ま
た
は
自
分
の
身
内
の
者
を
表
わ
す
名
詞
に
付
け

て
、
単
数
・
複
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
謙
遜
し
た
表
現
と
し
て
用
い

る
。
相
歎
申
「
申
」
は
「
歎
」
に
付
く
補
助
動
詞
。

⑦
右
者
女
を
…�

⑦
の
構
文
は
こ
な
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、「
女
を

夜
中
ニ
…
其
扁
（
儘
）
ニ
差
置
」
は
次
文
節
「
私
より
呼
ニ
…
延
着

致
候
儀
」
末
「
候
儀
」
に
つ
な
が
り
、一
つ
目
・
二
つ
目
の
文
節
「
女

を
夜
中
ニ
…
延
着
致
候
儀
」
が
三
つ
目
の
文
節
末
「
御
座
候
ニ
付
」

に
つ
な
が
る
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。
あ
る
い
は
、
第
三
文
節
末

に
「
儀
」
を
入
れ
「
御
座
候
儀
ニ
付
」
と
し
て
も
よ
い
。
無
據
七

月
十
二
日
付
之
書
状
を
出
シ
延
着
致
候�

④
「
七
月
十
二
日
出
之

書
状
ニ
八
月
十
一
日
相
届
キ
」
と
あ
る
が
、こ
れ
を
龍
神
李
軒
は
、

き
り

0

0

失
踪
の
責
任
逃
れ
の
偽
装
工
作
だ
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
③

廻
船
乗
り
甚
吉
が
七
月
末
で
あ
ろ
う
、
き
り

0

0

を
連
れ
帰
り
に
大
坂

へ
出
向
い
た
、
こ
れ
を
知
っ
た
④
世
話
人
道
頓
堀
炭
屋
町
河
内
屋

彦
兵
衛
が
七
月
末
か
八
月
頭
に
、
日
付
を
偽
っ
た
「
七
月
十
二
日

出
之
書
状
」
を
作
っ
て
送
り
通
知
済
み
を
装
っ
た
、
だ
か
ら
そ
れ

は
当
然
「
八
月
十
一
日
相
届
キ
」
と
な
っ
た
の
だ
と
み
て
い
る
。

「
致
」
は
「
延
着
」
に
付
く
補
助
動
詞
。

⑧
得
与
「
篤
と
」。「
与
」
は
ひ
ら
が
な
。
彌
行
衛
「
彌
」
は
、
確

か
に
。
ほ
ん
と
う
に
。
ま
さ
し
く
。
き
っ
と
。
ま
ち
が
い
な
く
。

如
何
之
品
「
如
何
」
は
、
形
容
動
詞
。「
い
か
が
な
る
」
か
。
ど

う
か
と
思
わ
れ
る
さ
ま
。
考
え
も
の
で
あ
る
こ
と
。「
品
」
は
、

そ
う
な
っ
た
事
情
や
立
場
。
候
得
者
「（
候さ
ぶ
らう
）
候さ
う
らふ
」
の
已
然

形
「
候さ
う
らへ
」
に
、
接
続
助
詞
「
ヽ
（
ば
）」
を
加
え
た
表
現
。
…

の
で
。
…
か
ら
。
こ
こ
で
は
「
候
ハ
ヽ
」
の
意
味
。
…
な
ら
ば
。

御
国
之
御
屋
敷
様�

紀
州
藩
大
坂
屋
敷
奉
行
。
段
々�

次
か
ら
次
へ

続
く
さ
ま
、
い
ろ
い
ろ
で
あ
る
さ
ま
を
い
う
。
御
願
奉
申
上
度�

こ
こ
で
は
具
体
的
な
何
か
を
願
お
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

李
軒
が
紀
州
藩
権
力
が
及
ば
な
い
天
領
大
坂
で
思
い
通
り
に
動
け

る
よ
う
、紀
州
藩
大
坂
屋
敷
の
容
認
を
求
め
た
。「
奉
」
は
「
申
上
」
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に
付
く
補
助
動
詞
。「
申
上
」
は
、
目
上
の
人
（
大
庄
屋
・
代
官
）

に
対
し
て
、（
龍
神
李
軒
が
）
あ
る
行
為
を
す
る
。
多
く
、「
お
」

や
「
御
」
の
付
い
た
自
分
の
行
為
を
表
わ
す
体
言
の
下
に
付
け
て
、

そ
の
行
為
の
対
象
を
敬
う
。
奉
存
「
奉
」
は
「
存
」
に
付
く
補
助

動
詞
。
何
卒
哀
御
慈
悲
之
御
憐
愍
「
哀
」
は
感
動
詞
。
下
に
願
望
、

命
令
な
ど
の
表
現
を
伴
っ
て
、
願
望
の
気
持
ち
を
表
わ
す
。
あ
あ

な
ん
と
か
し
て
。
ぜ
ひ
と
も
。「
何
卒
哀
」も
、「
御
慈
悲
之
御
憐
愍
」

も
、
そ
れ
ぞ
れ
同
義
反
復
。
御
添
簡�
勘
定
奉
行
差
し
出
し
大
坂

屋
敷
奉
行
宛
の
、
李
軒
上
坂
前
に
達
し
て
お
く
書
状
。
大
坂
で
の

龍
神
李
軒
の
行
動
を
認
め
る
よ
う
指
示
し
た
内
容
か
。
李
軒
は
翌

月
上
坂
し
て
い
る
（
し
二
三
一

−

四
）。
被
為
成
下
候
様
…
奉
願

上
候
「
被
為
成
下
候
様
奉
願
上
候
」
は
、「
可
被
為
成
下
候
」
で
、

強
意
と
な
る
「
可
」
を
弱
め
た
形
。「
被
」
は
（
大
庄
屋
・
代
官

へ
の
）
敬
語
表
現
。「
為
」
も
敬
語
。
二
重
敬
語
。「
被
成
下
」
は

補
助
動
詞
。
動
作
性
の
漢
語
名
詞
（
こ
こ
で
は
「
添
簡
」）
に
「
ご
」

を
冠
し
た
も
の
に
つ
く
。「
な
さ
っ
て
く
だ
さ
る
」。「
幾
重
ニ
も
」

は
、
か
さ
ね
が
さ
ね
。
右
之
段
「
段
」
は
、
冒
頭
か
ら
す
べ
て
。

被
仰
上
可
被
下
候
「
被
」
は
い
ず
れ
も
大
庄
屋
・
代
官
へ
の
敬
語
。

「
仰
上
」
は
、
上
位
者
に
言
う
の
尊
敬
語
。「
被
仰
上
」
で
二
重
の

敬
語
。「
可
」
は
話
し
手
（
龍
神
李
軒
）
の
意
志
を
表
す
助
動
詞
。

こ
こ
で
は
望
み
。「
被
下
」
は
補
助
動
詞
。
動
詞
の
連
用
形
（「
被

仰
上
」）
に
つ
く
。「
く
だ
さ
る
」。
嶋
村
医
師
「
嶋
村
」
は
、
日

高
郡
嶋
村
（
御
坊
市
島
）。
龍
神
李
軒
は
在
村
の
医
師
。

⑨
差
上
申
「
申
」
は
「
差
上
」
に
付
く
補
助
動
詞
。
大
庄
屋
も
「
奉

差
上
候
」
を
使
っ
て
い
な
い
。
願
之
趣
「
趣
」
は
、同
じ
「
こ
と
」

で
も
、
あ
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
く
意
味
。
肝

�

庄
屋
の
下
役
。

⑩
中
村
善
次
兵
衛�

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
付
け
中
村
善
次
兵

衛
宛
の
帳
面
（
え
三
三
八
）
が
あ
る
の
で
、
瀬
戸
又
次
郎
の
先
代

天
田
組
大
庄
屋
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
中
村
善
次
兵
衛
が
大
庄
屋

だ
っ
た
時
期
の
こ
の
願
い
が
、
留
め
書
き
の
形
で
瀬
戸
家
に
残
っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
寺
田
八
郎
右
衛
門�

日
高
郡
代
官
。

⑪
右
願
書
…�

⑩
ま
で
が
李
軒
の
願
い
書
き
と
そ
の
奥
書
の
留
め

書
き
で
、
⑪
は
、
大
庄
屋
中
村
善
次
兵
衛
の
覚
え
。
持
登
申
「
持

登
」
は
、持
っ
て
上
坂
（
大
坂
に
上
る
）
す
る
。「
申
」
は
「
持
登
」

に
付
く
補
助
動
詞
。
添
状
「
添
簡
」
と
は
別
。
大
庄
屋
が
事
情
説

明
で
も
し
た
書
状
だ
ろ
う
。
庄
屋
元
「
元
」
は
、
居
所
。
そ
の
人

の
身
の
ま
わ
り
。
そ
の
人
の
息
の
か
か
る
範
囲
。̀








